
    
      
        
      
    

  




























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　　▼１




　マリエールが新人〈冒険者〉たちをかばい、小竜しようりゆうが波を蹴立てて〈水棲緑鬼サフアギン〉に挑戦の雄お叫たけびを上げていたそのころ。ザントリーフ半島中央部の山地でも戦闘が開始されていた。

　敵は〈緑小鬼ゴブリン〉。

　どこから湧いてきたのか、森の中には小隊規模の小集団が相当数徘徊しているようだった。

　直継なおつぐたち一行は、「ラグランダの杜もり」前の広場で、先ほどから十数回の襲撃を撃退していた。そこに集まっているのは、13名。ミノリたちのパーティー５名に、上位攻略パーティー６名。そして直継と〈黒剣こつけん騎き士し団だん〉から派遣された〈施療神官クレリツク〉のレザリック。

　最初の襲撃は、はぐれ〈緑小鬼ゴブリン〉との偶発的な遭遇戦なのかと思われた。

　数回の遭遇戦を経て、小規模な部族の移動コースに出くわしたのだと、直継たちは考え直す。しかし、その回数が６度に達したとき、疑念はもはや無視し得ないほどの大きさになっていた。




　その時点でにゃん太は山中偵察へ。

　にゃん太の帰りを待つ13名は、キャンプの撤収や周辺の警戒を進めている。

　戦力の話をすれば、〈緑小鬼ゴブリン〉そのものはそこまで脅威度の高い敵ではない。もちろん、亜人間の大勢力というだけはあり、その兵科バリエーションは豊富だし、軍として見れば強大なのだろう。しかし、彼らの中心的なレベル分布は10レベル～20レベル程度だ。つまり、個体単位でみれば、ミノリたち25レベル前後の新人プレイヤーでも十分に対処可能といえる。

　そういった事情もあって、未知の状況ではあったが、新人プレイヤーたちも比較的落ち着いて作業を進めていた。巨大なテントの荷物は、重量軽減バッグのある直継とレザリックに任せ、自分たちは雑多な身の回りのものを、既製品の背囊はいのうに詰めはじめる。

「きなくせぇな」

「え？」

　テントを解体している直継に、すぐ隣のレザリックが問い返す。

「気にいらねぇな。こいつぁ気にいらねぇ。なんだかいやな予感祭りだぜ」

「たかが〈緑小鬼ゴブリン〉じゃないですか」

　なにを大げさな、という表情でレザリックは答える。〈緑小鬼ゴブリン〉の10匹や20匹であれば、回復職であるレザリックでさえ、単身で討伐可能だ。

「でも、この辺りの山中って、こんなに〈緑小鬼ゴブリン〉のエンカウント率、高かったか？」

「それは……」

　直継は、新人たちをちらっと確認する。彼らはそれぞれ手分けして、馬に鞍袋をつけたり、火の始末をしているようだ。

「それに今回は新あ人いたつちらがいる。なにかが起きたら大事おおごとになっちまう気がするんだよな」

「ふむ……」

　レザリックも、アキバの街の名門大手ギルド〈黒剣騎士団〉からやってきたベテランのプレイヤーである。直継の言葉を笑い飛ばすようなことはせず、なにかを考えているふうだった。

　茂みが揺れて、細い影を広場に吐きだした。

　緑色のコーデュロイジャケット。ネクタイを締めた猫頭のやせぎすな紳士。──にゃん太である。彼は、いつもどおりの細めた瞳に、これはいつもとは違う、ちょっと厳しい表情をたたえて、直継たちのもとへやってきた。

「どうした？」

「ええ」

　にゃん太の態度に自然と引率の直継とレザリックも集合する。

　新人たちは言い付けられたとおりの撤収作業を行なっているようで、まだにゃん太の帰還には気がついていないようだ。

「よくない雰囲気にゃ。大規模行軍──少なくとも数千規模の〈緑小鬼ゴブリン〉軍が、尾根ひとつ向こうを進軍中にゃ。本当のところはいったいどれほどの数がいるのか……それはわからないにゃ」

　にゃん太の言葉に、レザリックの顔が一気に緊張する。

　過去、〈緑小鬼ゴブリン〉が軍事行動を行なった事件は存在する。いや、むしろ〈緑小鬼ゴブリン〉は軍事的行動を好む亜人間の一種だ。彼らは集団で略奪を繰り返す。しかし、その〈緑小鬼ゴブリン〉にしたところで、あまりに長い距離を数千の規模で行軍することは稀だ。

〈緑小鬼ゴブリン〉の知能程度は低く、隣り合う町や村に伝染病の如く略奪の輪を広げるのが基本スタイルのはずである。

　どこか奇妙だ。なにかが狂ってきている。ベテランプレイヤー３人の嗅覚が、それを正しく嗅ぎ当てたがゆえに、彼らの表情は緊張していた。




「ちっ。仕方ねぇや」

　直継はどこかわかっていたような雰囲気でひとつ頷くと、にゃん太に「連絡は？」と尋ねた。

「シロエっちには報告したにゃ。でも、マリエールさんと小竜くんは連絡が取れないにゃ」

「とれない？」

「昼寝してるのか、戦闘などで取り込み中か、お互い念話をしている相手がいるのか。それはわからないにゃ」

　にゃん太の言葉は落ち着いていたが、さすがにいつもほどの余裕はない。

　にゃん太は「昼寝」などととぼけて見せたが、それはマリエールであればまだしも、小竜には考えづらい状況だ。その会話を聞いていたレザリックは、急にどこかを遠くを見るような眼差しになる。念話特有の表情だ。

　それに気がついた直継とにゃん太は言葉を切って待つが、レザリックから返ってきた返事も「だめですね。海岸には〈黒剣騎士団〉のメンバーもいるはずですけど、連絡がつきません」というものだった。

　直継もにゃん太も、〈三み日か月づき同どう盟めい〉のメンバーで他にフレンド・リストに登録しているメンバーはいない。正確にいえば、にゃん太はセララを登録しているが、セララはすぐそばでキャンプ撤収の作業中である。

　今まで何回か、他の若手メンバーと出かけたこともあったが、小竜にさえ連絡がつけば、あとはその場の口頭会話で用が足りたのだ。これは、直継たちの油断であったかもしれない。

　３人はそれぞれに想像を巡らせた。

　さまざまな可能性があり、悪い想定もしなければならない。だが、いずれにしても彼らが海岸に全力で急行する訳にはいかない。そんなことをすれば新人メンバーを置き去りにすることになってしまう。

　個々の〈緑小鬼ゴブリン〉のレベルは低いとはいえ、尾根ひとつ向こうには、最低でも数千規模の〈緑小鬼ゴブリン〉が存在するという。尾根など越えなくても、この近辺の森にさえ、〈緑小鬼ゴブリン〉たちの小隊は潜んでいるだろう。

　この山中に新人プレイヤーを残してゆく訳にはいかない。




「〈緑小鬼ゴブリン〉たちはどんな感じなんだ？」

「谷を進んでいるのは、大規模な略奪部族プランダートライブだにゃ。森が動き出したように見えるにゃあ。こんな規模の軍勢は、我が輩はじめてみたのにゃ。〈鉄軀緑鬼ホブゴブリン〉や〈灰ト色ロ大ウ鬼ル〉も見えたにゃ。──そのほか魔獣部隊も備えた本格的な侵攻旅団だったにゃー。進行方向は西南西にみえたけれど、それは確実じゃないのでなんともいえないにゃ……」

「じゃぁ、わたしたちがさっきまで遭遇していたのは、先行偵察小隊なんですね？」

　突然、ミノリの声がかかる。

　直継が振り向くと、そこにはトウヤとミノリをはじめとした、下位パーティーの５人が立っていた。それぞれに硬い表情で緊張している。どうやら話を聞かれてしまったらしい。

「数千……尾根ひとつ向こうか」

　ルンデルハウスは、森の木々を見通すような視線を上げた。その表情には恐怖ではなく、意志が宿っている。

　ほんのわずかな間、引率の３人が言葉を失った隙に、セララははっきりした声で喋りはじめた。

「わたし、〈三日月同盟〉で新人の世話をしてましたっ。あの、だからっ。みんなのこと、全員フレンド・リストに入れてあります。ねっ？　五い十す鈴ずちゃんも入れてるよねっ？」

「う、うんっ。もちろんっ」

「連絡して、状況を聞いてみてもらえませんか？」

　直継が言葉をかけるより早く、ミノリの言葉に頷いたふたりは、フレンド・リストを開いたようだった。直継はその様子に頭をがりがりとかいて迂う闊かつさを自嘲する。〈三日月同盟〉出身のセララや五十鈴であれば、連絡がつけやすいということも失念していたのだ。

　考えてみれば、当たり前のことではないか。

　こうなっては隠す意味などない。

　どうせキャンプに戻るのならば全員に話さなければならないのだ。直継とレザリックたちは、上位パーティーの残り６人も集めて、簡単に事情を説明した。

　もとから今日の昼過ぎには、ここを引き払って、廃校舎までいったん戻る予定だったのだ。周囲を〈緑小鬼ゴブリン〉の軍団に包囲された状況で、ダンジョン攻略もないだろう。現在の問題点は、移動におけるコースの選定と、周辺に散らばった他の訓練部隊の状況だった。

　セララと五十鈴のふたりが会話している声が聞こえる。

　ふたりが集めた情報によると、現在海岸線沿いでは激しい退却戦が行なわれているらしかった。海から青い〈緑小鬼ゴブリン〉が上陸してきて、高レベル引率者を殿しんがりとした移動陣形で、廃校舎に向かっているらしいのだ。

「青ゴブ？　……っち。〈水棲緑鬼サフアギン〉かよ。いったいどうなってんだっ」

　直継は毒づく。〈水棲緑鬼サフアギン〉などというマイナーなモンスターを、ザントリーフ半島で見かけたなんて話は、聞いたことがない。あれはもっと南の暖かい地方に現れるモンスターだ。

「偶然、……ですかね？」

　レザリックの疑問は、当然〈緑小鬼ゴブリン〉と〈水棲緑鬼サフアギン〉の関連性についてだ。その答えをもっているメンバーはいないため、その質問に返ってきたのは無言のみだった。だが、このような呼応するタイミングで現れたふたつの軍勢を「偶然」で片付けるのは都合がよすぎるだろう。




　現在、廃校舎へ向かうことが必ずしもベストの選択だとは思わない。最悪の場合、〈緑小鬼ゴブリン〉と〈水棲緑鬼サフアギン〉に包囲されてしまうという可能性もあり得る。

（しかしまぁ、いざとなれば全員で〈帰還呪文〉を使やいいだけの話ではあるんだよな）

　直継はそう納得する。

〈帰還呪文〉を唱えれば簡単にアキバの街に戻ることができるが、一度戻ったらザントリーフへくるのには、また数日の旅が必要となる。だから、できるならばそれは最後まで取っておきたい手段だ。

　ミノリたち新人を連れて廃校舎へと迂闊に移動するのも、危険だとは思う。

　しかし、マリエールたちが廃校舎に戻るというのならば、兎とにも角かくにもいったん合流してしまい、点呼などを行なって、合宿に参加したメンバーの安否確認をするのが一番重要だと、直継は判断した。

　その方針に、にゃん太とレザリックも同意する。

　決まればあとは早かった。

〈緑小鬼ゴブリン〉の軍勢がいつやってくるかわからない以上、このようなところに長居は無用だ。

　にゃん太の話によれば、周辺森林部には、かなり広い範囲で偵察を行なっている〈緑小鬼ゴブリン〉族の少人数部隊が散らばっているはずだ。そうである以上、多少戦闘になるだろうが、突破してしまった方がかえって安全だろう。

「よっし、これから廃校舎キャンプへと帰還する。先頭は俺とにゃん太とレザリックの３人パーティーだ。３人ぼっちだけど、お前らひよっこにはまだまだ負けないから安心しておけよ？　わかったな。おう！　で、殿は上位パーティーだ。しっかり務めろ。後方警戒を怠らず、だが俺たちと距離を開けすぎるな。隊列中心には下位パーティーだ。前方で俺たちが戦闘になった場合、フォローする役目を任せる。中央部だからって気を抜くなよ!!」

　直継の指示の下、一行は馬に騎乗した。

　ザントリーフ中央丘陵地帯をこのまま突っ切るつもりなのである。

　──こりゃあ、ちょっとした戦争だろうよ。

　直継は不安と共にその認識を確かめた。ザントリーフは〈緑小鬼ゴブリン〉と〈水棲緑鬼サフアギン〉に包囲されている。

　もしそうであるのならば、頼もしい友人は、その動きに対応した手を打つだろう。自分は自分で、己の役割を果たす。

　直継は騎馬の首筋に手をやって、森のなかの道を辿りはじめた。




　　▼２




　時はわずかにさかのぼる。

　直継から連絡を受けたシロエはザントリーフ半島を覆いはじめた不穏な気配を知ることになるが、しかし、それに先んじて〈緑小鬼ゴブリン〉族襲撃のニュースを手に入れたのは、〈大地人〉による領主会議であった。




〈冒険者〉は念話能力を用いて遠隔地の仲間とタイムラグなしの通信を行なうことができるが、〈大地人〉には〈大地人〉にしか用いることのできない遠隔通信手段があった。

　水晶球による遠隔会話魔法である。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、〈大地人〉はノンプレイヤーキャラクターであった。ゲームの背景である彼らは、背景であるがゆえに〈冒険者〉のようなゲームシステムに裏打ちされた戦闘能力や便利な機能をもたない。

　しかしその一方で〈エルダー・テイル〉は物語でもあり、その側面を演出するために、〈大地人〉はさまざまな魔術を使うという設定が存在した。

　例えば、それは魔法のアイテムの作成秘術であったり、主人公たるプレイヤーたちから逃げ出すための転移魔術であったりだ。

　これらはあくまで設定であり、明確な能力ではなかったが、〈大災害〉以降この異世界においては、れっきとした魔術の一体系として、利用されているのだった。




　そうした魔術の一種が、水晶球による遠隔連絡魔法である。

　このような通信技術は、時と場合によっては騎士団などよりもよほど強力な武器となる。自由都市同盟の領主たちはそれを理解し、それぞれの領地に専属魔術師を置くのを常としていた。

〈緑小鬼ゴブリン〉略奪部族プランダートライブは山中のみを移動し、領主たちが住むような城塞都市の攻略を行なわなかった。犠牲となったのは、山間の本当にごく小規模な集落や、不運な旅人のみである。

〈緑小鬼ゴブリン〉の略奪軍の存在にいち早く気がついたのは、ツクバを領土とするキリヴァ侯だったが、〈緑小鬼ゴブリン〉のこの山中行軍により発見は遅れ、連絡がとどいたのは、〈緑小鬼ゴブリン〉先行部隊がザントリーフにたどり着いた頃であった。

　その情報がもたらされたのは、昨晩。

　ツクバの街で留守を預かっていた魔術師は、危急の事態と判断して、すぐさま領主キリヴァ侯へと連絡。キリヴァ侯は一瞬迷ったあと、臨時の領主会議招集をセルジアッド公爵に打診。キリヴァ侯個人の侯爵としてのプライドなど、今回の事件の前には小さいことだと、すべての領主たちに助けを求めたのである。

　こうして開始された〈大地人〉による会議だったが、当然のように紛ふん糾きゆうした。恐ろしいほどの数の〈緑小鬼ゴブリン〉軍。それは彼らの支配を揺るがす大事件であった

〈大地人〉たちは頭を抱え、会議は夜を徹して行なわれた。

　クラスティたち〈冒険者〉の面々がこの領主会議に呼ばれなかったのはなぜか？　──それには複数の理由があった。

　第一に、クラスティたち〈円卓会議〉は、現在まだ正式に〈自由都市同盟イースタル〉領主会議のメンバーとはなっていないのだ。

　もちろんこの開催期間中のどこかで叙勲式を行ない、正式なメンバーとして認める方針はかたまっている。しかし、事前交渉をたっぷりと行ないたいという各領主の思惑おもわくによって、セレモニーたる授与式は日程後半に予定されている。授与式が行なわれていない以上、現時点においては正規のメンバーでないのだ。

　第二に、領主会議の中には、まだ〈円卓会議〉に対する不安感がぬぐえないという感情的なしこりが存在した。一部には「〈緑小鬼ゴブリン〉の侵攻自体、〈冒険者〉の陰謀ではないのか？」等という荒唐無稽な指摘さえあった。

　このような発言の背景には、オウウ山中の〈緑小鬼ゴブリン〉族は、長い間、山を住まいとする住民の頭痛の種ではあったが、ここ80年ほどの間、山中から外側へは侵攻したことなど一度もなかったという事実がある。山岳地帯の危険要因として、地元民は不便を感じてはいたが、麓で暮らす分には大きな問題とはなっていなかったのだ。

　このように、〈緑小鬼ゴブリン〉たちがオウウ山中に、いわば封じ込められていたのは、冒険者たちが定期的に彼らを襲撃し、戦力を削いでいたことによる。

　オウウ山脈周辺の領主たちは、〈冒険者〉による〈緑小鬼ゴブリン〉族の戦力剝奪について、その必要性を理解していたために、毎年少なくない額の報奨金を支払ってきていた。

〈エルダー・テイル〉がゲームだった頃、街の酒場などを通して、『〈緑小鬼ゴブリン〉を退治する』『〈緑小鬼ゴブリン〉の集落を襲撃する』『〈緑小鬼ゴブリン〉族から物資を取り返す』などといったクエスト依頼がなされ、その報酬を目当てに〈冒険者〉たちは、山中へと足を向けていたのだった。




　しかし、今年に限ってそれは違った。〈冒険者〉は、オウウ山中の〈緑小鬼ゴブリン〉族に関わるクエストを、一切放置したのである。そこで都市同盟、その中でも特にオウウ山脈を囲む領地をもつ領主たちは、今回の侵攻自体、〈冒険者〉の謀略ではないかという陰謀論を唱えだしたのだった。

　もちろん、事実は違う。

〈大地人〉たちが〈五月事件〉と呼び、冒険者たちが〈大災害〉と呼ぶ事件以降、世界は否応いやおうのない変化をとげた。〈冒険者〉たちもその変化に対応するために余裕のない日々を送っていたのだ。その過程で、さまざまなクエストが、ゲームだった頃に比べて放置されるのは、仕方のないことである。

〈冒険者〉たちが悪意からではなく、なんらかのトラブル対応を優先させたがために、〈緑小鬼ゴブリン〉を放置したのだろうという説は、〈大地人〉たちのあいだでも広く共有された考えであった。だがしかし、己の領地を大群で襲われた領主たちにとっては、感情的に納得できない説であったのも確かなことだ。




　そして──。

「では、やはりまことに」

「うむ。〈イズモ騎士団〉は──いないのだ」

「存在しない？　壊滅したということですかっ!?」

「壊滅したかどうかすらもわからないのだ。死体、あるいは戦闘の痕跡などは一切発見されていない。ただ、彼らは消えてしまった。神隠しとでもいえば、もっとも近いやもしれん」

　彼らが再確認した事実。

　追加報告を待ちわびていた情報は、〈イズモ騎士団〉の件であった。

〈イズモ騎士団〉は〈全界十三騎士団〉のひとつ。善の人類種族が作り出した最強兵力にして、世界の守護者である。現在では失われた太古の魔術によって生み出され、その後も〈大地人〉の血脈に潜み、奇跡のように生まれ来る不思議な超人類〈古来種〉。

〈全界十三騎士団〉は、その〈古来種〉のみによって構成される、英雄の集団である。

　彼らは人類の守護者ゆえに、領主間や〈大地人〉同士の抗争には関与しない。また亜人間が集落を襲った程度の事件では現れないが、大規模災害や亜人間の集団的な侵略の際には出撃し、必ずといってよいほど人間界を守ってきてくれた勇者たちであった。

　その〈イズモ騎士団〉が消失した。

　この事実は、〈五月事件〉から１ヶ月後には判明していたが、〈自由都市同盟イースタル〉では、ことの重大さから情報規制を敷いてきたのだ。騎士団消失は、当初〈古王朝ウェストランデ〉の陰謀かとも疑われたが、〈古王朝ウェストランデ〉もこの件については困惑しているらしいことが、密偵から伝わるわずかな情報で判明している。

　領主たちが具体的に知る〈全界十三騎士団〉は〈イズモ騎士団〉だけである。他の12の騎士団は、異国の地にて世界守護の任務に就いているはずだが少なくともヤマトに現れたことはない。

　その〈イズモ騎士団〉が、消えてしまった。

　彼らが居城として使っていたいくつかの城じよう塞さいはすべてもぬけの殻となってしまっている。偵察兵の報告によれば、そこには戦闘の痕跡などなく、かといって急な遠征の準備を感じさせる気配さえもなかったという。

　ただ、よく晴れた日に散歩にいって、戻らなかった。

　そのような印象を受けるほど、何気ない日常の気配が凍てついたように残っていたらしい。




「だが、と、なりますと……」

「ううむぅ」

　数人の領主が頭をかきむしる。

　亜人間〈緑小鬼ゴブリン〉。その大部族、総数約１万数千。もちろんこの数は、撃退できぬ数ではない。相手が平原に陣を敷き、〈自由都市同盟〉の全軍をもって会戦に挑めれば、である。

　しかし〈緑小鬼ゴブリン〉どもは現在山脈地帯を南下中であり、どこへ襲いかかるかわからない。ヒタチの街、フォーブリッジの街、あるいはとって返してウルミヤの城下町に襲いかかるかもしれない。

　これらの街は〈自由都市同盟イースタル〉の他の多くの街と同様、高い城壁をもって、領主の館と市街地すべてをそっくり防衛する城塞都市である。兵や市民の数にもよるが、防衛に徹すれば多くの敵から自らを守ることができるだろう。しかしだからといって、１万を超える〈緑小鬼ゴブリン〉から、単独で市街を守りきれるかと問われれば、答えに窮する。第一、補給の問題もあるし、なにより心が折れてしまうだろう。

　彼らは、〈イズモ騎士団〉を当てにしていたのだ。




　現在もっとも苦境に立たされているのは、ツクバの街である。

　目撃された〈緑小鬼ゴブリン〉略奪部族プランダートライブは、ツクバの街から直線距離にしてほんの数十キロの地点の山中に存在すると考えられているのだ。

　その他に、〈緑小鬼ゴブリン〉の目標地点になりそうな人間たちの街は、先ほど述べたヒタチの街、フォーブリッジの街、ウルミヤの城下町、そして領主の存在しない非武装の、漁業を営むチョウシの町。




　あるいは──。

「あるいは、マイハマか」

　セルジアッド公が骨張った力強い手を顎に添えながら呟く。

　マイハマはこの〈エターナルアイスの古宮廷〉からザントリーフ方面へと向かって、廃都イースタルの反対側に当たる。〈緑小鬼ゴブリン〉の目撃された地点からは、最悪の場合、二日三日で襲いかかることができる位置にある。

　結論からいえば、〈緑小鬼ゴブリン〉たちの軍勢は、〈自由都市同盟イースタル〉の喉元深く、えぐり込むように侵攻している。いや、〈自由都市同盟〉からいえば、そこまでの侵攻を許してしまったともいえるだろう。

　もはやその棘とげは出血なくして除去することは不可能な位置にある。毒は、同盟の心臓付近を腐らせようとしているのだ。

　会議には押し殺したような沈黙が流れる。

　あまりにも苦い沈黙であった。

　夜半にはじまった会議は、重い言葉を交わしながら、夜中をすぎても続いた。理性的に考えれば、もはや会議をしているような場合ではない。敵は、多くの都市から数日の場所に存在するのだ。

　こうなってしまっては、〈自由都市同盟イースタル〉すべての領主は一致協力して、その兵力を供出、〈緑小鬼ゴブリン〉軍を包囲殲滅せんめつするしかない。

　しかしそのためにはおびただしい犠牲が必要となるだろう。見通しの悪い山間部や森林部では、騎乗部隊はほとんど役に立たない。突撃を主な戦闘方法とする、重装騎兵は無力となる。

　また大人数での戦闘も困難だ。領主たちの連合部隊は、さんざんに分割され、〈緑小鬼ゴブリン〉族との戦闘で多くの兵力が失われるだろう。潜み隠れるに適した山間部では、そこまでやっても〈緑小鬼ゴブリン〉族の逃亡を許し、殲滅できる保証はない。

　では、すべての領主がそれぞれの領地に戻り籠ろう城じようすればよいかといえば、それは否だ。もちろん都市の多くは数ヶ月の籠城は可能だろう。

　しかし、〈緑小鬼ゴブリン〉たちは城塞都市を攻めるような包囲を続けながら近郊集落や村落を襲撃し、田畑を焼き払って援軍が到着する前に山間部へと隠れることが可能なのだ。彼らの目的は食料や財産であり、都市部の占拠ではない。その意味では軍というよりも武装した難民の群れにたとえることもできるのであった。

　山がちなヤマト列島東北部の問題点が露呈した形だ。こうした地形では、軍という大人数組織が有機的に連携することは、ひどく困難なのである。

　ずきずきと重く痛むこめかみをさすりながらセルジアッドは思考を巡らせる。

（領主会議においての結論は、全領主の同意の下、包囲作戦となるか……。多くの兵力を失う覚悟の上で、刺し違える戦略をとるしかない。……しかしその場合、どの領主が最初の一いつ矢しとなるかが問題よな……）

　最初の一矢、といってしまえば聞こえはよいが、それは限りなく捨て石に近い役割である。

　──まずはどこかの城塞都市が包囲される。この城塞都市は防御を固め、〈緑小鬼ゴブリン〉に抵抗する。〈緑小鬼ゴブリン〉たちはこの城塞を落とすために疲弊するだろう。その〈緑小鬼ゴブリン〉軍を、領主連合の大軍で包囲し、殲滅する。

　軍事的に見ればこの戦略は正しい。

〈緑小鬼ゴブリン〉の軍を殲滅できる、ほとんど唯一の実現可能な策だろう。しかし、この作戦には生いけ贄にえとなる城塞都市が必要だ。

　この生け贄の候補はといえば、まずツクバの街、そしてセルジアッドが治めるマイハマの都、ということになるだろう。

　そのことは領主たちも全員わかっているのだ。

　だが、それを口に出すことははばかられる。

　包囲されると簡単にいうが、それは近隣の村落や、今まで必死に開墾してきた畑や果樹園のすべてが灰燼かいじんに帰することを受け入れよ、というようなものだ。住民の多くの命が失われる可能性も低くはない。生け贄になれ、とは気楽に言えるような言葉ではないのだ。

「……わ、我々はっ、〈自由都市同盟〉憲章に従って、領主会議の助力を求めるっ」

　ツクバ侯キリヴァは悲鳴のような声を上げる。

　しかしその声に対しても、多くの領主たちは押し黙ったまま視線をそらすばかりだった。

「そ、そうだっ。アキバだっ！　アキバの街があったであろうっ。彼らの兵力をもって〈緑小鬼ゴブリン〉を殲滅せしめよっ。そうすべきだ！　彼らがそもそもの原因ではないかっ！」

　その静寂に押しつぶされないように、半ば自や棄けになったようなキリヴァ侯が叫ぶ。今度の言葉には、幾人かの領主が興味を示したようであった。




（ふむ……）

　セルジアッドも厳しい表情のままではあるが、瞑目めいもくして考える。

　そのとおりである。

　先ほどまでの考えは、あくまで既存の〈自由都市同盟〉としての枠内の考えだった。しかし現在は、今までにない要素としてアキバの街──〈冒険者〉たちの存在がある。彼らならば、なんらかの有効な対策が取れるやもしれない。

（だが、しかし──）

　彼らの存在は、〈自由都市同盟イースタル〉にとっては強力な武器であると同時に、諸もろ刃はの剣つるぎでもある。彼ら自身が制御可能な武力であるとは誰にも保証ができないのだ。

　そのような存在に対して助力を求めてもよいものか？　助力を求めるとなれば、すべてを話さざるをえないだろう。抑止力である〈イズモ騎士団〉の不在も含めて、である。

〈冒険者〉は強力だ。

　彼らがその気になり、〈自由都市同盟イースタル〉と開戦を決意すれば、今回の〈緑小鬼ゴブリン〉蜂起などとは比べものにならないほどの災禍が巻き起こる。その〈冒険者〉を掣せい肘ちゆうできるはずの〈イズモ騎士団〉が消え失せたという事実を〈冒険者〉に明かすには、あまりにも状況が不透明なのだ。




　セルジアッド個人としては、今回代表として訪れた３人の若者を信じても悪くはないと思っている。

　ミチタカは大商人たる風格をまとった人物だ。大義と己の商道のためには目先の損を飲み込める器をもった人物だと見ている。

　シロエと名乗る青年は、学者然としているがその本質はよく鍛えられた剣のような男だ。ひとたび剣が抜かれたならば、どのような難事であろうと両断せずにはいないだろう。

　そしてクラスティ。〈円卓会議〉をまとめるあの青年は、騎士ではない。騎士などという言葉で表現するには、あまりにも多くの才を天より授かった青年だ。だがその一方、クラスティという青年の光と闇の深さには、齢よわい60を越えるセルジアッドであっても見通せない帳とばりを感じる。

　もちろん、そんなセルジアッド個人の好感と、マイハマの都を治める東部最大の貴族、〈自由都市同盟イースタル〉筆頭領主、セルジアッド＝コーウェンとしての判断は厳しく分けなければならない。また、彼ら３人の代表の人間的誠実さと、アキバの街の政治的判断を混同するわけにもゆかぬだろう。

（ましてや、この事態は〈古王朝ウェストランデ〉も監視しているに違いないのだ……）

声こわ高だかに〈冒険者〉の戦場投入を主張するキリヴァ侯をはじめとする数人の領主。〈イズモ騎士団〉の件をあげて、機密を理由にそれはまずいと反論する少数の領主。

　だが、一番多いのは、〈冒険者〉の戦場投入については、それはそうなってくれればありがたいが、では、実際、彼ら〈冒険者〉をどうやって戦場に引き出すのか？　そのような褒美や強制力などないではないか、と現実手段的側面から疑念を表明する領主たちであった。

　会議は蜂の巣をつついたかのように紛糾した。

　そしてそれは、シロエたちが、夏季合宿へと向かったにゃん太から報告を受ける翌日まで、静まることはなかったのである。




　　▼３




　領主会議の翌朝。

　ザントリーフからの念話はシロエたちに急を知らせた。

　にゃん太からの報告が最初だったのかどうかは、はっきりとしない。ほぼ時を同じくして、ミチタカやクラスティにも、夏季合宿に同行しているギルドメンバーから連絡が入ったのだ。

　ザントリーフ半島が、大規模な亜人間族の襲撃を受けている。

　その情報に、シロエたちは緊急対策会議を行なうために居室へと戻っている。部屋の中には、シロエ、ミチタカ、クラスティ他数人のメンバーがいるばかり。他の随行員は、会議室の警護にあたったり、情報収集のため外出している。




　また、時を同じくしてアキバの街のギルド会館最上階、円卓の間においても緊急〈円卓会議〉が招集されているはずだ。多少不便ではあるが、念話による中継を通して、こうした遠隔状況にあっても〈円卓会議〉はなんとか開催できるという形になっていた。

「まずは状況だな」

　ミチタカの要請で、シロエはメモにまとめた現在わかっている情報を読み上げる。

「ザントリーフ半島において本日午前中から、多種の亜人間による襲撃が確認されました。ザントリーフ半島にはアキバの街から新人プレイヤーを含む67名が、夏季訓練合宿のために滞在しています。侵攻勢力は、海上に〈水棲緑鬼サフアギン〉。総数は不明ですが、最低で数百匹。中央部丘陵森林地帯に〈緑小鬼ゴブリン〉を中心とした大規模な略奪部族プランダートライブ。こちらは最低兵力１万」

　ひとくちに１万というが、それは途方もない数であった。一般のプレイヤーにとってさえ、目眩がするほどの数だろう。

〈エルダー・テイル〉における集団戦闘の基本単位は、パーティーだ。これは〈冒険者〉同士が力を合わせて有機的に連携する際の戦術単位で６名を上限とする。普通に冒険に出掛けたり、ダンジョンに挑む時、〈エルダー・テイル〉の〈冒険者〉はこのパーティーを組むことで対応する。

　しかし、時に６人小隊パーテイーでは対処できないようなイベントやクエストが発生することもある。そういった場合に備えて、〈エルダー・テイル〉には大規レ模イ戦闘ドというシステムがあるのだ。

　大規模戦闘には何段階かあるが、その中でも代表的なものが、６人小隊、つまりパーティーを４つ束ねた24人規模の中隊規模戦闘フルレイドである。〈エルダー・テイル〉における英雄的な戦闘のほとんどすべてがこの形態で行なわれた。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉が「死霊が原」においてグリフォンを獲得したのも、24人規模戦闘の結果である。

　そして、24人規模戦闘をさらに越える単位として、この24人の中隊を４つ束ねた大隊規模戦闘レギオンレイドが存在する。こちらは、〈エルダー・テイル〉の歴史の中でもわずかな、超大規模ライブイベントや、難関中の難関、もしくは国家の危機などに対応するための集団単位だ。

　総勢96名にも達する連携行動は難しく、戦闘そのものの様子を把握することさえ一般のプレイヤーには不可能だ。指揮をするにはよほどの胆力と戦術センスが必要となる。




〈緑小鬼ゴブリン〉のレベルは、けっして高くはない。

　90レベルのプレイヤーにとっては、ひとりで数十匹を相手にすることさえ可能な程度の雑モ魚ブモンスターである。しかし、だからといって、レギオンレイド96名の、１００倍もの総数集団というのは聞いたことさえなかった。

「しかもこれは、少なくみつもっても、という数です。実際にはこれ以上の数だと、僕の方では考えています」

「どういうことかな？」

　シロエの言葉に、クラスティは反応する。

「今回の侵攻の原因についてです」

『原因？　なにか心当たりがあるんですか？』

　念話を介したやりとりを、臨席の随行員のひとりが行なう。〈西風の旅団〉のソウジロウの発言だろう。その問いかけに対して、シロエは「これは、確認された事実ではなく、僕の予想ですが」と前置きして語りはじめる。

「今回の侵攻の背景にあるのは『ゴブリン王の帰還』だと思われます」

　シロエの言葉に、３人のギルドマスターが話す部屋はもとより、アキバの街の〈円卓会議〉も、ザントリーフ中央から念話で会議に参加しているマリエールも声を失う。




『ゴブリン王の帰還』は〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、定期的に発生するゲームイベントであった。

　オウウ地方の深い闇の森〈ブラック・フォレスト〉の最深部に存在する、〈緑小鬼ゴブリン〉族の城〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉。

　この城では、２年に一度〈緑小鬼ゴブリン〉の王が戴冠たいがんするのだ。戴冠するのは、周辺〈緑小鬼ゴブリン〉６部族のうちもっと強力な族長である。

　ゲーム的な解説でいってしまうと、地球時間にして２ヶ月に一度起きるイベントである。〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉ゾーンへの入り口は、２ヶ月のうち１週間だけ開放され、その期間中、この城へと忍び込み〈緑小鬼ゴブリン〉の王を討伐すると強力なアイテムを手に入れることができるというイベントであった。

　このイベントは非常に人気があったのだが、その理由はふたつある。まず、このゴブリン王の落とすアイテムがかなり強力であるということ。超高レベルの大手ギルドプレイヤーにとっては喉から手が出るほど欲しいマジック・アイテムというわけではないが、一般プレイヤーが入手可能な中では憧れといってもよい性能のアイテムが出現する。

　また、より重要な点としてゴブリン王の強さや、城の警備が可変であるということも見過ごせなかった。

　ゴブリン王は、ゲーム設定的に、周辺部族の中でも強力な〈緑小鬼ゴブリン〉がその地位に就くとなっている。つまり、オウウ地方に散在する〈緑小鬼ゴブリン〉の拠点を襲撃して事前にその勢力をそいでおくことにより、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉ゾーンの〈緑小鬼ゴブリン〉勢力は大きく低下するのである。また、ゴブリン王のレベルや強さも弱体化する。

　この特徴により、『ゴブリン王の帰還』は、大手の戦闘専門ギルドではなくても挑戦できる、歯ごたえのあるクエストとして人気を集めていたのだ。




「──そうです。みなさんご存じの『ゴブリン王の帰還』です。あのイベントは、現実にはほとんど起きなかったために忘れ去られている要素があります」

　ゴブリン王の討伐は、大規レ模イ戦闘ドが必要となるが、事前に〈緑小鬼ゴブリン〉の勢力をそいでおけば、その難易度は、中堅ギルド向けといえるほどで、けっして高くはない。そのため、１週間の討伐期間にゴブリン王の討伐が成されなかったという事例は、シロエでさえ知らない。

　しかし、シロエの記憶が確かであれば、イベント案内には追加の言及があったはずだ。

「そうか……。１週間の征伐期間の間、ゴブリン王が生き延びた場合、周辺地域の〈緑小鬼ゴブリン〉部族をまとめ上げ、数十倍にふくれあがった軍勢となる、という解説だな？」

　ミチタカの指摘に、シロエは頷く。

　そのとおりだった。

　戴冠に成功したゴブリン王は、〈緑小鬼ゴブリン〉族の英雄となって勢力を飛躍的に増大させるはずなのだ。

　シロエたち〈冒険者〉は、〈大災害〉以降この異世界で生きるための環境作りに必死になっていた。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代には人気イベントであった『ゴブリン王の帰還』について、なにも考えないで過ごしてしまったほどに、だ。




『〈緑小鬼ゴブリン〉たちの戦力も、完全に温存されているのかな』

　念話からの伝言を随行員のひとりが伝える。シロエは少し考えて、頷く。

「ええ、今回は周辺６部族に対する攻撃も、ゴブリン王の居城〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉への波状攻撃もまったく行なわれていません。ゴブリン王の近この衛え部隊や、戦闘部隊のレベルは、今までで最高だと考えた方がよいと思います。もちろん、ゴブリン王も手て強ごわいでしょう。……それ以上に、統合したという〈緑小鬼ゴブリン〉部族の規模がどれほどになっているか、それが不安です」




　会議室に、押し殺したような静寂が流れる。

　みんながみな、黙りたかった訳ではなく、言葉の先を失ってしまったような静けさだった。

　とはいえそれがパニックにならなかったのは、一定の安心感が確保されていたからだろう。夏季合宿に向かった一行は、廃校舎に現在避難中だという報告が上がってきているし、〈三日月同盟〉のマリエールは、その廃校舎から現在のこの念話会議に参加中だ。

　念話機能は１対１でしか使用できないため、会議室ではマリエールと通信状態のヘンリエッタがその代理役を果たしている。

　また、その一行が立てこもる廃校舎が、万が一強力なモンスターに包囲されたとしても、彼らは帰還呪文でアキバの街に待避すれば、被害を受けることはない。

　ザントリーフ半島付け根の辺りを大規模な〈緑小鬼ゴブリン〉の軍勢が進行中ということは、周辺の村や集落を平らげつつ西進もしくは南進中ということだろうが、アキバの街への距離はまだある。そして、もし侵略してくるのならば迎え撃つだけの兵力を、アキバの街は保持しているのだ。

　ゴブリン王が今までになく強大だとしても、そのレベルの予想はつく。アキバの街には、ゴブリン王討伐に必要なフルレイド──24人の〈冒険者〉の、５００倍以上の数の〈冒険者〉が揃っているのだ。




（だけど、今回のこれは……）

　アキバの街はよい。しかし、アキバの〈円卓会議〉ほどに〈自由都市同盟イースタル〉は安閑と構えていることはできないだろう。１万という軍勢の数がそのままだとしたところで、その兵力は弱小の城塞都市攻略には十分な人数であるように、シロエには思える。

　残念ながら軍事的な知識の乏しいシロエにははっきりとはいえないが、自由都市同盟の領主の中には青ざめているものも多いのではないだろうか？

「〈イズモ騎士団〉はどうでしょう？」

　ヘンリエッタのためらいがちな声が、一同にかけられる。

　その言葉に「おお」、「そういえば……」という同意にも似た呟きがあふれ出す。

〈イズモ騎士団〉。

　それは日本サーバーに存在する〈古来種〉による騎士団だ。

〈古来種〉とは〈大地人〉から生まれた英雄的な存在。〈冒険者〉をも超える戦闘能力をもつ、善の人類種族の切り札だった。〈冒険者〉がこの世界に現れて以来、その圧倒的な数により、亜人間討伐やクエストの実行などはほとんど独占しているが、世界の命運を決める戦いには、常に〈古来種〉による騎士団が介入している。

　世界に存在する12のサーバーに置かれた13の騎士団のひとつ〈イズモ騎士団〉は、日本サーバー、いや、ヤマト列島における守護神の立場にあるといってもよいだろう。

〈エルダー・テイル〉がゲームだった頃、シロエはこの騎士団の話を頻繁に耳にした。シロエだけではなく、プレイヤーが高レベルになるほどこの神話的騎士団の伝承を耳にすることは多くなるのだ。クエストによっては共闘したり、その足跡を追いかけることも多くある。

　彼らはこの世界における善の人類種族全体の守護者であるために、例えば領主間の政治的な闘争には関与しないが、亜人間の侵攻などという事態になれば重い腰を上げるだろう。




　会議室には「自分たちが手を下すほどもない」という空気が流れるが、シロエは懐疑的だった。例えば〈イズモ騎士団〉が現在でも機能しているかどうかの確認が取れていない。

　相変わらずの心配性なのではないかと自己嫌悪に陥ってしまうのだが、そもそも〈緑小鬼ゴブリン〉部族の南下そのものだって気にかかる。〈エルダー・テイル〉公式サイトの解説によれば、「放置されたゴブリン王は付近の勢力を統合して、一大王国を築く」という記述しかなかったはずだ。

（……本当に、いいのか）

　しかし、シロエの中にもはっきりとした答えがある訳ではない。それに〈魂魄理論スピリツトセオリー〉の問題がある現在、大規模な戦闘を行なうことにためらいがあるのも事実だった。




　　▼４




「姫、姫。……レイネシア姫？」

　侍女が呼びかける声に、レイネシアはそちらを振り向く。

「なにかしら……？」

　小首をかしげて訊ねるレイネシア。その様子は宮廷の騎士たちならばそれだけで胸を打たれて一生の忠誠を誓ってしまいそうなほど愛くるしかったが、そこは長年そば近く仕えてきた侍女である。

「なにか考え事でもなさっておいででした？　お昼はまだ先ですよ」

　さりげなくひどい返答をする。

　もっともこれでも、まだ指摘としては暖かみがある方だ。「考え事」というのは、レイネシアの行動の中では珍しい。「考え事」よりも「くよくよする」方がずっと多いし、一番多いのは「呆けている」だ。

「え？　……そう、見えた？　エリッサ」

　慣れたものなのか、レイネシアの方もその辺には反論することなく、訊ね返す。

　エリッサと呼ばれた侍女は、化粧台の前に座ったレイネシアの背後にまわると、その見事な銀色の髪をくしけずりはじめる。

「ええ、そう見えました。姫にしては珍しく、ですけれど」

　その言葉にレイネシアは、本当に珍しく、また考えに沈む。

　見分けるコツは、視線だ。視線をちょっと伏せ気味にして、喜怒哀楽の表情が消えているのが「考えているとき」である。




　視線を左下方に流しつつ、苦悩に耐えて、それでも微笑もうとしているような表情は「くよくよしている」だ。エリッサから見ると大抵はなんでそんなことで？　というような内容で滅入っているときはこの表情をする。

　これが学士や文官などには大絶賛される「愁いに満ちた黄昏たそがれの巫み女こ姫ひめ」風の微笑の正体である。悩んでいる内容は「さすがに昨日の食事は食べ過ぎだったかしら……？」とか、「着古したパジャマを捨てられてしまったらどうしよう」などといった内容なのだが。

　騎士や武官などの体力派に大人気なのは「呆けている」表情で、これは少し小首をかしげ、夢見るようなうっとりした表情であるかなきかの微笑みを浮かべているというもの。ぼんやりの度合いが深くなると、瞳がうるんで一層魅力的になる。

　この場合「呆けている」というだけあって、聞いてみると本当になんにも考えていない。よくて「ああ、いい天気だな」とか「お部屋で昼寝したいなぁ」とか、その程度である。これだけ聞いてしまうとバカのようだが、エリッサの見るところ、仕えているレイネシアはバカなので事実誤認はない。

　少なくとも、普段の生活においては、であるが。




（まったく。美人っていうのは始末に負えないわー。ほんと）

　エリッサとしてはため息をつくほかない。

　エリッサだとて王女付きの侍女である以上、平均から見ればずいぶんな美女だといわれる。たまの休日に城下町に出れば、必ず見知らぬ男に声をかけられるほどだ。

　しかし、エリッサの自覚において、自分は「小綺麗な女」ではあるが「美しい、麗しい」というほどではない。本当の意味での美人というのは、レイネシアのような存在である。このレベルの美貌というのは、本人からすらも独立した能力であって、もはやレイネシア自身の人格や思惑とは別次元でその効果は作用するようなのだ。

（あたしゃーあんまりうらやましいとも思いませんが）

　エリッサは小さくため息をつきながら、豪華な銀色の滝のような髪をとかしてゆく。指の中を冷たく流れる髪の束は、その一房でさえ、同じ重さの黄金に匹敵する宝物だろう。

「……今日はきませんねぇ」

　ちょっとからかいたい気分になって、エリッサは言葉を滑り込ませる。

「え？」

「クラスティ様ですよ」

「──なぜ？」

「いいえ。最近、昼食はよくおふたりでとっていらっしゃいましたからね。時間的には、そろそろお誘いなり、訪問のおうかがいなりきてもよいのではないかなぁ、と」

「そ、そうかしら……」

　レイネシアは多少慌てたように言葉を返す。わずかに狼狽しているレイネシアは、騎士が憧れていた「麗しい姫君」ではない。

　もちろん素晴らしい美貌の姫君ではあるが、麗しいというよりは、ひどく初う心ぶで不器用な……、悪くいってしまえばダメそうな少女に見える。そんな主人を、エリッサは気に入っていた。

「ええ、そうですよ。殿方などというものはいつになっても気が利かないことこの上ないですね。こちらは旅行中のワードローブで、すっかり苦労しているというのに、支度の都合さえ考えてはくださらないのですから。まったくもってやれやれです。……昨日の昼餐会は真珠色のドレスに藤色のストール、アメジストのネックレスでしたわよね。一昨日は淡い薔薇紫のサテンのもの……ええ、二段切り返しのものです」

「ええ」

　レイネシアは鏡の中できょとんとした表情でエリッサを見つめ返す。エリッサが何をいっているのか、よくわかってないらしい。

「よろしいですか？　姫様。ここはマイハマの灰姫城キヤツスル・シンデレラではありません。したがって姫様のワードローブにも限界があるわけです。これだけ特定の殿方と連続でお昼を召し上がりますと、組み合わせでドレスの種類を多く見せるのも限度があるってことですよ。昼餐会である以上、晩餐会のようなカクテルドレスを着るわけにもいきませんし、昼日中から肌をさらすにも節度というものがございますからね。もちろん中庭で食事をとるのならばそれなりの袖口の形、室内でしたら壁紙との色の組み合わせというものがございますし……」

　エリッサの言葉をしばらく咀そ嚼しやくしていたレイネシアは、おずおずと切り出す。

「別に、昨日と同じものでも」

「ダメです。２日続けて同じドレスで食事をするなんてどこの田舎娘ですか」

　エリッサはレイネシアの言葉をすかさず遮る。

「じゃぁ、シルクのドレスシャツに、キルトのハイランドスカートとか……」

「それは部屋着ですっ。ってか、姫様がごろごろするとき専用の格好じゃないですかっ」

　レイネシアはエリッサの剣幕に、叱られた仔犬のような表情で口をつぐむ。そんな様子さえ憂いを秘めて苦難に耐える風情に見えるのだから、美人というのは恐ろしいものだ。

（だけど、頭の中はダメ人間だわ。キルトのハイランドスカートなんて、そんなの殿方に見せる格好じゃありません。酒場女じゃあるまいしっ）

「別にクラあスのテかィた様は、そういうこと気にしないと思うのだけど……」

「いーえっ。殿方というものは、口先では気にしない、気にしないといいつつも、心の中では冷酷に採点を行なっているのです。そうに決まっています。ありのままの君が好きだよ、なんていいつつ寝ぼけた様子を見せればあっというまに離れてゆく。それが殿方なんです。必要とされているのは『ありのままっぽさ』であって『ありのまま』ではございませんっ！　いいですか、そもそも姫は──」

　しかし、熱の入り始めたエリッサのお説教はノックの音で遮られた。

　返事ももどかしい様子で、家令を引きつれて入ってきたのはレイネシアの父フェーネルである。




「ああ、レイネシア。どうか落ち着いてお聞き」

　狼狽をにじませるフェーネルは、手渡されたグラスの水を大きくあおると、言葉をしぼり出す。

「マイハマの都に〈緑小鬼ゴブリン〉の大群が迫っているのだ。その数は１万に迫るという。今このときも敵は増え続け、おそらく数日中には数万の大軍勢となろう。それはもちろん最悪の場合だが」

　エリッサは一瞬その言葉の意味をつかみかねる。




　１万というのは、１００の10倍である１０００のさらに10倍である。

　マイハマの都は〈自由都市同盟イースタル〉でも最大規模の居住区だ。その人口は、約３万。しかも、それは農民や商人すべてを含んだ数字だ。マイハマの都のもつ兵力は、都の警備を行なう護民武官１０００名、城詰めのマイハマ騎士団４００、その他警けい邏ら騎士団を合わせても、合計で２０００に届くか届かないかでしかない。

　そこまで考えた瞬間、エリッサは自分の身体の中からごうごうと音を立てて血が引いていくのを感じる。




　１万の敵軍勢!!

　敵が亜人間ともなれば、市民の義勇兵はほとんど歯もたたないだろう。籠城戦という言葉を聞いたこともあるが、戦については何もわからないエリッサのような女官にとって、１万対２０００でははなから勝算がないように聞こえる。

「もちろん、醜い悪鬼どもが我らが至宝、マイハマの都に襲いかかると決まったわけではない。ツクバの街や近隣いくつかの貴族の領地も危機圏に入っている。だが状況は予断を許さぬ。わたしは、これより急ぎマイハマへと戻るつもりだ」

「お父様っ。それではわたしも」

　レイネシアが腰を浮かしかける。

　その表情は真剣で、鋭い。

　レイネシアは確かに、人と付き合うのを苦手としているし、怠け者で、ぼんやりしていて、到底大貴族の令嬢とは思えない。

　だが、「大貴族の娘と思えない」だけであって、「大貴族の娘にふさわしくない」訳ではない。

　それは断じて違う。このいい加減でちゃらんぽらんな姫君は、今やヤマトにふたつしか残っていない公爵家のひとつ、コーウェンの血を引く娘なのだ。エリッサは、自分が世話をする姫君の尊い血脈とその潜在能力だけは疑ったことがなかった。

「いいや、それには及ばぬ。お前はこの宮廷に残るがよい」

「どうしてです。領地の危機に一族が戻るに当たって……」

「いや、義ち父ち上うえもこの宮廷にお残りになる」

　義父とは現コーウェン家当主、セルジアッド公爵である。レイネシアの父は、セルジアッドの娘にしてレイネシアの母、サラリヤの婿に当たる。

「このたびの亜人間の侵攻は得体が知れぬ。またその規模から見て、ことは我がマイハマの都ひとつに降りかかった奇禍ではあるまい。マイハマが襲われるだけならば、それはまだいい。……最悪の場合、〈緑小鬼ゴブリン〉どもは我らが大地、〈自由都市同盟イースタル〉の版はん図とを蹂じゆう躙りんするやも知れぬのだ。そのためにも、領主会議はその結束を万全にしなければならぬ。筆頭領主である義父上は、この古宮廷を離れるわけにはゆかぬのだ。お前は義父上を支えねばならぬ。……わかるな？」

　おそらくそのことだけを伝えにきたのだろう。

　フェーネルは娘の言葉を待とうともせずに、足早に部屋を出ていった。エリッサは深く頭を下げて見送ることしかできない。




　彼女にしてみれば、フェーネルは直接の雇用主である。世話をしているレイネシアや、その母であるサラリヤよりも遙かに接触は少なかったが、篤実そうな人物であるという印象をもっていた。

　マイハマの都といえば、その領主はセルジアッド公である。

　若くして領主の地位に就いたセルジアッドは英明の声望も高く、民にも深く慕われている。その娘サラリヤ、孫娘に当たるレイネシアも、都では非常に愛されている。

　この直系の血族に対して、娘婿という、いわば外と様ざまのフェーネルは、こういってはなんだが多少印象が薄いところがあるという指摘は避け得ないだろう。

　騎士団の将軍や他国の領主の血族ではなく、文官上がりの、しかも実務畑から上がってきた青年が王族に加わると決まったとき、マイハマの都の人々は、がっかりとまではいわないが、どこか肩すかしのような気分になったものだと、エリッサは父母から聞いていた。

　しかし、こうして領地へと急ぎ駆けつけるために一片の躊躇ためらいも見せないフェーネルの後ろ姿には、文官上がりという甘えは一切感じられなかった。そも、そこまで柔弱な人物であれば、セルジアッドの眼鏡に適うはずもない。エリッサは深く納得した。

「父様……」

「姫君？」

　呟くような声に、エリッサはレイネシアに意識を戻す。

　そこには考え込むレイネシアがいた。

　いいや、その表情は、ほんのさっきまでエリッサが「考え込むレイネシア」と評したそれとは、まったく様相を変えていた。

　見えないものを見つめるような瞳は静かな炎を孕はらんで燃え上がり、たおやかに立つその姿からは、愁いに満ちた、などという戯ざれ言ごとは冗談でも出てこないような気高い気迫がほとばしっている。

「姫……ぎみ……？」

　エリッサの問いかけも聞こえないように、レイネシアは唇をかみしめ続けていた。
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　ザントリーフ半島、海に近いなだらかな辺りに存在する廃校舎。その校庭には大勢の〈冒険者〉がひしめき合っていた。

　ざわざわと私語を交わしているが、その表情には緊張が満ちている。統制された軍隊ではないので、隊列や規律について口うるさくいうような上官はいなかったが、それぞれが自分に近しい人とかたまり、あるいは同レベル帯の者どうしが集まって、待機をしているように見えた。

〈冒険者〉たちは、誰が言い出したわけでもなく、全員が手荷物の点検や装備のチェックを終えていた。中央の天幕付近には大きな樽がいくつか置かれているが、そこには水袋や水筒をもってきた仲間たちに冷やした黒薔薇茶を配給しているスタッフもいる。

　おそらく自発的に行動しているのだろう。茶をもらった〈冒険者〉は仲間の元へと戻り、また低い声で話しはじめる。

　西の空には、昼間よりも大きく見える太陽が紅に染まり、沈みゆこうとしている。もう夕暮れだ。

　中央にたったひとつ残された大きな天幕には、先ほどからひっきりなしに何人かの〈冒険者〉が出入りしていた。

　先ほど大きな声で発表された方針によれば、少なくともこの夏季訓練合宿に参加した全員の安否確認が取れるまで、この校舎を本拠地として動く、とのことであった。しかしその発表は、逆にいえば、安否確認が取れ次第、大移動の可能性もあることをほのめかしていた。




　マリエールは天幕の外の様子から視線を切って、ため息をついた。

　この大天幕の中では、にゃん太や直継、マリエール、小竜、レザリックを含む90レベルの引率プレイヤーによる会議が行なわれている。

　この夏季合宿、名目上の責任者はマリエールだ。〈三日月同盟〉は中小ギルドとはいえ、〈円卓会議〉を主催する11ギルドのひとつである。その〈三日月同盟〉のギルドマスターといえば、同格は残り10名しかいない。その10名の同輩は、アキバの街とエターナルアイスの古宮廷に散っている。〈円卓会議〉からこの新人研修を任されたのは、マリエールなのだ。

　もちろん、〈水棲緑鬼サフアギン〉や〈緑小鬼ゴブリン〉の襲撃は、〈円卓会議〉に報告済みである。向こうは向こうで善後策を協議してくれているのは間違いない。




「マリエさん？　あんまし考えすぎない方がいいぜ。あっちの方はシロに任せときゃどーにかすんだろ。ヘンリエッタさんもいんだろ？　心配すっこたねぇって。インチキでもなんでもやっていい方策考えついてくれるさ」

「おおきにな。直継やん」

　マリエールは、にぱぁと普段どおり笑う。

　こんな時に笑うなんて、とは自分でも思うのだが、やはり人の真心にふれるのは嬉しい。この直継という少年は──というのも変な話で、自分よりもふたつやそこら若いだけなので青年というべきなのだろうが──普段のおおざっぱな言動からは想像もできないほど、細やかな気配りができるということに気がついて以来、マリエールはその心遣いが嬉しくてたまらないのだ。

「うし！　むぎゅーしてやるぞ！　むぎゅーやっ！」

　慌てる直継を照れ隠し混じりに、思いっきり抱きしめる。赤面して取り乱す直継が可愛くて面白い。

「ちょっ！　まてよ。マリエさん。だめ、だめって!!　中断祭り待避祭り当たってる祭り水着祭りっ!?」

　あまりの取り乱しっぷりに首をかしげたまま、それでも直継の頭部を抱きかかえるマリエールを、にゃん太は穏やかに制止する。

「マリエールっち？　ほら。着替えをした方がよいのですにゃ。もう夕暮れです。……こほん。そのー、ビキニの上にパーカー１枚では、直継っちも、いささか刺激が強いのですにゃ」

　その指摘に気がついて、慌てて飛び退くマリエール。

　まったくだ。今まで緊張のあまり気がついてもいなかった。半裸のような有様ではないか。

（や、や、やばいやんっ。なにうち油断してこんな格好でっ……。ううー。頭悪い女だと思われたんちがうやろかー。ヘンリエッタいなくてよかったぁ、めたくたぶたれるでぇ、これ）

　直継に押し当てていた胸が火ほ照てり、その熱はどうやら羞恥らしいと、頰にも同じ熱さを感じてしまう。マリエールは天幕の奥へと駆け込むと、マジック・バッグから替えの装備を取り出す。衝立ついたての向こうだから見えることはないだろうと、このさい水着の上からチュニックシャツと軽装の鎧をチョイスして身につけはじめた。




「失礼しまーっす！　30レベルオーバー班、点呼終了！　全員そろってますっ」

　着替えをしながらのマリエールからは見えないが、班長からの報告をにゃん太が受けているのが聞こえる。おそらく、これで点呼は終了だ。はぐれた参加者がいなくて、マリエールは本当に肩の荷が下りた気分になる。

　海岸からの撤退戦はかなりの激戦だった。

　敵のレベルはさほど高かった訳ではなかったが、ひたすらに数が多かったのだ。長期戦では短期戦とはまた違った戦術が必要となる。具体的にいうとＭＰの配分だ。

〈施療神官クレリツク〉であるマリエールはいうまでもなく回復職である。回復職のＭＰが枯渇するということは、前線に対する回復呪文の供給が止まることを意味する。パーティー全員の命を預かる回復職として、ＭＰのマネジメントには細心の注意が必要になるが、通常のパーティーによるダンジョン探索などでは30秒から数分程度の戦闘しか行なうことがない〈エルダー・テイル〉において、10分を超えるような戦闘のマネジメント技術を身につけるのは至難の業だ。

　そのような長期にわたる激戦は、一部の大手ギルドが大規レ模イ戦闘ドにおいてのみ体験できる領域なのだ。

　だが、その撤退戦もなんとか切り抜けた。

　もちろん怪我人は出たが、あとから行なった呪文の詠唱ですべて回復できる程度の怪我だったのが幸いだった。新人プレイヤーたちも、今回の撤退戦を切り抜けたことによって、戦闘に対する気構えや度胸がついたと小竜はコメントしていたし、その意味では無駄ではなかったのだろう。

　マリエールが着替えを終えて、髪に軽くブラシを当てた時点で、天幕の外からざわめきが聞こえてくる。「マリエさんっ」という直継の言葉に誘われて、紫色になりかけた戸外へと出たマリエールが見たのは、遠く丘陵山脈の森の中に揺れる、米粒よりも小さな無数の炎の明かりだった。




「……たいまつ、ですにゃ」

　にゃん太がぽつりと呟く。

　それは幻想的であると同時に、ひどく胸を騒がせる不吉な光景だった。

　燃えるような夕日を背景に、逆光の中で影に沈むザントリーフの丘陵森林。そのなかに、蟻が咥くわえるライトのように、小さな炎がちらちらと、無数に動いているのだ。

「ざっと見たところ、１００か１５０ってところか？」

　直継が呟く。

　もちろん、たいまつ１本につき〈緑小鬼ゴブリン〉が１体とは限らないが、少なくともそれだけの数の〈緑小鬼ゴブリン〉が山中を移動しているのだ。もはや彼らは、姿を隠し、こっそりと移動をすることさえ捨て去ったのだと、マリエールは理解する。

　その揺れる無数の炎は、「これからお前たちを襲うぞ」という〈緑小鬼ゴブリン〉たちの無言の脅迫なのだ。

「地図をもってきてくれ！」

「ああ、待て。今〈マジック・トーチ〉を出す」

〈キール〉や〈西風の旅団〉からやってきた高レベル〈冒険者〉たちが、地図上で〈緑小鬼ゴブリン〉部隊の位置を計算しているようだ。不安そうなセララにジャケットの裾を摑まれたにゃん太は、その地図と書き込みをしげしげ眺めていたが、やがて顔を上げると南東の方角に視線をこらした。

　にゃん太はまだ日があるうちに、〈鷲獅子グリフオン〉による空中偵察を敢行していた。おそらく、現在もっとも〈緑小鬼ゴブリン〉族の動向を知ち悉しつしているメンバーだろう。

　広場のみんなは、この不気味な光景を前にしてもそこまで取り乱してはいない。参加者の人員確認が終わった現在、極端な話をすれば、このキャンプ自体は即座に捨て、15分後にはアキバの街で解散式を行なうこともできるのだ。〈帰還呪文〉が存在する以上、死地に追い詰められたというような感覚をもたないのは当然だろう。

　この世界において〈冒険者〉は圧倒的強者だ。

（ま、どっちにしろ、それは〈円卓会議〉との話し合い次第ってことになるけど。でも、人員確認が終わった以上、一報入れといた方がええやろなぁ……）




　マリエールがそう考えていると、ちょっと難しい表情のにゃん太がセララとミノリを伴ってやってきた。マリエールの周囲には直継やレザリックがいる。夏季合宿の首脳陣であるマリエールたちに、なにか意見か報告があるのかもしれない。

「どしたん？　なんかあったん？」

　マリエールは訊ねる。

「ちょっと困ったことになったにゃん。いや、全然困る必要はないかもしれにゃいんだけど……。むぅ」

　にゃん太は珍しく、言葉を選びあぐねていいよどむ。
















「どした？　いっちまえよ、ご隠居」

　マリエールが困惑した気配を察したのだろう。直継はストレートな物言いで、同じ〈記録ギの地ル平線ド〉の仲間に声をかける。

「──どうやら、あの部隊はチョウシの町を襲撃するつもりみたいだにゃ。もちろん、我が輩が見つけた全軍ではなくて、略奪用の中規模分隊だにゃ。〈緑小鬼ゴブリン〉軍の主力は、もっとずーっと北のほうにいるわけだからにゃ……。つまり、連中はチョウシの町を食料庫にするつもり、らしいのにゃ」

「チョウシの町は、城壁がないです」

　割り込むように言葉を挟んだのは、ミノリだった。

　握りしめた手のひらを小さく震わせて、それでも両脚に力を込めてしっかりと立っている中学生の娘は、マリエールに対して言葉を続けた。

「このまま放置すればチョウシの町は朝までもちません」
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「そんなに多いのか……？」

　オウム返しに聞き返したのはミチタカだった。

　この小さな会議室に存在するのは５人。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティ。

〈西風の旅団〉のハーレム系ギルドマスター、ソウジロウ。

〈海洋機構〉の〝豪腕〟総支配人ミチタカ。

〈三日月同盟〉のギルド長代理、ヘンリエッタ。

　そして〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の〝腹ぐろ眼鏡〟シロエ。




　ザントリーフ半島を突如襲った危機。これに対して〈円卓会議〉は速やかに会議を招集し、話し合いをもった。新人研修のためにザントリーフにいるマリエール、〈大地人〉との交渉のため、〈エターナルアイスの古宮廷〉につめるクラスティ、ミチタカ、シロエは念話による代理出席である。

　念話会議の結論は、一言でいえば「待機」であった。

　現時点では結論を出すことができない。連絡を密にして情報収集をしながらも、待ちの姿勢でことの推移を見守るしかない。それが大枠の結論だ。

　しかしだからといって、有事の準備を怠ってよいということにはならない。

　シロエが〈円卓会議〉に提案した３つの策のうちのひとつが、〈エターナルアイスの古宮廷〉の警備強化だった。多くの〈大地人〉貴族が集まるこの場所を無防備のままにしておく訳にはゆかない。もちろん貴族たちは護衛を従えてきているのだが、〈冒険者〉からみれば戦力不足だ。

　念話経由で行なわれた〈円卓会議〉のあと、シロエの要請に応えていち早く〈エターナルアイスの古宮廷〉へと駆けつけたのは〈西風の旅団〉だった。

　この〈エターナルアイスの古宮廷〉は廃都イースタルの、どちらかといえば南西にある。〈緑小鬼ゴブリン〉たちが襲いかかるとは考えづらい。ここは安全な場所であり、援軍は必要ない。しかし、領主会議の動向は不透明でもあり、シロエが予想する幾つかの展開によっては、シロエ、もしくはクラスティがこのまま会議に参加してはいられなくなる可能性もある。そこで、古宮廷交渉組は、アキバの街へ援軍を要請したのだ。

　しかし、領主会議とのお見合いが続いているこの状況において、大規模な援軍を呼び寄せることは、貴族たちの敵愾心てきがいしんを招くことにもなりかねない。そう考えたときに、〈円卓会議〉参加ギルドの中では比較的小規模で、かつ高レベル者によって編成された〈西風の旅団〉に白羽の矢が立ったのだ。

〈西風の旅団〉は現在、〈エターナルアイスの古宮廷〉から騎馬で10分という地点に野営拠点を築いているはずだ。ギルドマスターのソウジロウはわずかな側近のみを伴って、宮廷に先乗りしたことになる。

　アキバの街はシブヤの街と並んで、〈自由都市同盟〉の中では〈エターナルアイスの古宮廷〉にもっとも近い市街ゾーンである。その気になれば騎馬による移動でも２時間弱でたどり着くことができる。午前中の念話会議を受けて、夕方には到着することができたのもそのおかげだ。




　報告によれば、〈緑小鬼ゴブリン〉の大群は、ザントリーフ半島の根本をかすめるような位置に存在することが確認されている。

　シロエが地図上におおざっぱに示した位置は、旧世界でいえば、我あ孫び子こや取とり手でと呼ばれていた辺りだった。旧世界においては東京のベッドタウンとして機能していた地域だったはずだが、こちらの世界においては、野山の緑も深い未開の土地である。

「この辺りを中心として、部族ごとに分かれ、互いに連携しながら行動をしているようです。ただし、その連携は完全ではない。王の存在が感じ取れはしますが、指令系統は部族ごとにバラバラでしょう。広範囲に広がっていて、不規則です。そこが、かえってやっかいだ」

　シロエはコメントする。

　地図の上で見れば、なるほど、その位置はもはや廃都イースタルの勢力範囲に触れかけている。ツクバの街とマイハマの都をおおざっぱに直線で結んだとき、その両者の連携を阻害する中心地点に存在するようだ。

「そもそも、そのバラバラな動きのせいで、正確な数がつかめません。いくつもの報告が上がってきていますが……。航空偵察による最新の情報を信じた場合、〈緑小鬼ゴブリン〉の兵数は１万５０００に及びます」

「１万５０００……」

　絶句するような声をもらしたのはヘンリエッタだった。彼女は〈円卓会議〉に属するギルドマスターではない。マリエールがザントリーフでの夏季合宿に出かけている間の代理である。だからこの情報交換を兼ねた話し合いでも発言を控えていたのだが、思わず声が漏れてしまったようだ。

「数はそこまで脅威じゃありませんよ」

　ソウジロウはけろりとして言葉を紡ぐ。

「僕たち〈冒険者〉だって、自分たちと同数の敵モンスターを相手に連続で何戦闘もこなすではないですか。相手が〈緑小鬼ゴブリン〉であれば、10回程度の連戦は中堅レベルでもこなすでしょう？　こちらは１５００もいれば、殲滅は可能です」

　それはそれで正論なのだが、その一方で血まみれの修羅のような発言でもある。

「まぁ、俺らはそれでもいいかもしれないがな。領主会議はそうもいかないんじゃねぇかな」

　ミチタカは、ソウジロウの言葉にそう切り返す。するとソウジロウは人のよさそうな笑い声を立てて「そういえばそうだった」と頭をかくのだった。




「なんにせよ、念話会議での結論どおり、〈円卓会議〉は、クラスティさんをはじめとした使節団組に、今回の事変の対処を一任します。〈緑小鬼ゴブリン〉が攻めてきた以上、イースタルの貴族たちだって話題はそれ一色でしょう？　それなら、アキバで話すより、こちらで話したほうが効率的だ」

　基本、推移を見守るとは決めたものの、領主会議からの接触が予想される状況において、すべての対応をアキバで議論して進めるわけにはいかない。そこでアキバの街の〈円卓会議〉が選択した答えがこれであった。

　今回のような交渉事において、現場で実際に対面している人間の権限を制限することは得策ではない。全権特使として３人を信用した結果だった。




「まぁ、任された。アキバの街に不利になるようなことはしねぇ」

　ミチタカは太く笑うと、ソウジロウに請け合う。

　シロエはそれを見たあとに、視線をクラスティに走らせる。

　冷静な表情をもった大柄な美丈夫は、地図をじっと見つめたまま、一言も発せずに何事かを考えているようだった。

「──〈イズモ騎士団〉は動かないのですか？」

　そのクラスティがぽつりともらした問いを、正確に捉えたのはシロエだった。その意味まで深く、である。

「僕たちの知らない、なんらかの不都合が生じているんだと思います。たとえば『スザクモンの鬼祭り』であるとか」

『スザクモンの鬼祭り』もまた『ゴブリン王の帰還』と似たような、定期的に起きるゲームイベントである。現実世界の３ヶ月に一度起きるそのイベントでは、地獄の門が開かれて鬼が地上にあふれ出す、という趣旨のストーリーが展開される。

『ゴブリン王の帰還』との相違点は、『ゴブリン王の帰還』が東北地方を主な舞台としているのに対し、『スザクモンの鬼祭り』が「ヘイアンの呪禁都」を舞台に発生するということだった。

　つまり、同様な騒ぎが西でも起きているのであれば、〈イズモ騎士団〉はそちらに戦力を振り向けている可能性がある。あまり信じているわけでもないが、シロエは指摘してみたのだ。

「ふむ……」

　クラスティがその返答に納得したのかしないのかはわからないが、腕組みをしたままもう一度沈黙の中に戻ってゆく。




（……このタイミング以外に、告白の機会は、ないかもしれない）

　もちろんいろいろと計算をして、今後の展開の予測も行なったりはしてみた。しかし、シロエが最終的に決断をした理由は、「予感」というしかない。

「もうひとつ、ご報告することがあります」

「ん？　なんだい、シロエ殿」

「シロエ様……？」

　場の視線が集まるのを待って、シロエは口を開いた。

「この異世界における『死』についてです。僕たちは死ねば大神殿で生き返る。そのようにしか考えていませんでした。経験値ペナルティを支払えば、肉体が蘇生すると。〈エルダー・テイル〉がそうであったので、あまりにも無邪気にそれを信じ込んでいました」

　シロエの言葉に、沈思黙考していたクラスティも顔を上げて耳をすましはじめる。

「僕の得た情報によれば……。もちろんまだ確認はしていません。完全な裏付けが取れたわけではないですが、この異世界においても『死』にはそれ相応のリスクがあります。アイテムの一部やわずかな経験値が失われるというわけではなく、です。──『死』は僕たちの魂こんを用いて魄はくと肉体を再生させる。その度に、僕たちは、わずかな記憶を失うようです」

　さして広くもない少人数用の会議室。一見すると応接間のように見える、華麗なその部屋の空気は、まるで指で触れられるほどの緊張感を孕はらむ。

「どれほどの記憶が失われるかはわかりません。またどういった記憶が失われるかも……。しかし、僕が書物から得た仮説的な理論によれば、それはそうなるようなのです」

　シロエの言葉に反応できる者はいないかのように思えた。

　長い長い時間がたったあとに、短く言葉を返したのはクラスティだった。

「わかりました。……では元の世界の記憶に欠落が発生した原因は、それであるようですね。得心がいきました」

「……っ!!」

　一同の視線は落ち着きをはらった巨軀の戦士に向けられる。だがクラスティはその視線の中にあっても涼やかな態度を崩さず、悠然と座っていた。

「我ら〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は戦闘系ギルドです。アキバの街の復興前の時期、この異世界の戦闘に適応すべく激しい戦闘訓練を行ないました。わたしも数回の『死』を経験しています。普段は気にもかけませんが、確かに欠如は存在するようですね。確証はありませんが……元の地球の記憶が選択的に剝落はくらくしているように思えます」

「そ、それはっ……」

「なんてことなんだ、おいっ!!」

「それは具体的にはどんな部分ですか？　どの程度ですか？」

　椅子から腰を浮かして悲鳴のような声を上げるヘンリエッタとミチタカを制したシロエは、クラスティをじっと見つめて強い声で訊ねる。

「わたしが『死』を経験したのは〈大災害〉以降２度になります。記憶の欠如は、なかなかその指摘が難しいですね。欠如したと指摘できる周辺までそっくり欠落してしまった場合、自分でも認識が難しくなる訳ですから。ただいえるのは、記憶の剝落は現在のところまだ部分的であるということです。通っていた小学校の名前、中学時代の友人の顔やあだ名、自分のＰＣの壁紙の模様、気に入っていた楽曲の歌詞──それらは残っています。わたしの主観で観察する限り、欠落は見当たらない。しかし、飼っていたはずの猫の名前と姿が出てきません。──ただ、問題なのは、この欠落が、魂魄こんぱくの問題に端を発する欠落なのか、それとも通常の忘却なのかは、証明することが極めて困難だということです。とはいえ、わたしは比較的記憶力はよい方ですから、おそらく特殊な事情、つまり今回の件の影響だと推測しています。指摘できるのはそんなところでしょうか。自分の名前や、家族、親しくしていた人の情報には、現在のところ欠如は見られません。それは重要な記憶は保護されているということなのか、ただの偶然かはわかりませんが。……ただ、わたしの事例が他にも適用できるのであれば、数回程度の『死』では、不都合を感じるほどの記憶喪失は起こらないということです。数十回に及んでも、生活に影響が出ることはまずないでしょう」

　──数十回に及んでも、生活に影響が出ることはまずない。

　たしかに猫の名前を忘れたからといって、すぐさま何らかの重大な問題が発生するわけではないだろう。衣食住には影響はない。

　だがいくら生活に不都合はないとしたところで、それは衝撃的な告白だった。

　ある意味、シロエの予想は当たっていたといってよいだろう。事前に考えていたとおり、記憶の喪失は部分的であり、一度の死亡ですべてを失うようなことはない。すくなくとも、本人が気がつかない程度の量から欠如してゆくという予想は当たっていた。

　しかし、だからといって、その事実にショックを覚えないわけにはいかない。他でもなく「元の世界の記憶」なのだ。理屈ではなく、それはプレイヤーにとっては本能的な恐怖感を植え付けるに十分なインパクトをもっている。

　言葉を失う一同に、クラスティは唇の端をつり上げて微笑む。

「そんなに悲観することはありませんよ。死ななければよいんですから。そうすれば、記憶の剝落は起こらない。それに……」

　青ざめるヘンリエッタをソウジロウが慰めるのが視界の端にうつる。ハーレムメイカーである彼は、このようなシーンにおいて必ず好感度を上げてしまうのだ。

　ミチタカは「なんてこった……」と呆然としているようだ。




　しかし、シロエにとっては、他の人の耳には入らなかったであろう、クラスティの言葉の後半部分こそが重要だった。

　クラスティは優しいともいえるような声で決意を込めて囁いたのだ。




　──それに、もしそこに意義が見いだせないのならば、死よりも生の方が恐ろしいのは、どちらの世界でも一緒ではありませんか？




　彼の言葉は、いつまでもシロエの胸を去らなかった。


































　　▼１




　慌ただしい準備が進んでいた。

　ザントリーフ半島の廃校舎、この場にいる唯一の〈円卓会議〉メンバー、〈三日月同盟〉のマリエールの下した判断は、消極的なものであった。

　チョウシの町方向への全員による移動である。

〈冒険者〉である一行は、〈大地人〉の町を防衛するような動機がない。といって、この危地を見捨てるのも後味の悪いことであった。

　チョウシの町に少なくとも警告をすべきだ。──その判断に基づいた暫定的な移動だった。

　しかし、そんな思惑とは関係なく動いている一団もあった。

　トウヤたち５人組である。

　一行はいち早く旅装を整えると、夏季合宿参加者の中でも真っ先にチョウシの町へと向かった。街道は現在のところ安全のようだが、油断はできない。トウヤたちは、ダンジョンの内部よりは間隔をやや広めに取った警戒隊列パトロールフアイルで、もはや日の暮れた田園風景の中を進んでいく。

　ルンデルハウスの喚び出した魔法の明かりは、たいまつよりも明るく周囲を照らしているが、それでも、この未開の異世界における夜の闇は濃い。

「あれは、どうだ？」

　トウヤは大河沿いの小屋を見かける度に、声をかける。一行は場所によっては大声で呼びかけたり、必要があれば五い十す鈴ずによる単独偵察を行なって、その漁師小屋のひとつひとつをチェックしていった。

　もし、なんらかの事情で〈大地人〉が小屋の中に隠れていたりした場合、〈水棲緑鬼サフアギン〉や〈緑小鬼ゴブリン〉の襲撃で容易く命を落としてしまうからだ。今晩だけは町で過ごしてもらうべきだと考えたトウヤたちは、そのチェックを誰にいわれるともなく、自主的に行なっているのだった。

「おーい！　誰かいるかー？」

　小屋に声をかけたトウヤ。五十鈴を振りかえると、彼女は黙って首を振る。人の気配はないらしい。それならば、ここは大丈夫だろう、とトウヤたちは、チョウシの町へと向かってさらに移動する。

「みんな避難してるみたいだね」

「うん」

　五十鈴の言葉に、ミノリが応えている。

　トウヤはその声を聞きながら、油断なく辺りをうかがう。

　海岸線にほど近いこの農道には、〈緑小鬼ゴブリン〉の姿はない。しかし、海に近いこの場所は、いつその濡れそぼった闇の中から〈水棲緑鬼サフアギン〉が現れるかわからないのだ。

　メンバーは闇の中で、それぞれの方角を手分けして監視しながら進んでいる。




　──廃校舎の夕暮れの中、山腹に無数のたいまつを見たトウヤは、これはとんでもないことになったと覚悟を決めた。もしかしたら戦闘に巻き込まれるかもしれない。にゃん太や直継なおつぐ、マリエールたちは、声を潜めて話し合っている。その姿に恐怖はさほど感じられないものの、強い緊張は感じられた。

　腕を組んで〈緑小鬼ゴブリン〉の群れる遠い丘陵地帯を眺めていると、近寄ってきたのは姉のミノリだった。

（ミノリのヤツ、どうしたんだ？）

　トウヤはびっくりしてしまった。

　ミノリがこんなにも青ざめて唇を引き結んだ表情をするなんて、トウヤの記憶にはない。ミノリは周辺の様子をうかがうと、それでも躊躇うことなくトウヤに告げた。

「出発の準備をしよう。わたしたちは、チョウシの町に向かうべきだと思う。──にゃん太さんともう１回話してこなきゃならないから、トウヤはみんなのことを説得しておいて」

　そういいおいてトウヤに背を向けたミノリ。

　トウヤはその姉の言葉に気け圧おされるように、仲間を誘いにいったのだった。夏季合宿の一団の中でも、いち早くチョウシに向かう。それは考えてみれば、多少のリスクを伴うことだった。先鋒ともなれば、怪物に出会う可能性も高まる。

　渋る仲間もいるかもしれないと思っていたトウヤだが、意外にも説得にはほとんど手間取らなかった。セララが唯一迷うそぶりを見せたが、五十鈴の願いをあっさりと受け入れた。

　そう、意外といえば、五十鈴がひどく乗り気であることだった。

　トウヤのほうは自分でも驚くほど冷静に、しかし集中して事態を受け止めている。ミノリの真剣な懇願もあったが、〈大地人〉とはいえ、戦闘能力のない町住みの人々を放置しておくことには、生理的な嫌悪感があるのだ。

（俺たちがいなきゃ、あの町、たぶんあっという間に〈緑小鬼ゴブリン〉にやられちまうからな……）

　ミノリから町の長の様子や、人々の暮らしぶりは詳しく聞いていた。トウヤにとって、チョウシは漁師たちのすむ穏やかで開放的な〈大地人〉が住む町のイメージである。ザントリーフ大河の河口にあるチョウシは、いわゆる城塞都市ではない。領主ももたず、自警団はあるだろうが、防衛騎士団のような兵力は存在しない。マイハマの都とツクバの街のふたつの影響下にあり、今まで比較的平和を保ってきた、漁業と農業の町なのだ。

　この付近は、ザントリーフ半島では珍しく平坦な土地だ。中央丘陵地帯がザントリーフ大河によって削られて、肥ひ沃よくな……そしてなだらかな平地を作り出している。

　チョウシにほど近い場所は開墾かいこんされ、タイル細工のように四角く切り分けられた畑になっている。小麦や菜の花、多少の田も存在する、豊かで美しい光景だ。

　今は夜闇に沈んでいるが、夏の潮風に吹かれるザントリーフの大地は、本当に素晴らしい場所なのだ。




　廃校舎からチョウシの町に続く農道を、夏季合宿のメンバーは長く延びて歩く。レベル分けの班ごと、あるいはギルドごと、親しい者ごとに分かれてだ。

　日没後の移動ではあったが、新人とはいえ〈冒険者〉である。それぞれに魔法の明かりを作り出して、疲れも見せずに歩いていた。馬に乗っているものもいるが、足下が見えないと危険なため、その多くは徒歩だ。

　ミノリたちはその長く延びた列の最先端をさらに先行して進んでゆく。

　30分も歩いた頃だろうか。ミノリは唐突に切り出した。

「──あのね。わたしたちは、あの町を、守るべきだと思うの」

　ミノリの気持ちは、トウヤにも伝わった。

　守りたい、守るべきだ、という思いは、トウヤの中にもある。

　しかし、理由はない。

　あの町は〈大地人〉の住処だ。ミノリやトウヤたちにとっては関係ない場所である。防衛クエストを請け負っているわけではない。あの町を助けても、どんなアイテムも金銭報酬も、受け取ることはない。

　プレイヤータウンですらないのである。普段親しくしている人々が住んでいるのかと問えば、この合宿にきてはじめて接点ができたような人々しか存在していない。




　理由がないにもかかわらず、切迫した義務感のようなものを感じるのは不思議なことだったが、トウヤの胸の中にも、大きな石をごろりと転がしたように、ただその気持ちは存在した。

　理由が見つからないから、上手にそれを表現できないだけだ。

　その気持ちは、あるいは他の仲間たちも同じだったかもしれない。五十鈴も、ルンデルハウスも、セララもなにもいわないまま、みんな一様に物思いに沈みながら歩いている。

　黒くてもやもやしたじれったさが胸にある。そのどうしようもない閉塞感は、どうしても取り去ることができないのだ。実力のない自分が恨めしく、そこから抜け出そうとあがいても、手足は悪夢の中のように進まない。そんな無力感が、トウヤたちを包んでいるようだった。

「それはね、えっと。……助けなきゃならない理由はないです。でも、ううん……」

　ミノリもまた言葉を探して苦しんでいるようだった。

　視線を上げれば、山裾の向こう、山中の森には、針の先に灯したようなたいまつの明かりが、闇の中の悪意のようにちろちろと燃えている。




「やめられないと、思う。怖いけど」

　五十鈴は心細そうな声で、しかし、それでも決意をにじませた。

　今回の合宿遠征班に参加しているプレイヤーの３分の２は、程度の差こそあれ新人プレイヤーなのだ。トウヤたちのような20～30レベルの者もいるが、それより下の者も含まれている。〈緑小鬼ゴブリン〉と戦うためには、最低でも20レベルは必要だ。

　そのうえ相手の数もわからない。

　にゃん太は「略奪目的の中規模分隊」と呼び、直継はその規模を「多くても２００」と数えたが、この夜の中ではどこまで信用できるものだか判断がつかない。




　助けないですます理由ならたくさんあるのだ。

　助ける理由がない。

　しかし、助けたい気持ちは、ある。




　無言で歩くトウヤたちに、潮騒の音が繰り返し繰り返し寄せてくる。真っ黒に塗りつぶしたような海は、浜辺に崩れる波頭だけが、月の光を映して白い。

　波の音と月の光、そのふたつに浮かび上がったトウヤに、ふと、ひとつの、ひらめきともいえないような思いつきが訪れる。

「理由、要いっかな？」

「え？」

　きょとんとした問いはセララのものだった。

「理由ないと、助けちゃ、駄目かな？」

　どこかぽかんとしたような、奇妙な沈黙がトウヤの言葉のあとに訪れる。

「理由なく助けたって、いいんじゃないかな。だって、俺たち〈冒険者〉だよな？　冒険するから〈冒険者〉だよな。助けたい気持ちがあったら、理由なく助けても、ありじゃないかな？」

　自分で話すうちに、トウヤの中の曖昧な感情は形になってきた。そうだ。なにを悩んでいたんだろうと、トウヤは思う。

　自分はなんで理由なんて探していたのか。

　誰かに申し開きでもするつもりだったのか？

　そもそも助けたい者を助けるのに、理由など必要であるはずもない。

「なぁ、そうだろ？　ミノリも。みんなも。助けたかったら、助けりゃいーじゃん。だろ？　だって俺たちは、助けたいんだからっ！」

　トウヤは胸を張って叫ぶようにいう。

「そうだなっ！」

　トウヤの言葉に真っ先に応えたのはルンデルハウスだった。彼は力強く頷くと、トウヤの肩に手を置いて、先ほどまでの沈黙を振り切るように、賛意を表すのだった。

「ふふふっ。ボクともあろう者が正直取り乱していたようだ。そうさ。僕らは冒険者だ。ここで逃げ出してはなんのために冒険者になったかわからない。それは本末転倒じゃないか。……〈緑小鬼ゴブリン〉なにするものぞさっ！」

　ルンデルハウスは心配そうな五十鈴の手をそっと外す。

「ボクだって冒険者の端くれだ。町を救わずにおめおめアキバに逃げ戻るなんて、するつもりはないっ！」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよっ。どうやって!?　どうやって町を守るんですか。あの町には城壁もないですし、敵の数はわたしたちの２倍はいるんですよっ！」

　セララはトウヤとルンデルハウスの意気投合に、悲鳴のように異議をはさむ。

「それはミノリが考える」

「え？」

　トウヤの突然のスルーパスにミノリはあっけにとられたように目を丸くしている。トウヤとしても、こんな無茶振りは心苦しいのだが、ミノリの気持ちにだって火をつけなければ、この決意も無駄になってしまうのだ。

　ミノリに火をつけるのはトウヤの役目だ。

　そのためには、こうやってムチャぶりをするのが一番よいことを、彼女の双子の弟はよく知っていた。

「……守る。城壁……無理。……敵の数、無理」

　ぶつぶつと呟きはじめるミノリ。そのミノリの唇が「シロエさんなら……」と動くのを見たトウヤは、ほんのわずかな戸惑いと、くすぐったいような喜びを感じる。トウヤの姉がこうして考えているなら、心配することなどないのだ。




　三歩、五歩。

　トウヤたちが見守る中、ミノリは足を止めるとひとつ頷いた。

「思いつきました。方法は──あります」

（やっぱりミノリはそうでなきゃ）

　責任感の強い姉に、トウヤは、ややもするとその重みで潰されかねないような危うさも感じていた。しかし、逆にそれはミノリ自身の力にもなっているのだと思う。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に参加してからのミノリは、その責任感を前に進む力に変えることを覚えたようにトウヤには見えるのだ。

　それはシロエに対する憧れゆえなのだろう。戦士として、男として、同じように直継なおつぐに憧れるトウヤには、それが痛いほどわかる。

「方法って？」

　セララはおそるおそるといった調子でミノリに尋ねた。

「聞こうじゃないか、ミス・ミノリ」

　ルンデルハウスと、難しい顔をした五十鈴もミノリの周りに集まってきた。

「チョウシの町を〈緑小鬼ゴブリン〉から守るのは、わたしたちの人数では無理です。〈緑小鬼ゴブリン〉だけならまだしも、〈水棲緑鬼サフアギン〉もいます。向こうの数は、わたしたちの倍以上。わたしたちは全員が戦いに参加できるかどうかもわかりません。それに守りきったとしても、田畑が荒らされたら、きっとこの町は大きなダメージを受けちゃいます……。だから──守りません」

　ミノリの言葉は決然としていて、弟のトウヤでさえもその強さに言葉を失う。

　仲間たちの誰しもが、ミノリの非情な言葉に、声を失っている。

　ミノリはそんなみんなの表情を確かめるように見回したが、弾かれたように振りかえる。




「あ……」

「ん。ミノリっちも、勘がよくなったにゃぁ」

「勝手に悪巧みをはじめる若い衆はいないかどうか、おにーさんたちが見回りにきたぜべいべっ！」

「我が輩は年寄りなのにゃ」

「にゃん太さんっ！」

　そこにいたのはにゃん太と直継。その後ろには距離を置いて、小竜とレザリックの姿も見える。セララは早くも細く引き締まったにゃん太の腕にぶら下がるようにしがみついている。

「直継師匠っ」

　トウヤも反射的に背筋が伸びる。直継が礼儀作法について厳しい師匠だという訳ではないが、トウヤの側の意識の問題なのだろう。この歴戦の〈守護戦士ガーデイアン〉の前に出ると、自然と背筋が伸びてしまうのだ。もちろん、トウヤと直継だって、普段はだらしがないシモネタの会話などを繰り広げたりもしているのだが。




「にゃん太さん……」

　ちょっと困ったような表情のミノリだが、引き下がるつもりはないようだ。にらみつけるほどの視線の強さでにゃん太を見上げると「許可してください」と頭を下げる。

「おう。にゃん太班長も、直継師匠も、ここは黙っていかせてくれるのが男だぜ」

　トウヤはミノリに並ぶ。

　ミノリはきっとなにか思いついたことがあるのだろう。シロエに憧れていたミノリだから、そのあとを追うためにすべてを学び取ろうとしていたミノリだから、必ずや打開策を胸に秘めているに違いない。そうであれば、トウヤはミノリをひとりで矢や面おもてに立たせる訳にはいかない。

「許可もなにも。〈冒険者〉は自由なのだにゃ。もし、本当に決めたのならば、たとえ相手のレベルが上だろうと、ギルドで世話になっていようと、貫く自由が〈冒険者〉にはあるのだにゃ。──だけどミノリっち。それはそれで、なかなか大変なのだにゃ」

　なにもかも心得たかのようなにゃん太の言葉に、ミノリはこくりと頷いた。

「わかりましたにゃ。夜は短い。──夏はさらに。パックもいってることですから、急ぐとするにゃ。ね？　ミノリっち」

　にゃん太は、左手にセララをぶら下げたまま器用にウィンクする。それを聞いたトウヤとミノリは視線を交わして、お互い拳を打ち合わせるのだった。




　　▼２




「東の尾根から接近中です。小隊規模１。その後方40にもう１隊、北東にやはり２隊」

　月明かりが木々の影を漆黒に浮かび上がらせる夜の森。

　その梢から、ミノリは下に声をかける。彼女が真剣にのぞき込んでいるのは、直継から借りた双眼鏡だった。




「了解っ」

「わかりました。詠唱はじめます」

　ミノリたちが入り込んでいるのは、ザントリーフ大河からさほど離れていない、丘陵森林の尾根だった。時刻は、おそらく真夜中前だろう。林道とも農道ともつかぬ腐葉土の道から外れ、こんもりと土が盛り上がった体育館ほどの丘の上の木立に、ミノリたちは息を潜めて待機している。

　しっかりしたケヤキのような大木をのぼり、ミノリは四方の様子をうかがっては下で待機している仲間たちに状況情報を送っている。双眼鏡による広域哨戒ロングレンジドモニター、それが現在のミノリの役目だった。

　あらかじめ「ダメージ遮断呪文」を付与されたトウヤは、その鏡のようなエフェクトをもつバリア呪文を頼りに、闇の中へと飛び出してゆく。

　東の尾根の〈緑小鬼ゴブリン〉部隊を引き寄せプルしにいったのだ。程なく闇の中から、鋭い弓ゆ弦づるの音が響き、次いで、〈緑小鬼ゴブリン〉たちの叫びと茂みをかき分けるような音が接近してくる。




　トウヤは、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉で全方面的な戦闘訓練を受けている。ダンジョンの中では実用度の低い飛び道具についても、それは例外ではない。もともと〈武士サムライ〉は弓に対する適性が低い訳ではない。馬上弓や大弓の類が装備可能だ。その大弓で、トウヤたちは遠距離の〈緑小鬼ゴブリン〉の気を引きつけて、ミノリたちのもとへとおびき寄せようとしているのだ。

「……接近。やっぱり２部隊に気付かれましたっ」

　ミノリの警戒を呼びかける声に、仲間たちはそれぞれが武器を構え戦闘態勢を取る。開けた場所では、交戦開始距離が自然と広くなる。そうなると、狭いダンジョンとは戦闘の手法が変わってくるのだ。モンスターと〈冒険者〉が、遠距離でお互いの存在に気がつけば、白兵戦の前段階として、射撃戦闘が発生するのは自然の成り行きだ。

　だが、遠距離戦は周辺の注意を引きつけてしまうという欠点があった。弓による攻撃は〈緑小鬼ゴブリン〉たちを警戒させ、２小隊、おそらく10匹程度を呼び寄せる結果となっているだろう。正確な数は暗闇の中で把握できないが、ミノリは揺れるたいまつと茂みをかき分ける音から、そう判断した。

「カウントダウンお願いします」

　セララの緊張した声がかかる。

　ミノリは双眼鏡で闇の中に目を凝らす。月の光に照らされた闇の中に、わずかな燐光が浮かび上がりはじめた。〈月光妖精の雫ムーンフエイ・ドロツプ〉は調剤師の作り出せる中級レベルの目薬だ。価格はそれなりにするが、これを瞳にさしただけで、24時間の間、暗闇でも猫のように夜よ目めが利くようになる。今回の作戦に先だって、これも直継から譲ってもらったのだ。

「５……４……３……２……」

　ミノリは神経を集中して、カウントダウンをはじめる。

　セララは待機させていた呪文をロッドに装塡すると、ミノリのゼロという合図と共に発動させる。

　ミノリたちから離れること30メートル程の地点で、いきなり木々がざわめき、雑草が身をくねらせるようにして繁茂をはじめた。




　回復系クラス３職のうちのひとつ、〈森ド呪ル遣イいド〉。

　回復系３職は、それぞれ特徴的な固有の回復呪文をもつが、なにもただ単純に回復特性だけで分けられている訳ではない。

〈森ド呪ル遣イいド〉とはその名の通り、森の魔法を使う者たちだ。彼らの使う魔力は自然の神秘をその源泉としている。ダンジョンなどではその特徴は薄まるが、このような屋外において、自然の秘めた魔力は無視できない力を秘めている。〈森ド呪ル遣イいド〉は魔法攻撃職ではないから、直接的なダメージを与える呪文の威力は劣るが、一風変わった多彩な魔法を操ることができるのだ。

　セララの唱えた呪文、〈友なる柳ウイロー・スピリツツ〉は、周辺の植物に作用して、葉やツルを成長させる。それらは敵に巻き付いて、その動きを縛り付けるはずだ。

「くるぞ」

　トウヤは梓あずさ弓ゆみを木陰に投げて、刀を引き抜いて前方を注視する。セララがあらかじめ設置した足止め呪文は、後続部隊だけを絡め取るように、ミノリが距離測定をして発動させたはずだ。だとすれば先行突出してくる〈緑小鬼ゴブリン〉たちを叩くのは、トウヤとルンデルハウスの役目ということになる。

「よく見える。開幕は任せたぞ。うまくやりたまえ、トウヤっ」

　ルンデルハウスは、最近の連携訓練で少し考え方を改めたらしい。

　おそらくトウヤに先陣を任せても、自分の出番はちゃんとあるということがわかったのだろう。攻撃呪文の選択に焦りや出しゃばったところがなくなったようだ。今もトウヤの刀に、攻撃力を増加させる付与呪文、〈アイシクル・ブレイド〉を詠唱している。

　ルンデルハウスの詠唱が終わると、トウヤの刀は凍てつくような冷気をまとって、闇の中で冴え冴えとした輝きを放つ。




「ボクのそれは〈付与術師エンチヤンター〉のものとは違う。追加ダメージは数回しか発生しないから、最初から大技でいきたまえよっ」

　ルンデルハウスの言葉に頷くトウヤ。

（確かに。手早くかたづけなきゃな）

　相手は〈動く骸骨スケルトン〉よりも手強い〈緑小鬼ゴブリン〉だ。そのうえ、時間をかければ、おそらく拘束を逃れた第２部隊がやってくるだろう。セララの足止め呪文は、広範囲の地形に作用して、モンスターの移動を妨げてくれるが、持続時間はさほど長くない。

　さらにいえば、後続の１小隊だけではなく、周辺の山地や森の中には、まだまだ多くの〈緑小鬼ゴブリン〉たちが潜んでいるはずなのだ。

「多くて２００」。そうにゃん太たちはいっていたが、それももはや疑わしい。影に暗く染まる夜の森林部には多数の気配が蠢うごめき、この暗がりの中にどれだけ多くの敵がいるのかちょっと想像もつかない。

「ルディは大技温存で、手て数かずで押してね。30秒間だけ援護するから……〈マエストロ・エコー〉っ!!」

　覚悟を決めた五十鈴の援護呪文を受けて、トウヤとルディが〈緑小鬼ゴブリン〉たちに突撃する。




　乱舞する刀と魔術。

　五十鈴の指示を理解したルンデルハウスは、一発の威力は捨てて、軽い呪文を矢継ぎ早に繰り出す。こうした軽量級の呪文は、ダメージが少ない代わりに、詠唱時間や再使用規制時間リキヤスト・タイムが短い。いわゆる「連射が利く」呪文だ。

　詠唱が５秒台の巨大呪文を捨てたルンデルハウスの連続魔法攻撃は、平均１・５秒に１回が投射された。その炎と氷の乱舞のひとつひとつに、五十鈴は完璧なトレモロ奏法で〈輪唱〉してゆく。

　炎の着弾には深紅の音符を。氷の着弾には蒼海の音符を。

〈吟遊詩人バード〉である五十鈴自身は、攻撃力がかなり低い。

　それは支援職の宿命であり、仕方のない特性だといえた。

　だが、だからこそできることは存在する。

　五十鈴は五感から入る情報を元に、ルンデルハウスの呪文を即興アドリブで複製コピーし、それをわずかに遅らせて「歌って」いるのだ。

　他者の魔法攻撃を複製してその場で再現する〈吟遊詩人バード〉の奥おう義ぎ。

　ただでさえ爆発的な攻撃力をもつ〈妖術師ソーサラー〉。その魔法をすべて２倍にしたらどうなるのか？　五十鈴の喉をしても30秒しかもたない多重連弾は、瞬く間に〈緑小鬼ゴブリン〉たちを殲滅した。




　続いてやってきた〈緑小鬼ゴブリン〉第２波の攻撃は、トウヤに襲いかかり多数の手傷を負わせたが、ミノリの「ダメージ遮断呪文」はそれらの傷を無効化し、すり抜けたダメージは連続して唱えられる回復呪文が埋めてゆく。役割をスイッチしたふたりの回復職と、大技の準備を終えたルンデルハウスが到着し、一行は〈緑小鬼ゴブリン〉10体の殲滅に成功した。




　　▼３




「確かにさ。手強いっちゃ、手強いけど。やれなかぁ、ないぜ」

　トウヤの言葉に、手当をしていたセララは「油断はよくないことです」と声をかける。

　五十鈴は水筒からお茶を一口飲んだあと、ブーツの紐を結び直しているルンデルハウスに手渡す。ルンデルハウスはそれを受け取ると、「油断は禁物だが、勇敢を戒めては勝利が逃げてゆくよ、ミス・セララ」とたしなめた。

　４人がそれぞれ一息つく中央で、ミノリは折りたたまれた地図と必死に格闘している。その地図は、この夏季合宿がはじまるとき、「まぁ必要ないと思うけどね」とシロエがもたせてくれたものだ。ザントリーフ半島を中心に、廃都イースタルやツクバの街などが描かれた、高精度のものだった。

　夜目が利くようになっているとはいえ、暗闇の中で地図の内容を識別するのは難しく、周囲に光が漏れにくい茂みに隠れて〈バグス・ライト〉で魔法の明かりを呼び出している。

「はい……。はいっ。大丈夫です。今は小休憩取っています。北北西に進行中ですね？　はい……。３キロ程度、と。了解ですっ。にゃん太さんたちも、お気をつけてっ」

　セララの声は念話だろう。




　ミノリたちが選択した作戦は単純きわまりないものだった。

　丘陵森林部にいる〈緑小鬼ゴブリン〉略奪中隊への浸透打撃である。

　都市を守りきるのが不可能であるのならば、先行して叩けばよいのだ。〈緑小鬼ゴブリン〉たちが身を隠す森林を逆に利用して、夜間戦闘をしかける。なにもすべての部隊を殲滅する必要はない。〈動く骸骨スケルトン〉と違って、〈緑小鬼ゴブリン〉は邪悪とはいえど亜人間だ。ある程度の打撃を与えれば戦意も落ちるだろうし、逃げ出すものもいるだろう。

　町を守るとしても、先行奇襲で数を減らしておけば、守りきるのはぐっと楽になる。ほとんど自や棄けになったとしか思えないような野蛮な策略だったが、今のところその作戦は思ったよりもずっと上手く機能していた。

　もっともミノリが考えつけたのは、作戦の概略であって、にゃん太と直継が細かい部分を修正し、アイテムを貸してくれなかったらここまでうまくはいかなかっただろう。そして、そのにゃん太たちもまた、ミノリたちとは別個に森林深くで戦っているはずだ。

　にゃん太、直継、小竜、そしてレザリックの４名は、ミノリたちよりもよほど激戦区にいる。なにしろ彼らは〈緑小鬼ゴブリン〉略奪部隊のほぼ中央に一気に乗り込んだのだから。




　にゃん太たち高レベルのパーティーが、〈緑小鬼ゴブリン〉たちの中央部に突撃。注意を集めながら殲滅を繰り返す。ミノリたちはその南方に構えて、にゃん太たちが討ちもらした〈緑小鬼ゴブリン〉部隊や、恐怖にかられた部隊、混乱して孤立した小隊を各個撃破してゆくという作戦は、すでに戦闘開始から２時間が経過している。

　ミノリたちはその２時間で、20体ほどの〈緑小鬼ゴブリン〉を倒していた。５、６体の小隊編制の〈緑小鬼ゴブリン〉はまだよいが、単独行動をしている斥候〈緑小鬼ゴブリン〉はかえってやっかいだ。どのような意図で動いているかわかりづらいことが多い。

　考えてみると、この作戦は、夏季合宿の責任者、〈三日月同盟〉のマリエールをさしおいた、独断専行になる。もちろん申し訳ない気持ちでいっぱいだが、ミノリとしてはその辺は深く考えないようにしていた。先ほど念話で報告した際にはこってりと怒られてしまったのだが、それはそれで仕方ないと思っている。

　この作戦は、多くの兵力をチョウシの町の防御部隊として残すことにより成立するのだ。打撃部隊の数が少なければ少ないほど、そして打撃部隊が〈緑小鬼ゴブリン〉の略奪部隊に混乱とダメージを与えれば与えるほど、町の守備人員と〈緑小鬼ゴブリン〉の攻撃部隊の戦力比は縮まり、〈緑小鬼ゴブリン〉どもが諦める確率は高まる。




　マリエールはミノリの言葉に納得した訳ではなかっただろうが、それでも最後には「気をつけないとゆるさんからね、もうっ！」と赦してくれたのだと思う（たぶんだが、そうなのだろう）。

「この付近の敵は殲滅したみたい。移動した方がいいかなぁ」

　ミノリに変わって双眼鏡をのぞき込んでいるのは五十鈴だ。

「北西の方向で。……あっ。すごいな、目立たないで移動してる」

　感心したような声を出した五十鈴は、報告を続ける。

　にゃん太たちの即席パーティーは、直継とレザリックを縦の軸として、攻撃陣には小竜とにゃん太。つまりふたりの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉で構成されている。

　攻撃速度でダメージを稼ぎ出すタイプの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉ふたりは、魔術師系攻撃職のように派手な明かりや爆発音を出すこともなく、広範囲に連続攻撃を行なうことが可能だ。森林部における殲滅戦では、恐ろしい能力を発揮するだろう。

（んっと……北北西へ３キロメートル移動、尾根に上って……。目指しているのは、この間の神社跡です……ね。なら、私たちは、林間道路を避けて……）

　それは谷間に一度降りることになるが、反対側の尾根に横行で渡ることができるルートだった。




「どうする？　ミノリ」

　みんなの視線が集中する中、ミノリは地図をまとめて立ち上がり、こくりと力強く頷いた。

「いったん谷間に降りて、西から北西に移動します。警戒態勢維持でいきましょう」

　一行は、計画に従って移動を開始した。

　定期的ににゃん太からの通信を受け、さらにはその連絡をマリエールへと送る。マリエールはチョウシの町の〈大地人〉と話し合っているのだろうか？　夏季合宿の他のメンバーたちは、もう〈帰還呪文〉でアキバの街へと帰ってしまっているだろうか？　いいや、少しくらいはチョウシの町のために残ってくれているはずだ。

　闇の中を歩いていると、ミノリの胸の中にいいしれぬ不安感や徒労感が押し寄せてきそうになる。

　今戦っているのは、〈緑小鬼ゴブリン〉の大軍団の一部でしかないという話だ。ミノリは詳しく聞いていないが、にゃん太から漏れ聞いた話では、〈緑小鬼ゴブリン〉族が北のほうで大量に発生してしまい、そのために廃都イースタルまでも押し寄せてきたというのが、今回の事件の発端であるらしい。

　つまり、今戦っている略奪部隊などというのは、その〈緑小鬼ゴブリン〉の本隊からすれば、ほんの一部でしかない。むしろ統制を外れた非正規部隊だと考えることもできるだろう。

　そう考えはじめると、虚しさもわき上がってくる。

　自分たちがこの略奪部隊を撃退したところで、すべては焼け石に水かもしれないのだ。時間稼ぎにしかならないのではないか？　という疑念が黒い雲のようにわき上がり、止められなくなる。




「おっかねーなー。夜の戦闘は」

　前を歩くトウヤが、ぽつりとそんな言葉を漏らす。

「自分の刃の描く銀光が目に染みるぜ。夜目が利いても、足下が根っこや軟らかい土に取られてバランスを崩すんじゃないかって心配だしさ。心臓ばっかりバクバクいうしさ。血の臭いが酷いったらない──でもさ」

　トウヤは、振り返らない。

　集中力を切らさずに、列の先頭で獣道ともいえないような木々の隙間をかき分けて、谷底へと降りてゆく。

「でも、がんばったって、いいんだ。……助けたって、いいんだ」

　トウヤの声は、暗闇に点った灯りのようだった。

　ミノリは視線を上げる。

　守らなきゃ、助けなきゃとやはり心のどこかでは思っていた弟の背中を見る。そこに見えるのはミノリにはない強さ。シンプルで、まっすぐで、迷いがあったとしてもそれを振り切るだけの到達速度をもった、トウヤの意志。

「うん。それで、いいんだよね」

　真っ先に頷いたのは、五十鈴だった。

（やっぱり……）

　マイペースな彼女がそんなふうに頷くだなんて、ミノリの推測は、やはり的中しているのだ。戦闘がはじまるまでは躊躇っていた五十鈴。ルンデルハウスの心配をしていた五十鈴。だとすれば、この戦いは負けられない。

　ルンデルハウスは、ミノリの仲間でもあるのだから。

　彼の矜きよう持じと秘密を守り、その仲間たちを助けるために、ミノリたちはここへこなければならなかったのだ。

「なにをいってるんだい。トウヤにミス・五十鈴。そんなことは当たり前だ。目の前に倒れる人を放っておいて冒険者なんてやっていられるものか。僕は僕のやりたいように、好きなようにやるんだ。僕は格好いい人間になるために冒険者になったんだからなっ」

　ルンデルハウスは憤慨したように続ける。

　トウヤもそれに力強く答える。

　そんなみんなを守るのが、ミノリの役割なのだ。




　ダメージ遮断呪文は、回復呪文ではない。

　それどころか、ミノリの考えでは、魔法ですらない。




　それは仲間を守り抜くという宣誓だ。ミノリの仲間たちが戦場に立つのなら、そこに降りかかる危難のすべてを肩代わりし、そのような侵略があったことすら仲間に気付かせず守りきる〈神ミ祇ノ官リ〉の能力かくごだ。

（今は未熟で……どれほどのこともできないけど……）

　でも、と思う。

　けれども、と思う。

　いつの日かなどと寝ぼけたことをいうつもりはない。明日にでも。今日にでも。その力を手に入れる。

　そのためには目の前の暗闇を恐れている暇はない。

「警戒っ」

　ミノリの意識を、五十鈴のひそめられた声が現実に引き戻す。

　五十鈴は細めた視線で尾根の先を見る。そこは明かりひとつない真っ暗な森の木々が広がるだけだが、〈吟遊詩人バード〉の鋭敏な感覚はその漆黒の中になにかをかぎつけたらしい。

　彼女は小さくハンドサインを残すと、列の先頭に出て偵察をはじめる。

「魔獣だ……。種類はわからないけれど、大きな犬のような生き物にまたがった〈緑小鬼ゴブリン〉が見える」

　五十鈴は小さな声で報告する。谷間を渡る風は、こちらの匂いも声も、尾根に届かせはしないだろう。それは有利な点だが、逆に高所を相手に取られているのが痛い。

「数は、獣３に〈緑小鬼ゴブリン〉３」

「〈魔狂狼ダイアウルフ〉──強敵です」

　ミノリは呟く。

　シロエの授業で基礎知識だけは身についている。ダイアウルフは大型で凶暴化した狼の一種だ。だが、狼とはいっても野生種ではない。マナと月の魔力に狂った、れっきとしたモンスターで、その戦闘能力は通常の狼の２倍以上にもなる。




「弱点は？」

「多くないです。この状況で使えそうなのは……。閃光と、轟音くらいかな。でも、初回しか効きそうにありませんね」

　ルンデルハウスの問いに言葉少なく答えるミノリ。

　一行はしかし、躊躇わなかった。躊躇ったとしても逃げ場などないのだ。

「いくよ。ルディ兄は攻撃の主軸をたのむ。ルディ兄ぃを守って勝とう。ミノリはルディ兄にもダメージ遮断を。五十鈴姉ぇはルディ兄に合わせて」

　みんなの意見をトウヤがとりまとめると、一行は風向きに注意を払いつつ、尾根を目指す。

　月は中天にあり、長い夜はまだはじまったばかりだった。




　　▼４




　その夜、〈エターナルアイスの古宮廷〉。

　夜半からはじまった有志による事前協議は陰鬱で抑圧された雰囲気の中、続いていた。希望者による、という触れ込みだったが、〈自由都市同盟イースタル〉のほぼ全領主や参謀、〈円卓会議〉からも３人の正使、副使が出席しているので、これはもはや大会議と同じメンバーによる話し合いということになる。

　それだけの人数が参加していると、通常であれば静かにしていても、身じろぎや咳払いなどで、どこかざわめいた雰囲気になりそうなものだが、今日ばかりはまるでなにかの引き金を引くことを恐れるように、だれ一人として物音ひとつ立てなかった。

　議題は「昨今のヤマト列島北部の治安状況」というものである。

　この会議を招集したのは、ウツルギ神前街の領主、クレンディット男爵だったが、誰の目から見ても、男爵自身の発案というよりは、場の流れや圧力に負けて、この大役を押しつけられたのが見え見えだった。

　招集者として司会を務めている男爵だが、見るも哀れなほどに狼狽えており、シロエが見つめる先でもひっきりなしにその黒髭をいじり脂汗をぬぐう。

「といたしましても」

「ふむ……」

「ふぅ」

　会議は議題らしきものの周囲をぐるぐると回りつつも、一向に進展する様子がない。

「ヤマト列島東北部に発生した〈緑小鬼ゴブリン〉の大部隊は、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉を発しまして……その……あーっ。……わが、領土を……蹂躙してゆきました……はい」

　それでも周りからの突き上げを喰らったクレンディット男爵が、震えてひび割れた声で、数十分前に話したっきり、議論らしきものは一向に進展していなかった。

（領主たちにしてみれば、僕たちに話の口火を切らせて、なんとか情報もしくは譲歩を引き出したいという考えなんだろうな。あるいは〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉を攻略しなかった責任というか、罪悪感を利用したいとでも考えているのかもしれないが……）

　居並ぶ多数の領主を観察して、シロエは考えを巡らす。領主の表情の中には、恐怖、諦念、怒気、哀願などさまざまなものが浮かんでいる。

　その様子は余裕という言葉にはほど遠い。そわそわと落ち着きない態度を取りながらも、時に恨みがましい憎しみの視線を〈円卓会議〉へと向けてくるのは、ツクバの街の領主キリヴァ侯だ。




（ツクバの街は……マイハマと並んで〈緑小鬼ゴブリン〉の軍勢からもっとも近い場所にある。最前線といってもいいだろう。その上、東部最大を誇るマイハマの都に比べれば戦力も乏しく、城壁もけっして頑強とは思えない。……賢者の学舎を中心にした学者と魔法使いの街だと聞くし。内心では僕たちに思うところもあるんだろうな）

「あー。うぉ、うぉっほんっ、かような訳でして……。目下、我らが、〈自由都市同盟イースタル〉んにぃ、おきましては、火急の事態として、この亜人間どもの襲来という、未み曾ぞ有うの災厄が起きております。この事態に関しまして……」

　クレンディット男爵の冗長な司会により会議は再開されるが、今度はざわざわとした私語が止まない。領主も、その後ろに控える文官たちも、ひそめた声で周辺にいる仲間と話し合っている。ひとつひとつの声は言葉が聞き取れないほど小さいが、全体が寄り集まると、騒然とした雰囲気は否めない。

　横を見ると、ミチタカも大きく肩をすくめていた。

　これでは会議の体を成してはいない。

　しかしだからといって、こちらから折れてゆくのも〈円卓会議〉のこのあとを考えると、譲歩しすぎだといえるだろう。




「〈イズモ騎士団〉の動静をご存じの方はお教え願いたい」

　仕方なく発したシロエの発言は、騒がしくなりかけていた会議にいきなり冷水を浴びせかけたような効果があった。一部の領主は目を真円に見開き、なかば口を開けてシロエの方を凝視している。

（なんなんだ、この反応は。〈大地人〉は僕らを思考能力のないサルだとでも思ってるのか？……ああ、まったく。仕方ないか。ついこの間まで、僕らだって〈大地人〉をノンプレイヤーキャラクターだと侮あなどっていたものな。おあいこだよなぁ。それにしても、……〈イズモ騎士団〉が動けない状態にあるのは間違いないみたいだ。しかもこれは、別件で動けないというだけの反応じゃないのか？　より奥深い理由でも？）

「イ──〈イズモ騎士団〉はわがヤマトの守護神。このような戦に呼び立てる訳にはいかない。それよりも、アキバの〈円卓会議〉殿に尋ねる。なにゆえ、ヤマトの危機に立ち上がらないのですか？　クラスティ卿ひきいる騎士団は精強無比と聞き及びます。〈円卓会議〉はこのたびの事件に兵力を派遣せぬおつもりかっ？」

「それについて領主各位の意見を聞くための会議だと考えていたが、我らアキバの街の意見を聞くための会議だったのですか？　〈円卓会議〉における決定はさらなる情報収集なんですがね」

　ミチタカはぶっきらぼうな口調で頭をかきながら答える。

　会議に参加する以上、発言を求められるのはかまわないが、話をそらされるネタに使われるのは不愉快だ。そんな態度だった。

「アキバの街の騎士団は東西不敗と聞きますっ」

　名前は知らないが瘦せた貴族が叫ぶように言葉を添える。

「どのような噂を耳にされたかわかりませんが、我ら〈円卓会議〉もアキバの街も、領主方がおっしゃるような意味での常駐兵力、騎士団は一切所有していません」

　シロエは半ばあきれながら肩をすくめる。

　やっとわかってきたが、この世界の戦力、戦争の単位というのは、特に〈大地人〉においては「騎士団」を基準にしているようだ。この場合の騎士団というのは馬に乗った精鋭兵士という意味合いではなく、職業的な軍人である。「常に戦いに備えている固有戦力」が「騎士団」であると理解してさほど間違いはなさそうだ。

〈冒険者〉が存在するこの世界において「傭兵団ようへいだん」というのはほとんど聞くことがない。また一般市民が武装を行なう民兵は、農村の自衛などといった局面でしか見ることはない。領主たちが武装農民の存在を快く思わないという背景があるらしかった。

　つまり、「騎士団」というのは貴族が理解できる唯一の戦力のあり方なのだ。

　しかしだからといって、アキバの街がその流儀に合わせる必要など、シロエは感じていない。




「それではいったいなんのための〈冒険者〉ですかっ」

　血走った目でまくし立てるキリヴァ侯の言葉に、ミチタカが反応する。

「なんのための〈冒険者〉？　……それはどういう意味ですか？」

「決まっているでしょう。〈冒険者〉の能力は、神から与えられた恩寵っ。大地を救うための義務があるはずだっ！」

「聞いた覚えがない話ですね」

「なにを寝ぼけたことをいっている。不死、不滅っ！　そのような能力をもちながら、この世界に対する義務を放棄するというのかっ。恥を知れっ。それだけの能力をもちながらなぜそんなにも傲慢なのだっ!?」

「──ふざけるなっ」

　ミチタカの大音だいおん声じようは空気をビリビリと震わせて響き渡る。
















　この会議を行なう前、シロエたちは昼からの情報収集と話し合いの中で、記憶の剝落について深く考察をした。そして、今回の出征の可能性についても、だ。

　確かに、記憶の欠如は恐ろしい。元の世界の記憶をなくすということは、故郷を失い、この異世界で迷子になるように心細いことだ。しかし、だからといって、この世界での「生」を避け得ぬことは明白だ。

　もはやシロエたち〈冒険者〉にとっては「死」すら終了を意味しないのである。いつまで続くのかはわからないが……限りない生を生きるしか、今のところ道はない。

　そうであれば、もし仮に今回の〈緑小鬼ゴブリン〉軍に対する出兵を回避できたとしても、いずれはどこかで不可避の戦いに巻き込まれざるを得ない。〈円卓会議〉はその点では一致した。どこかで戦わなければならないのであれば、今回のゴブリン王との衝突に、むろん勝算を段取ってのことだが立ち上がってもよい。その覚悟さえ決めて、現場の交渉責任者としての３人に権限を預けたのである。

　しかし、かといって、一方的に使われるのは今後のためにもよくないだろう。安易な兵力提供は、〈円卓会議〉やアキバの街だけではなく、ゆくゆくは〈自由都市同盟イースタル〉にも傷を残すとシロエは主張した。力を合わせるのはかまわないが、そのための筋は通さなければならない。

　そしてこの夜の会議における役割を確認しあったのだ。

　シロエは〈円卓会議〉からの派兵に賛成しつつ情報を引き出す。

　ミチタカは〈円卓会議〉からの派兵に反対しつつ譲歩を引き出す。

　クラスティが最終的な意志決定を行なう。




　つまり、ミチタカがキリヴァ侯の派兵要請に反対したのは、シナリオ通りだといえる。しかし、ミチタカの一喝には予定された演技という以上のにじみ出る怒りがこもっていた。

（……当たり前か。不死だからリスクがない、リスクがないから働け、なんてのは）

　それは、記憶剝落が明らかになった〈冒険者〉にとっては逆鱗げきりんに触れる物言いだった。ミチタカが怒るのも、無理はない。

（弱者が強者にもつ傲慢か……。いや、笑えないな。僕らだって自分たちの知らぬ間に傲慢を身につけてるかもしれないんだし……）

「まず第一に、俺たちは〈自由都市同盟〉の領主ではない。同盟に参加する儀礼とやらはまだ受けてない。まだ受けてないゆえに、昨日の全体会議にも呼ばれなかった。違うか？」

　ミチタカは力強い瞳でぎょろりとにらみつけながら言葉を続ける。

　昨晩、領主たちが秘密会合をもったことはアカツキの調査でわかっている。

　その内容までは領主方の間かん諜ちように阻はばまれてわからないが、この会議進行を見れば自ずと明らかだ。




「それはよい。事実我らはまだその叙勲とやらを受けていないのだからな。しかし、各々方、貴族だけが全体会議を行ない、我ら〈円卓会議〉、我らアキバの街に一方的な協力を要請するとはいかがなものかっ？　我らは我らの参加しなかった会議の要請に従う義務があるとでも？──いかがお考えか？　クレンディット男爵」

「さような。けっしてさようなことは……その、ございません。それは誤解でございますぞっ。ミチタカ卿っ」

「俺は卿なんかじゃねぇっ。叙勲なんざ受けてねぇっていっただろうが」

「そ、そのようなことをおっしゃられてもっ。……われら〈自由都市同盟〉領主一同が、その……。共謀ですか？　を、して……。衆を頼んで、アキバの街に出兵を求めておる。そのような事実は一切ない訳であり……」

　ミチタカの剣幕に、哀れなクレンディット男爵は目を白黒させながら言葉を詰まらせる。

「ふむ。では、アキバの街に出兵を求めたのは、キリヴァ侯爵の独断であり、〈自由都市同盟〉の総意とは一切関係ない。こういうことでしょうか？」

　シロエはそのクレンディット男爵の言葉に応えた。

　その言葉で度を失ったのは、キリヴァ侯爵である。

「なっ！　それがしがこのような件で私利にかられ、独断でことを進めたと仰おつしやるおつもりかっ！　各々がたっ。カシワザキ伯！　タイハク侯！　スワ湖畔長っ!!　なぜ各々がたも、〈冒険者〉に一言いってやらぬのですかっ！」

「それは……っ」

「確かに総意ではない。総意ではない……が。我らの中でもそのような声が聞こえ、それが少なくないことも事実。それともアキバの街の誉れ高き最高戦力は、ヤマトの大地の災禍などはどうでもよいと仰せか？」

　脂ぎった中年の領主が粘り着くような声でミチタカに迫る。

「俺たちは犬猫ではない。〝お前たちは死なぬのだから〈緑小鬼ゴブリン〉を掃除してこい〟だ？　そのような言葉に乗って同胞を戦場に駆り立てるようなものが、アキバの民の信任なんて得られる訳がねぇだろうがっ！」

　シロエは激高しかけるミチタカの腕を引き、椅子に引き戻す。

　役割上、ミチタカが反対するのはかまわないが、このまま感情にまかせて怒鳴り、記憶剝落の情報が〈大地人〉に漏れてしまいでもしたら、面倒なことになる。




（ふむ……。これは、困ったなぁ……）

　多少失敗したかな、とシロエは考える。

　会議の場はキリヴァ侯とミチタカの対立で、完全に硬直してしまった。シロエとしては、今回の遠征には、出兵というか、協力してもかまわないと思っている。いや、最終的には協力せざるを得ないと考えている。

　どちらかといえば、その落としどころをもうちょっと時間をかけて探るつもりだったのだが、その間もないうちに、会議に亀裂が入ってしまった形だ。こうなってしまっては、なかなかに意見も差し込みづらい。

（考えてみれば、譲歩を引き出すとかいいつつ、具体的な目標を定めておかなかったのは失敗だったな……。例えば資金とか、経済的な協力だとか、あるいは条約締結とか。いずれにせよ、ゴール未設定で挑んだのは失着だった）

　重苦しい空気が流れて凍てついた会議。

　さすがのセルジアッド老公も声を上げることができない空気に、シロエが苦慮しながらもなんとか一石を投げ込もうとしたとき、前触れもなく観音開きの大扉が開く。

　廊下を渡っていたのであろう涼やかな風と共に入って来たのはひとりの美び姫き。

　銀髪を結い上げて淡い夜明け色のドレスをまとったレイネシアだった。
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　レイネシアは後悔していた。

　それをいうならば、先ほどから一瞬たりとも休まずに後悔をし続けている。

　いつものレイネシアを知る人が見ればほろりと涙を流すほどに、勤勉にレイネシアは後悔していたのだ。この際、後悔するというのが非生産的な行為で、本来「勤勉」という形容詞で表現されることはないというのは横に置いておく。

　今日のレイネシアにそんな細かいことを気にする余裕はないのだった。

　大広間はレイネシアの想像を超えて広かった。

　実をいえば、レイネシアはことの次第を隣室で聞いていたのだ。

　もちろん公爵家の令嬢であるレイネシアは盗み聞きなどというようなはしたないことはしない（そんな技術は持ち合わせていない）。実行したのはエリッサである。

　会議の流れに突き動かされるように乱入してはみたものの、膝はガクガク震えるし、心臓は跳ね上がっている。レイネシアは貴族令嬢として衆人環視の中で優雅に微笑むことやダンスを踊ることには長たけていたが、このような政治の場に出るのははじめてであり、その予定さえもなかった。

〈自由都市同盟イースタル〉は貴族文化の勢力圏である。貴族にとって女性、特に未婚の女性は、一人前とは見なされない。このような席での発言は過去許されてこなかったし、それは今後もそうであろう。レイネシアは「淑しとやかで控えめな理想の令嬢」として育てられたために、それをよくわきまえている。だからこそ自分のしでかしている最中の大事件に怯えていた。

　しかしレイネシアの心の中にあるなにかが彼女を突き動かし、両親や騎士たちの陰に隠れていることを許さなかったのだ。




　レイネシアは内心でだらだらと冷や汗を流しながらも、表面上は優雅な足取りで会議室の中に足を踏み入れる。

「これは……」

「相変わらずお美しい……」

「コーウェン公の孫姫、レイネシア嬢ですな」

「まるで月夜の湖の妖精のような」

　この会議室には領主だけではなく若手の騎士や参謀も多数存在した。あの舞踏会の夜、一目でレイネシアのファンとなった彼らはひそひそとそのような囁きをかわし合う。

　もちろんその中には、好奇心を越えて欲情で濁った品性の下劣な視線もあった。

　卵形の柔らかな輪郭線を描く頰。愁いに満ちた大きな瞳、すっきりした鼻筋。そして銀糸のような髪は今日は結い上げられ、うなじの美しいラインから鎖骨を惜しみなく見せたドレスと、美しい調和を見せている。細く見えるが十分に女らしい曲線美をもった肢体を合わせれば〈自由都市同盟〉でも屈指の美姫であることに異論を唱えるものはいないであろう。

　その上彼女を娶めとるということは、ヤマト中でも１、２を争う権勢を誇る公爵家、コーウェンを継ぐということでもある。純粋な思慕や憧れの視線だけでなく、欲にまみれた求愛を受けるのも当然であった。

　会議室にはコの字型にテーブルが置かれている。部屋の突き当たりにある短い辺のテーブル中央にいるのは、クレンディット男爵だ。会議の議事進行を務めているのであろう。その隣には彼女の祖父、セルジアッドがいる。




　孫のレイネシアから見ても、いつも厳しく恐ろしい祖父だった。今日だけは見逃してほしいと願いながらも、部屋の中央に進み出ると、優雅に膝を折る伝統的な挨拶を行なう。まずは正面、そして東。最後には西に。

　先ほどから思考は停止している。

　頭の中に綿花でもつめたかのようで、なにも考えることはできない。長い訓練のすえに獲得した、自動人形のような優雅さで会釈を行なう自分。それをどこか他人事のように眺めている「本当のレイネシア」は、心の奥底に隠れてがたがたと震え、（想像上の）クッションを頭からかぶってパニック状態なのだ。

　だが、姿勢を正して、視線を上げた瞬間に、目的の人物と目があった。

　この１週間弱の間、毎日のように顔を合わせ続けた不作法の極み。慇懃いんぎん無礼な大男。読心術使いの妖怪。歴戦の騎士の格好をした、悪魔的嫌がらせ屋。

〈円卓会議〉の代表のクラスティ。

　レイネシアからすれば巨大ともいってよいがっしりした体軀を、装飾の少ない漆黒の服に包んだクラスティは、このように救いのない会議の中にあっても、普段通りの表情を崩していない。

　つまり、長方形の細い眼鏡で視線を隠し、あるかなきかの微笑みを唇に浮かべた、意地悪な表情だ。

　レイネシアはそのクラスティをじっと見つめる。

　クラスティもレイネシアを見つめていたが、やがてほとんど唇を動かさずに囁いた。

「──今日はなまけの虫はいいんですか？」

　そんなことは決まっている。

　よくはない。

　すぐさま居心地のよい部屋に帰りたい。着慣れてちょっと形が崩れてきた、しかしそれゆえレイネシアに取ってはこよなく着心地のよいネルのパジャマに着替えて、ベッドでごろごろしたい。

　誰とも話さないで、心ゆくまで昼寝をしたい。そのあとでもそもそと起き出し、ろくに洗顔もしないで昼ご飯を食べたり、二度寝したりしたい。

　だから、クラスティをじっと見つめた。

　いつもの貴婦人のような優雅な微笑など浮かべる余裕はない。

　みっともなく、奥歯をくいしばり、唇を引き結び、ただクラスティを見つめる。レイネシアは自分の後ろでエリッサが気をもんでいるのをどこかで感じるが、それすらも気にする余裕はなく、クラスティの瞳を見つめ続けた。




　会議室がざわめきはじめる。

　この突然のイベントはなんなのか。

　あるいは筆頭領主であるセルジアッド公の差し金なのかと考えていた領主たちが、沈黙に耐えかねて疑問の呟きを漏らしはじめたのだ。

「レイネシ……」

「クラスティ様」

　レイネシアは祖父の言葉を振り向きもせずに遮って、クラスティに声をかける。

　声が震えなければよいと願いながら。

　ひとたび口に出せば元には戻れないかもしれないとなかば予感しながらも、すべてをなげうつ覚悟で、彼女はクラスティに申し出た。

（この人は人間じゃない。妖怪。妖怪ですから……）

　内心ではがくがく震えながらも、クラスティの穏やかな雰囲気を思い出す。長い間一緒にいて、一度も自分に個人的に接触しようとしなかった彼の穏やかな空気を。ほんの一言も優しい言葉をかけてくれなかった彼の、ほとんど神がかりじみた洞察力を。

　そう。彼の人当たりのよさと猫かぶりを。

　表面を取り繕い、それらしく見せかけるという一点において、彼女とクラスティは共犯者だった。

　この１週間の間、彼女と彼は、相棒として〈自由都市同盟イースタル〉のすべてを騙しきったのだ。穏やかな微笑みと柔らかい物腰を用いて、ふたりの真実を、だらけきった悪ふざけを、そのささやかな機密事項を守りきったのだ。

（そうだ……。わたしはたぶん……。この人の不誠実さを、信じている。その噓つきの、噓を信頼している。わたしを見抜いてくれることを、このふざけた冗談に乗ってくれることを……）

「はい、レイネシア様」

　クラスティが恭うやうやしく答礼をするのに合わせて、レイネシアは一歩前に出る。会議テーブルを挟んで、その距離は１メートルもない。

「これからアキバの街に向かいます。供をしてください」

　レイネシアははっきりと告げた。

　頭の中はしんと静まりかえり、会議のざわめきさえ遠く聞こえる。

　自分の鼓動と、熱く火照る耳たぶの温度。ほんのわずかに細められたクラスティの表情の変化が、いつもよりずっとよくわかる。

「クラスティ様は、騎士の剣にかけて誓ってくださいました。会議の間、わたしに侍はべってくださると。ですから願います。わたしはこれからアキバの街に向かわなければなりません」

「アキバの街へ。──なにを？」

「義勇兵を募ります」

　レイネシアの言葉に、領主たちが息を飲むのがわかった。アキバの街を統治しているのは〈円卓会議〉。アキバの街の〈冒険者〉たちは、〈円卓会議〉の兵力。兵力とはこの世界において騎士団である。

　それはつまり、自らの領地でもない街に赴き、許可も受けずにその騎士団に直接、戦闘への参加を促すということ。貴族社会の常識からいえば、〈円卓会議〉の権威を傷つける、越権的な行為であった。

　しかし、その義勇兵を募る旅に、クラスティ──〈円卓会議〉の代表が同行すれば風向きは少し変わる可能性がある。

　もちろんレイネシアは騎士であるクラスティ個人に護衛を依頼しているにすぎない。理屈としては、クラスティが仮に護衛を受け入れたとしても、〈円卓会議〉が矛を収めなければならないということはない。最悪、レイネシアは扇動者として断頭台に上ることになる。

　しかし、〈円卓会議〉の決定に対してよい影響を与える可能性もまた、十分にあり得る。自らの代表が護衛をしたその姫君を断頭台に上げる決定は、さすがにはばかられるだろう。

　しかしセルジアッド公が今やただひとり残る孫娘に、そんな勝手を許すはずはないのではないか？　貴族たちの間には、落胆とも納得とも喜びともつかない、複雑なうめき声が上がる。

　レイネシアの突飛な発言は、クラスティに受け入れられる可能性はないだろう。しょせん女子どもの思いつきにすぎない。




　だが、レイネシアはまっすぐにクラスティを見つめ続けた。

「それは、とてもとても面倒くさいと思いますが？」

「──はい」

　レイネシアは従順な淑女の表情で頷いた。

　だが、その内心は、会議に列席する参加者が気品と憂愁を感じている横顔ほどに穏やかではない。もし可能であるならば、クラスティに泣きつきたいほど追い詰められているのだ。

「なぜ、そのようなことを？」

「……クラスティ様は仰いました。〈冒険者〉は自由だと。わたしは、愚かな女にすぎませんから……、政治向きのことは、よくわかりません。お爺さまたちがなぜ〈イズモ騎士団〉が行方不明であることを隠しているのかも理解できません」

　今度こそ会議は怒声に包まれる。

　レイネシアの思慮の浅さを非難する声に、あたかも壁がビリビリと振動するほどの喧噪になる。エリッサは主を守るために懐から小振りな短剣を取りだし、立ち上がった領主たちはそれを見てさらに口々にわめき立てた。

「これはたいそうなことをしでかしましたね」

「責任を取るときは、一緒に謝ってください」

　レイネシアは心底いやそうな表情でクラスティに答える。

　それは「イースタルに咲く一輪の冬薔薇」にはふさわしくない表情だったが、もはやこの広い会議場で、レイネシアの表情のわずかな変化に気がつく参加者などほとんどいない。セルジアッド公の孫娘が領主会議を裏切って〈円卓会議〉に機密を漏らした、として糾弾する声はとどまるところを知らなかった。

「なにを考えているんです？」

「クラスティ様にも、わからないことはあるのですね……。ええ、なにも。なんにも考えてはいません……。ただ、わたしは、コーウェン家に連なるものとして、礼は失したくないのです」

　その時クラスティの隣にいた魔術師風の青年が、両手を打ちならした。その鋭い音は大気を震わせ、会議室にいる領主も騎士もまとめて、ほんのわずかな間金縛りに陥れる。

　おそらく、精神系の魔術の一種なのだろう。

　刹那訪れた静寂の中で、レイネシアは振り返り、クラスティを背にかばうようにして声を張り上げた。

　クラスティに告げたとおり、レイネシアは何も考えてなどいなかった。

　ただ胸の中にあふれる質量に押されるように言葉を紡いだだけなのだ。

「〈冒険者〉は自由です！　私たちよりも自由な人間なのです。……わたしたちは確かに〈冒険者〉より弱いかもしれませんが、だからといってその弱さに居直ってよい訳がない。我らは我ら自身の弱さに甘え、彼の方々を道具のように使う権利などありますまい。わたしはアキバの街にいって、直接あの街の〈冒険者〉の方々に願うつもりでいます。〈冒険者〉は自由だと仰ったクラスティ様ですから、もし応えてくれる〈冒険者〉の方がいれば、止めるようなことはないでしょう。十人でも十五人でも、力を貸してくれる方を見つけにいきます。自由な彼らに物事をたのむのなら、礼を尽くすのが当然ではありませんか。礼を尽くすとは言葉を飾ることではないとわたしは祖父に教わりました。直接出向き、街路に立って、〈冒険者〉の方々のひとりひとりに懇願するつもりでいますっ」

　いった。

　とうとういってしまった。

　血が引いて立ちくらみにも似た昏くらさのなかで崩れそうになるレイネシアの肩を支える手がある。

「あとは任せていいかい？　シロエ君」

「お断りします。そんなもったいない」

「……では、ミチタカ殿だ」

　ふわふわした中で交わされる会話が、どこか遠くに聞こえる。

　鋭く響く笛の音。ざわめく会議室。

　慌ただしい靴音に、なにか押し問答をするような怒声。




　まるで舞踏会でエスコートされるかのように手を引かれたレイネシアは、いつの間にか夜風が渡るテラスにいる。振り向いた視界には混乱する会議場と、そこから抜け出して追いすがる何人かの騎士。その先頭にいるのは、彼女に厳しくも慕わしい祖父の顔だ。

「いくのか？」

　なにも考えられないほど混乱した頭なのに、その言葉だけは澄み切った夜空に描かれた光の文字のように伝わり、レイネシアははっきりと頷く。祖父の顔がほころんだような気がしたが、それは気のせいだろう。

　そんなことを考えていられたのも一瞬だけだった。

　強い上昇気流に乗って、バルコニーすれすれを滑空してきた恐ろしい翼をもつ魔獣──〈鷲獅子グリフオン〉に叫び声を上げる間もなく、彼女は荷物のように抱え上げられる。

「失礼」

　涼やかな声は、白皙の戦士クラスティのもの。

　がっしりとした腕で彼女を横抱きにしたまま、クラスティは脚力だけで、〈鷲獅子グリフオン〉の背に飛び上がる。

「しがみついていてけっこうですからね」

　涼しげな声がなかったら気絶してしまうような状況の下、ふたりを乗せた〈鷲獅子グリフオン〉は星々の夜に飛び上がった。

　脇に控えるのは魔術師風の青年と黒髪の少女を乗せた、もう一頭の〈鷲獅子グリフオン〉。

　置き去りにしてきたのは祖父と貴族たちの領主会議。

　耳元でうなる轟々とした風にドレスをもっていかれないように、レイネシアは必死でクラスティの胸にしがみつく。

　レイネシアの「出来心」は、こうして止めどない坂道を転がりはじめたのだった。
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「なにを笑っているのだ、主君」

　腕の間からアカツキが身をよじるようにしてシロエを見上げてくる。

　先ほどからシロエは、喉の奥を鳴らすような音を立てて忍び笑いをもらしているのだ。

　星々の間を〈鷲獅子グリフオン〉は風を裂き一路北東へと向かっている。この調子では、あと数分もすればアキバの街は見えてくるだろう。地上を移動すれば数時間の旅路も、力強い翼を羽ばたかせる魔獣の背に乗れば20分程度の短い距離でしかない。

「いや、傑作だと思ってさ」

「ん？」

　シロエはおかしそうに笑う。

「クラスティさんのあんな顔、はじめて見た。誤魔化してたけどさ。……あれは、押されてたよね。あー、すっきりした」

「主君はまだ根にもっていたのか？　……舞踏会のことを」

「そんなことはないけど。……でも、そうなのかな」

　シロエは腕の中にすっぽり収まったアカツキに応える。

「それに、あのお姫様もたいしたタマだよ。あそこでああくるとはね。──礼節、か。それはちょっと考えてなかったなぁ。でも、彼女は今回の件で行き止まりにはまり込んでいた〈自由都市同盟イースタル〉を救った。誰がどういおうと、彼女は自分たちを救うために行動を起こして、それに成功した訳だ」

〈自由都市同盟イースタル〉は〈円卓会議〉の戦力を必要としていた。どのような子細があるのかまではまだシロエにもわからなかったが〈イズモ騎士団〉が動けないのであれば、〈冒険者〉を投入する必要はあるだろう。もしそれに失敗すれば、泥沼の消耗戦に突入する。

〈自由都市同盟イースタル〉の24領主はその幾つかが空席になるということも十分に考えられる事態だったのだ。

　そうである以上〈自由都市同盟イースタル〉はどのような条件をのんででも〈円卓会議〉と〈冒険者〉を戦場に引っ張り出す必要があっただろう。

　しかしここにひとつ大きな誤解がある。

〈円卓会議〉はアキバの街の自治を司り、その運営について一定の責任を負ってはいるが、アキバの街を支配している訳ではないという点だ。

〈冒険者〉は自由そのもので、個々のギルドや個人はその行動を制限されるべきではないというのが、アキバの街の成立理念として言語化するまでもなく存在している。〈エルダー・テイル〉にゲームとして参加したシロエたちにとって、それは確認するまでもなく「自明」のことなのだ。

　不安定な合議制で自治を行なっているアキバの街で、街に住む〈冒険者〉の自由を束縛するということは、〈冒険者〉の間に大きなストレスを生じさせるだろう。

　当然のように、クラスティをはじめとする〈円卓会議〉特使は、今回の対〈緑小鬼ゴブリン〉軍防衛戦に協力を確約することはできる。しかしそれは無条件にというわけではない。その条件とは「自らの判断をアキバの街の〈冒険者〉に公開したときに十分な支持が得られる」という一点にある。

　そうでなければ、シロエたち特使は、あっという間にアキバの街の人々から見捨てられるだろう。

　現在アキバの街は防衛的な意味においては十分以上の戦闘能力をもっている。経済的には、食糧自給に難はあるが、元の世界の知識を利用したアイテム開発がはじまったおかげで、将来的には伸びていくことがほとんど確約されているといえるだろう。

　つまり、アキバの街に対して報酬を用意するというのは、なかなか難しい状況にあるのだ。餌で釣ろうにも、アキバの街はかなり裕福なのである。

　お金を出しても駄目、技術提供も難しいとなれば、〈自由都市同盟イースタル〉は手詰まりになるのは当然だ。もちろん、食料供給をはじめとして、アキバの街にも欲しいものはいくつかある。「元の世界」を知るシロエたちにとって、生活の快適性を追求する欲求は高いからだ。今さら元の湿気た煎餅には戻れない。

　だが、付き合いの浅い領主たちはそれを敏感に察知することはできなかったのだろう。

　シロエは、会議が平和裏に進むのであれば、そういった〈円卓会議〉側の要望をさり気なく提示することによって、交渉をまとめようという腹案をもっていた。




　しかし、キリヴァ侯をはじめとする一部の貴族の暴発により会議は硬直して、カードが切れるような状況でもなくなった。

（無自覚だろうけれど、彼女はその領主たちを救い、僕たち〈円卓会議〉をも救ったことになる）

　実をいえば、シロエ本人は今回の派兵には賛成である。

　この世界において「生」は、どうやら避け得ぬ運命のようであるらしいし、避け得ぬのであれば有利な状況で戦うべきだ。

　領主たちは、〈冒険者〉を無敵の兵と見て戦場投入を望んだが、その認識には欠陥があり、実際には〈冒険者〉もリスクを背負っている。それは記憶の剝落だ。クラスティの証言により、どうやら１回や２回の死によってすべての記憶を失う訳ではないとわかってきたが、それであっても恐ろしいプレッシャーであるには違いない。

　今は〈円卓会議〉内部にこの情報は留められているが、いずれアキバの街の住民全員に発表しなければならないだろう。

　その時、〈円卓会議〉が現在の治安を維持するためになにが必要か？　シロエはそれを幾夜も眠れぬままに悩み続けた。そして今ではその答えは、「納得」ではないかと考えている。それは「リスクに見合った覚悟」だともいえる。

「死」が無意味化されたことにより絶対の終着点を失った「生」は、それ自身を混沌とさせるだろう。開始点から終着点へと至る不可逆の通路という構造を失い、たどり着くべき対岸を失った生は、迷走を余儀なくされる。

　シロエたち〈円卓会議〉特使も、〈自由都市同盟イースタル〉への協力はするにしたところで、ただいいように使われる訳にはいかない。なぜならばそれはアキバの街の〈冒険者〉の「納得」にダメージを与えるからだ。




（それを真っ正面からね……）

　それに対してレイネシア姫は「自分が説得する」といった。

　──本来自由であるはずの〈冒険者〉の方々のひとりひとりに懇願する。

　そういいきったのだ。

（〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉……）

　シロエには、あの言葉の不吉さが胸に迫ってならない。

　自分たちはどこにいるのだろうか？

　シロエにとって亜人間はモンスターであり、ゲームにおける敵だった。しかしリ＝ガンは〈第一の森羅変転〉の呪いによって産み落とされた、歪んだ魂の悪夢だという。

　シロエは、地球に生きている普通の大学生だったはずだ。〈エルダー・テイル〉はただのオンラインゲームだったはずだ。しかし、リ＝ガンはシロエたち〈冒険者〉は〈第二の森羅変転〉によりこの世界に召喚された存在だという。

　シロエが不死身なのは当然だ。だってそれはゲームなのだから。しかしリ＝ガンは〈魂魄理論スピリツトセオリー〉による魂魄の修復と再生は世界生成の秘密に関わる偉大なる機構の一部だと考えている。

　自分はどこに立っているのか。

　それがシロエにとっては不安で仕方がない。

〈鷲獅子グリフオン〉の背に乗って空を駆けるこの身体が夢なのか、それともパソコンデスクに向かってクリックをしていた自分が夢なのか、その境界があやふやになる。

　もしその不安を抱えたまま記憶を奪われれば、自分はきっと無む明みようの闇に突き落とされるだろう。多くの〈冒険者〉がそうであるに違いないのだ。そんな時、誰が助けてくれるかといえば、そんな都合のよい他人は存在しない。

　あるのは「納得」だけだと、シロエは考える。

　その納得をどうすれば手に入れられるか、それはシロエにもわからない。そしてそんな疑問や答えを出すための時間を、この世界は与えてくれはしないだろう。毎日は恐ろしい早さでやってきて、過去に流れてゆく。

　そんな不安定で苦しい道を辿りかねない、いや、辿るであろう〈冒険者〉に対して、あの淑女然としたレイネシア姫は「わたしたちは礼を尽くすのが当然だ」と言い放ったのだ。

（さすがクラスティさんだ、というべきなのかなぁ）

　腕の中で寒そうに頰をシロエにくっつけてくるアカツキをかばうように腕を回したシロエは頰をゆるませる。

　キリヴァ侯の感情的暴発は、〈円卓会議〉の退路をも塞いでしまっていたのだ。〈冒険者〉をただの道具のように見なした発言のせいで、シロエたちは、たとえ協力したくても今回の戦役に関与するチャンスを失ってしまった。

　もしあのような態度に押されて協力を約束したとすれば、それはアキバの街の〈冒険者〉の誇りを傷つけ、〈円卓会議〉は自治組織としての信任を失うだろう。




「主君、アキバの街だ」

「そうだね」

「次は戦場か？」

「おそらくね」

　この異世界において、夜とは闇を指す。

　足下に広がるのは漆黒の大地だ。星が広がる分、天の方が明るいくらいである。時計はないが、時刻は真夜中くらいだろうか？　だがアキバの街は眠っていなかった。

〈鷲獅子グリフオン〉で飛び立った直後に行なった念話により、〈円卓会議〉の方は準備ができているはずだ。〈ロデリック商会〉のロデリックも、シロエの打った手に応えていてくれるだろう。

　漆黒の大地の中、かがり火のように輝く光がアキバの街だった。

　近寄るにつれてひとつだった輝きは、無数のかがり火に分割されて見えるようになり、やがて広場を囲む、小さな指輪のような炎の環さえ識別できるようにになる。アキバの街最大の戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉が自らのリーダーを迎えるために、素早く準備した即席の発着場だった。

　夜の闇の中では視力を失う乗騎にさえ十分な光量の中、２羽の魔獣はアキバの街へと舞い降りてゆく。その長い夜は、まだ半分も時間を残しているのだ。
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　舞い降りた〈鷲獅子グリフオン〉から抱き下ろされる間、レイネシアは身動きひとつできなかった。ダンスなどで腰を抱かれたことはあるが、物心ついて以来、こんなに軽々と荷物あつかいされたことなどはない。

　異性にこうして扱われるのが、こんなに狼狽ろうばいすることだとは思わなかった。こわばった顔に微笑みを浮かべようとするが、自分でも引きつっているのがわかる。

　会議の時は強く決意していたという理由もあって、現実感が本当に湧かなかったのだ。なんだか熱に浮かされた気分で決行してしまった。

　今思えば、レイネシアはこの１週間、クラスティと過ごしすぎていた。内心を言い当てる妖怪じみたこの白皙の青年に比べれば、領主たちの前で啖たん呵かを切ってみせるのなんて、なんということはない、と勇気を出すこともできたのだ。

　しかし、その当人であるクラスティはやはり苦手だ。

〈鷲獅子グリフオン〉で飛んでいる間も、さり気なく気遣ってくれたことはわかっている。風で吹き飛ばされぬように、寒くないように。だが、気を遣われれば遣われるほど、内心の思いがすべてばれてしまっているようで、ただただ狼狽うろたえる自分がいる。

　別に、もはや自分が猫かぶりだということや、本当はナマケモノの人間嫌いで、部屋でごろごろすることしか考えていないどうしようもないダメ人間だということがばれるのはかまわない。

　だが、クラスティ相手に狼狽しているということだけは、できれば──いやなんとしても、隠し通したかった。

「どうぞ」

　クラスティから差し出された手に一瞬摑まって、大地に降りる。

　そこはアキバの街だった。




　深夜だというのに街の各所には明かりが灯されている。空から見下ろしたときはかがり火の類だろうと考えていたが、こうして降りてきてみるとそれはさまざまな種類の照明だ。広場にある７つの大きなかがり火はオレンジ、風雨に強いランプは黄色、魔法の明かりは燐光めいた白。

「その……ありがとうございます」

　視線を伏せて告げたが、クラスティはすでに興味を別に移していた。そちらからは、クラスティのマントの紋様と同じものを染め抜いた外套をつけた一団がきびきびとした足取りで近づいてくる。




　その集団と挨拶を交わしたクラスティは振りかえると、同じく黒髪の少女を抱え降ろしていた魔術師風の青年に話しかけた。

「シロエ君。彼女の支度と仕切りを頼んでよいかな？」

「ええ。もちろん。ですけど、いいんですか？」

「仕方ない。覚悟しておこう」

　シロエと呼ばれた青年と言葉を交わしたクラスティは、今度こそ同じ装束しようぞくの一団と立ち去ってしまった。と、同時に〈鷲獅子グリフオン〉たちも風を捲いて飛び去る。

　途方に暮れるレイネシアに、シロエと呼ばれた青年は声をかける。

「直接挨拶するのははじめてですね。レイネシア姫。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエといいます。こちらの娘はアカツキ」

　シロエの挨拶に続いて、アカツキと呼ばれた小柄な少女はこくりと頷く。無口なタイプであるらしい。

「じゃぁ、ついてきてください」

　シロエは背を向けて歩き出す。道をいく人々は、どうやらそのほとんどが〈冒険者〉であり、しかもなんらかの目的をもって動いているようだった。慌ただしい雰囲気が漂っている。




　アキバの街で冒険者を説得する、と啖呵を切って飛び出してきたレイネシアではあるが、その具体的な方法はまったく考えてはいなかった。〈円卓会議〉とか聞く、おそらくは領主会議のような場所で懇願をし、許可をもらってから主要な冒険者に順に面会をする。漠然とだが、そのようなイメージでいた。

　アキバの街は、マイハマとは全く違っていた。

　水晶と果樹による街路樹で構成された美しくも華やかなマイハマとは違い、この街は旧世紀の廃墟を利用した街のようだ。５階建て、10階建てというような建築物の狭はざ間まを街路が迷路のように走り、案内の青年からはぐれたらあっという間に道に迷ってしまいそうだとレイネシアは警戒する。

　道をゆく大きな荷物を抱えた女性が、器用にシロエに道を譲り、口早になにかを囁いて頭を下げる。このシロエという青年も、副使に選ばれるくらいであるからには〈円卓会議〉でそれなりの地位をもつのだろうとレイネシアは考えた。

（歩くの、ちょっと早いんですけどっ）

　アカツキと呼ばれた少女は苦もなくついていく。〈冒険者〉と呼ばれる人々の身体能力の高さは聞き及んでいたが、こうも基本的なところで差を実感させられるとは思っていなかった。

　シロエと呼ばれた青年は耳をふさぐように片手を当て、空中に話しかけながら進む。なんらかの魔法で連絡を取っているのだろう。




　やがて辿り着いたのは、大きくて黒っぽい建物だった。

「シロエ殿っ！」

「ご足労かけます、カラシンさん」

　建物のすぐ内側、どうやら歓迎の広間、ロビーで３人を待ち構えていたのは、若手商人という身なりの男だった。

「こちら、レイネシア姫」

「ほう！　お噂はかねがね。コーウェン公爵家のご令嬢でしたね。わたしは交易商人のカラシン。〈第８商店街〉の長です」

　カラシンと呼ばれた男は、やはり商人だったようだ。如才ない笑顔でレイネシアに挨拶する。だがしかし、その儀礼は貴族であるレイネシアから見ればいたって実際的でシンプルなものだった。

（〈冒険者〉の方々は、みなさんいたって率直で、虚礼を厭うようですね……）

　レイネシアは、淑しとやかに微笑んで優雅な──それでも彼女の基準からいえば略式の返礼をする。〈第８商店街〉とは奇妙な名前だが、このように名乗るということは、アキバの街の有力な一門の家名を表すのだろう。

「コーウェン家の娘、レイネシアです。どうぞよろしくお願いします」

　カラシンと呼ばれた商人は赤くなって視線を逸らす。その反応はレイネシアにすれば慣れたものだった。




「で、カラシンさん」

「おう」

「……んー。どうしたものかな。なににしようかな。インパクトが欲しいね。第一印象でグっといかなきゃ。……〈戦女神の銀鎧ヴアルキユリー・メイル〉ひと揃い、ある？」

「えっ。あ、ああ。もちろんあるけど……。あれは脚がなぁ……。いいのか？」

　だが、その安心もつかの間。シロエ青年とカラシンという商人は、内容はよくわからないが、なにか聞き捨てならないことを話しはじめる。

「ああ。問題ない。それくらいの方が、いろいろ都合がいいよ。それ１セットで。ケープは僕が確かもってるから必要ない。それから、適当な武器を見繕ってくれないかな？　片手持ちのデザインがよい長剣で、装備レベルが４以下なら平気だと思う。……アカツキ、部屋ひとつ押さえて、狭くていいから。時間貸しで。──いや、攻撃力とかどうでもいいよ。見栄えさえよければ」




　それから先はもはや羞恥と混乱の連続だった。

　簡素な一室に案内されたレイネシアは着ているものをはぎ取られ、手渡された戦装いくさしよう束ぞくに着替えさせられた。着付けをしたのはアカツキと呼ばれた少女である。

　日頃着替えなどは侍女にまかせている貴族は多い。もちろんレイネシアもその一員であり、人前で肌を見せることそのものは抵抗はない。

　恥ずかしさと混乱の源泉は、はじめて身につけた戦装束にあった。

　まず、羽毛のように軽い。

煌きらびやかな銀色の細かい鎖で編まれた帷子かたびらに、胸鎧。

手甲ガントレツトと金属製らしい脚絆レツグアーマーは唐草模様の打ち出しをあしらった優美なもので、エルフ族の細工を思わせる。

　問題は……。

　鎖帷子と、腰鎧だった。それらは太ももの付け根をわずかに隠すばかりで、脚のほとんどを露出させてしまっている。二の腕を露あらわにするこのようなデザインはドレスなどでも見かけるものだが、脚を見せるようなふしだらな衣服は、物心ついてから一度も（たぶん）着たことがないのだ。

「スカート……。穿かせる」という極端に言葉の不足した台詞で着付けられた布きれは、スカートというよりはなんらかの腰巻きか、いっそスカーフくらいの面積しかない緑色の絹布だった。

（や、やっぱり。脚が全部見えますっ……。それに、この胸鎧、胸の形にリアルすぎるというか、こうっ。偽増量というか……っ）

　目を白黒しているレイネシアの腰に剣帯を吊したアカツキは、あちこちのベルトをキリキリと締め付ける。その締め付けによって、すべての装甲はぴったりと肌に密着して、さらにその重さを感じさせなくなる。

　軽さといい、着心地といい、さぞかし名のある魔法のアイテムなのだろうとレイネシアは感心する。──のだが、身体のラインも露わになってしまうのは、これはもう目も当てられない惨状だ。

　自分のスタイルはさほど悪いわけでもないと思うが、この衣装はあまりにあんまり──露骨過ぎはしないか？　とレイネシアはうめく。

「その……アカツキさん？　これはさすがにちょっと身体の線が……」

「背丈があるんだから我慢して」

　じろりと睨まれて黙り込んでしまうレイネシア。

　そのレイネシアの髪を、アカツキは自分の懐から出した櫛で、綺麗にとかしてゆく。その動作は流れるようで、侍女の誰よりも丁寧だと思うのだが、レイネシアの緊張は高まるばかり。

　この小柄な少女は、無口のせいか、先ほどからやたらに迫力があるのだ。

　アカツキは、ぐずぐずとごねるレイネシアの手を摑むと、ドアを開けて外に引っ張りだす。そこに待っていたのは、シロエとカラシンだった。ふたりは廊下に立ったまま打ち合わせをしていたようだった。カラシンは背丈の違うアカツキの背後に隠れようとしているレイネシアを見ると、表情をほころばせる。

　彼の心から賛美するような表情は騎士や文官のそれと同じだったが、一方シロエのそれは値踏みするようで、レイネシアは心の中の要注意人物リストに付け加えるのだった。

「なかなかいいんじゃないかな。カラシンさん？」

「ええ、大変美しいと思いますよ」

「……あ、ありがとうございます」

　レイネシアはスカートをわずかに持ち上げる礼をしそうになり、慌てて自分を制止する。今身につけている布きれ（断じてスカートとは呼びたくない）には持ち上げるほどの丈なんてないのだ。

「んじゃ、本番いきましょうか。大丈夫ですよ。ええ、安心してください。僕は姫のこと、高く評価していますから」

　シロエの言葉と笑顔に、なぜか寒気を覚えるレイネシアだが、今のところは彼の言葉に頷くしかないのだった。




　　▼２




　そして……。

「このような夜明けより集まっていただいて、嬉しく思います。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエです。明け方ですし、戦況は差し迫っています。早速、現在の状況を説明します」

　時は夜明け。

　アキバの街の広場は多数の〈冒険者〉で埋め尽くされていた。何人存在するかわからないが、広場はみっしりと埋まっている。その数は千やそこらではきかないように思えた。

　アキバの中央広場。

　それはこの数ヶ月で瓦礫なども片付けられ、〈大災害〉当初よりも２割ほど広くなっている。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代は、瓦礫は背景オブジェクトであり、動かすことなどできなかったが、現在では移動も破壊も可能なのだ。

　それらは、こんな時間にもかかわらず、もうすでに店を開けはじめている商売っ気のある店舗が綺麗に塗り直されていることと合わせて、このアキバの街をより一層活気のある街に見せている。

　もちろんそんな事情など知らないレイネシアには、このアキバの街が、恐ろしいまでに活動的な街に見えていた。まだ夜も開けきる前、東の空にはわずかに青い色がつきはじめる夏の未明に、これだけの群衆が集っているのは、本格的な戦争を体験したことがない彼女には異常な事態に見えたのだ。

　しかも集まっているのは、騎士風の人間だけではない。

　エルフやドワーフ、職人や商人さえもが集まっている。軍や貴族の会議とは違い、集まった人間に対する飲食物の販売が行なわれているところを見ると、このような集会はもはや日常といってもよい街なのかもしれない。

　レイネシアは知らないが、シロエからの念話連絡を交代制で24時間受けていた〈円卓会議〉メンバーは、その要請によりすべての準備を整えていた。この広場に集まった腕利きの冒険者も、しつらえられたステージも、アキバの街の裏手を流れる河に係留された「秘密兵器」もそうなのだ。だがしかし、それらはまだレイネシアの知るところではなかった。

　レイネシアが舞台の袖の天幕から見ていたのは、〈召サ喚モ術ナ師ー〉の呼び出した光の精霊リユミエールに照らされたまばゆい演壇だ。貴重な魔術師、しかも高位の〈召サ喚モ術ナ師ー〉をこのようなところで大道具同然に用いるそのセンスは、レイネシアの常識をガラガラと崩し掛けたが、完全に茫然自失とさせたのは、話の進行だった。

「──以上のような要因からザントリーフ半島の基部を中心に、関東北部の丘陵森林地帯には、最大２万弱の〈緑小鬼ゴブリン〉族が発生しています。この軍勢の圧力は四方へ影響を与えています。ザントリーフに滞在している複数の〈冒険者〉からも報告を確認。東ヤマト統治集団〈自由都市同盟イースタル〉は現在、この脅威にさらされています。もっとも〈円卓会議〉の予想によれば、この脅威は脅威で留まります。放置していても〈自由都市同盟イースタル〉は全滅はしません。ですが、おそらく総戦力の30％程度を失うと考えられています。……この数値は、まぁ全滅に近くはあるのですが、〈大地人〉のひとりに至るまで死に絶える、というほどではありません」

　シロエの語る情報は〈自由都市同盟〉領主会議が入手していたそれよりも精度の高いものであった。その言葉は容赦がなく、気のせいでなければ辛辣しんらつな棘を感じる。




　しかし、レイネシアが本当に驚愕したのは、シロエの態度ではなかった。彼の言葉を聞いている〈冒険者〉のすべてが、その瞳に明らかに理解の色を浮かべていることだ。

　天幕から覗いた限りでは、退屈そうにしている者も、理解不能になっている者もひとりもいない。なかには──おそらく地図なのだろう、紙の束を広げて、話の要点を記入している者もいる。

〈大地人〉であるレイネシアからすれば、それは驚愕すべき光景だった。ここに集まった人間たちは、街に住む平民に相当する民ではないのか？　この理解力の高さは何事なのだ？

　レイネシアがてっきり兵士だとばかり考えていたこの広場の冒険者は、武官どころか、宮廷文官なみの理解力を備えていることになる。これだけの人間が、地理や軍事の知識をもっている。さらにいえば、どうやら〈自由都市同盟イースタル〉の政治状況さえ知ち悉しつしているという事実は、レイネシアにとっては足下が崩壊するほどのショックだった。

　貴族とは？　平民とは？　農民とは？

　レイネシアの中で、今まで信頼していた世界観が震えては壊れてゆく。

「一方僕らの方ですが、おそらくこの軍勢からアキバの街を防衛することはさほど難しくないと考えられます。──食料以外の、特に技術面での自給率の高いこの街は一定の防衛力をもっています。〈自由都市同盟〉を必ずしも、絶対に、助けなければならないわけではない。損得でいえば、助ける必要はない。繰り返しますが、助ける必要は、一切ありません。──その上で、聞いていただきたい話があります」

　会場のすべてが固かた唾ずを飲んでいるようだった。

　多くの人間が集まったとき特有の、熱が籠もったような静けさの中で、シロエは天幕の方を見ると、指先で「誰か」を招く。




（え？）

　レイネシアがぽかんとしていると、突然腕を摑まれた。

　振りかえると、そこには式典用なのか実戦用なのか。鈍い夜明け色の鎧に着替えたクラスティがいる。クラスティはいつもの穏やかな、内心を読ませない表情で微笑むと、「ではいきましょうか」と言い放った。

「え？　え？」

「さぁ」

　彼女はそのまま、天幕からずるずると引きずり出される。突然目の前が真っ白になるほどの輝きが辺りを満たす。

　曙しよ光こうだ。朝一番の光が、東の空からこの広場に差し込みはじめたのだ。

　夏の朝のまだ熱気は籠もっていない風の中に、レイネシアは突然放り出される。

　そこは舞台の中央。逃げ場のない最前線。

　レイネシアの身体が火照り、浮き上がり、なにをいってよいのか、なにをしてよいのかわからなくなる。目の前にいるのは数千人の〈冒険者〉だ。〈大地人〉とは異なる生命体。同じ姿をもち、同じ言葉を喋りながらも、本質的に異なる生き物だと、先ほどからのわずかな接触で思い知らされた。

　唇が震えて、膝が笑いそうになる。

　その時、鋭い音が右後方から響く。

　振りかえると、そこには守護を司る英雄神のようにどっしりとした姿を見せるクラスティが、巨大な両手斧を床に突き立ててその柄がしらに両手を重ねている。鋭い音は、両手斧を床に落とした音だったのだ。

　続いて聞こえた鈍く大きな音は左後方からだった。そこに下がったシロエは、先ほどまではもっていなかった背丈よりも高い儀礼用の錫杖しやくじようをまるで槍のようにもち舞台についている。

　左右にクラスティとシロエを従えたレイネシアは、大舞台の上で一歩進む。身体の熱はいよいよ高まり、視界はくらくらと歪むが、頭の中は奇妙に清せい澄ちようだった。自分の呼吸音がうるさいほどだったが、不思議と広場の片隅で囁いている〈冒険者〉の声さえはっきりと聞こえる。

「──みなさん、はじめまして。私は〈大地人〉。〈自由都市同盟イースタル〉の一翼を担う、マイハマの街を治めるコーウェン家の娘、レイネシア＝エルアルテ＝コーウェンと申します。本日は皆さんにお願いがあってやってまいりました」

　自分でも驚くほどはっきりとした声が出た。

　朝方の空気の中に、レイネシアの言葉が、広場の隅まで届いてゆく。

「ただいまシロエ様が話されたとおり、ヤマトの大地は危機を迎えています。包み隠すことなく申し上げますが、皆さんもご存じのヤマトの守護神たる〈イズモ騎士団〉はその行方も知れず、今回の件に対して〈自由都市同盟イースタル〉は自らの力のみをもって対処しなければならなくなりました。こたびの〈緑小鬼ゴブリン〉の軍勢の数は今までに見たどの侵攻より多く、その動きは雷のように速く、すでに〈自由都市同盟イースタル〉は懐深くまでその進軍を許しています。もちろん我ら〈大地人〉にも城壁と防御結界魔法があり、兵士たちがいます。が、ひとたび戦となればそれらの効果がどこまで当てになるかは未知数です。今この瞬間も、我ら〈大地人〉の同胞は、父祖の地を守るために、剣を磨き、城壁を手当てし、戦の支度を調えているとわたしは信じています。しかしそれだけではやはり多くの流血は、避けられないでしょう」

　レイネシアは視線を遠くへ投げる。

　そこにうつっているのは、目の前の群衆ではなく、数時間前までの光景だった。

「恥ずかしい話ですが、我ら〈自由都市同盟イースタル〉はこの期ごに及んでも、互いの意見を一致させることができないでいます。ここへやってくる直前まで行なわれていた会議でも、自らの領地の安全を求めるあまり協力さえできないでいました。あまつさえ」

　言葉が、詰まる。

　だが、止めることはもはやできない。

「あまつさえ、我らが父祖の地を守るという神聖なる義務を、新興のアキバの街の〈円卓会議〉の皆さんに押しつける策略を練る始末です。不死たる〈冒険者〉──皆さんの力を当てにして、その武力をもって我と我が身を、領土を守ろうとしていたのです。わたしにその資格はないのですが……申し訳なく思います。そしてより申し訳なく思うのは、わたしもまた、その虫のよいお願いをしにきたからです」

　本人は気がつかなかったが、シロエの選んだ〈戦女神の銀鎧ヴアルキリー・メイル〉の一揃いと鮮やかなすみれ色のマントは、レイネシアの女性らしい容姿を何より際だたせていた。朝焼けの光で見るレイネシアは、誰もが憧れる戦の女神そのものだった。

　レイネシアは知らない。

〈冒険者〉に向かって訴えかける彼女の後ろで、シロエがわずかに横をうかがい片目をつぶったことを。それに対してクラスティが心底いやそうな様子で苦笑いを浮かべたことも。

「わたしにも〈自由都市同盟〉にも、支払えるものは多くありません。……この豊かな街の皆さんに贈れるものがあるのかどうか、見当もつきません。そして皆さんの自由を、対価で購あがなおうとも思いません。でも、わたしはコーウェン家の娘として、マイハマの街を愛していますし、守る義務があります。──ですから──あの地へと参ります」

　あまりの情けなさに、自らの都合のよさに。

　レイネシアは自然と膝が折れた。彼女の頭は深々と下げられる。

　ここにいる〈冒険者〉たちが、騎士であれば、文官であれば、つまりは貴族であれば、彼女は頭を下げずにすんだだろう。貴族の文化は、淑女を貴重品のように扱う。身分の高い女性の安全は第一に守られるものだ。

　しかし彼女はクラスティに出会って学んだ。〈冒険者〉は違う、と。

　このアキバの街でも、彼女のような肩書きがあれば、彼女は貴族の娘であるとして敬意を受けることができる。しかしけっして貴族文化の中でのような、彼女の顔色ひとつで右往左往するような取り巻きを得ることはできないに違いない。あくまでそれは、隣人に対する「敬意」どまりなのだ。

　この街は異質だ。

　彼女はこの街において、今まで受けていたような姫君としての厚遇を受けることはできない。しかしその一方で、貴族社会特有の、淑女差別を受けることもない。

　貴族社会における女性には、人権はない。

　もちろんちやほやされるし、プレゼントを受けることもある。あびるほどの甘い言葉に、お世辞、内容のない恋愛詩も贈られる。彼女の眉が曇っただけで、若手の騎士たちはどのような高価な薬であっても届けようとするだろう。しかしそれは、彼女がひとつの人格として愛されているからではない。

「淑女」として、貴族の間の外交競争の賞品となっているから丁重に扱われているだけなのだ。

　貴族社会の中で宝石のような扱いを受ける「淑女」。彼女はその「淑女」のなかでも折り紙付きの美しき血統種であり、最高峰のトロフィーであったにすぎない。

　部屋に閉じこもり、陰鬱な思いに浸ってきた彼女には、そんなことは誰よりもよくわかっているのだ。そしてそれを否定する力のない自分のことも、よく知っている。




「わたしは臆病で怠惰で、考えなしのお飾りですけれど……。戦場へ……いきます。ですから、よければ、それでもよいと思う方は、一緒にきてはくれませんか？　あなた方の善意と自由の名の下に、助けてくれませんか？　わたしはわたしの力の限り『冒険者の自由』を守りたいと思います……」

（そうはいったって……。自由を守るといったって）

　コーウェン家の娘ではあるものの、女性に生まれた彼女にはそこまでの権力はない。父や祖父に甘えてドレスや宝石を買ってもらうことはできる。ひとりふたりの冒険者を選んで褒美を取らせることもできるだろう。パーティーを開くことだって可能だ。

　しかしそれ以上の政治的な権力を彼女が実際にもっているかといえば、そんな事実はない。

　自分が空手形を切った自覚は、レイネシアにだってあるのだ。

　しかし、それは噓というよりは、彼女の願いだった。

　自分が戦場にいくという自由をはじめて認めてくれたクラスティ。おそらく疑問にさえ思わないでいてくれる〈冒険者〉。彼らの自由を守りたいと思ったのは、長い間自由を与えられなかった彼女の胸に訪れた、はじめてといってもよい願いだった。
















「どうか、お願いします」

　彼女がほとんど呟くように言い終えるのと同時に聞こえたのは、重い鋼鉄の響きだった。広場の中央を占める、紺色の外套に巴ともえの紋章を染め抜いた一団が、思い思いの武器をならし、かかとを打ち付ける。

　黒い鎧の一団は、揃いの長剣を鞘に落とし込み、戦いに赴くことを主張する。廃ビルの崩れかけたテラスからは、長弓を背負ったエルフの一団が高らかに角笛を吹き鳴らし、斧をもったドワーフたちが鬨ときの声を上げる。

　猫人族、狼牙族、狐尾族たちといった少数種族すらも、この街ではこれといった差別を受けていないように見える。

（あ……）

　あっけにとられるレイネシアの隣に、クラスティが進み出る。一歩遅れて反対側に進み出でたのは、シロエだった。

「これより、この街は。──我々のはじめての遠征へと出陣するっ。出征条件は、レベル40以上っ。これは〈円卓会議〉からの布告クエストである。そして、このクエストの報酬はただ一点。ここに立つひとりの〈大地人〉からの敬意であるっ。我こそはと思う者は、馬に乗り一路マイハマへと出発せよっ!!　今回は危急の事情を考え合わせて電撃戦とする。そのため、編成については行軍中の指示となる。各自の自制と協力をお願いしたい。遠征総指揮はこのクラスティが執る」

「そして参謀は僕、シロエが務めます。まずは、先行打撃大隊を編制します。現在より15分以内に念話により連絡を行ないます。連絡のあったメンバーは、急ぎアキバの街よりアキバ川をくだり、実験ドックへと移動してください。途中で〈オキュペテー〉が合流、拾い上げます。──15分が経過しても連絡がないメンバーは、主力本隊となります。こちらは市街東門に設置された登録所で、クエスト書類を受け入り、念話登録を受けたのち、指示に従い出発してください。道中でパーティーマッチングを行ない、小隊編制を指示します。遠征準備時間は15分。各人ご協力をお願いします」

「あ、あ……」

　言葉を失うレイネシアの前で、千を超す軍勢が鬨の声を上げた。

「なにをおろおろしてるんですか」

「なっ。なにを仰るんですか。そのようなことを仰るなんて、貴公子として……貴公子としてっ……」

　言葉に詰まるレイネシアの声が震える。

　でも、それは広場を満たす鎧の音と喧噪に包まれて聞くべきでない人の耳には届かなかったのだ。──クラスティ以外の耳には。

　貴族然とした優雅さで片腕をさしだすクラスティ。彼とレイネシアは、猜さい疑ぎ心しんに満ちた、意地っ張りな、それでいて理解し合った視線を交わしあうが、傍はた目めには麗しい微笑を浮かべる美しい一対にうつった。




　いずれにせよ進軍は決まった。

　敵はザントリーフ半島から廃都をうかがう〈緑小鬼ゴブリン〉族の軍勢、推定１万余。こうしてアキバの街はじめての遠征軍は、その剣先をザントリーフ半島へと向けたのだった。




　　▼３




　昼過ぎ、ミノリたちの一行はチョウシの町へと向かっていた。

　疲れはたまっていたけれど、仲間の表情から生気は失われていなかった。

　たった一晩だったが、暗闇の中で過ごした濃密な時間は、ミノリたち５人の潜在能力を研ぎ澄まさせる効果があった。もちろん、〈ラグランダの杜もり〉から続く戦闘が、彼女たちのレベルを幾つか上昇させたということもある。

　戦闘を繰り返す度に連携は徐々に洗練されてゆき、時には声をかけることなく仲間の考えがわかるように思える瞬間もあるほどだった。




　田舎道を歩いていくミノリたち５人は、森林にいるときよりはリラックスしているが、それでも警戒を緩めていなかった。互いが互いの死角をカバーするように周辺を観察しながらも、それでも和やかな雰囲気で歩いていける。

（戦闘は今でも怖いけれど……）

　怖いけれど、恐れることはなくなったとミノリは思う。

　本当に恐ろしいのは、恐怖が血管の中を流れて手足が縮こまり、自分の生を自分から手放しかける感覚だ。それは「諦め」に似ている。

　この「死」のない世界において、「諦め」は「死」と同じ意味をもっている。逆にいえば、諦めさえしなければ、チャンスはあるのだ。みっともなくても、震えていても、立っていればなにかが起きる可能性はある。

　もはや、朝というには遅い時間になっていた。

　昼前、くらいだろうか。

「おーい、おーいっ！」

　茂みを迂回した辺りで休んでいたのは、先ほど念話で確認した通り、直継なおつぐたちの一行だった。にゃん太や小竜しようりゆう、レザリックもいる。

　この異世界において、装備品は、汚れ程度ならば復元力によって自動的に綺麗になる。装備には耐久度が設定されており、通常の使用程度で起きた損耗は数値にするとわずかな量だ。数値としてわずかである以上、汚れなどの現実は、数値の方へ寄り添う──それが汚れが落ちる理屈だとされている。

　しかし、一方、損耗度が設定されている以上、手荒い扱いは確実に数値それ自体をすりつぶしてゆく。具体的にいえば、長時間の戦闘により、武器も鎧も徐々に破壊されていくのだ。武器屋や防具屋で定期的に修理する必要があるのはこのためだ。

　ミノリの目の前の４人。いずれも90レベルの熟達した〈冒険者〉４人は、ミノリたちに数倍する実力をもっている。しかし、その実力を頼りに、〈緑小鬼ゴブリン〉の略奪部隊の中央に飛び込み、散散に攪乱して攻撃を繰り返してきたのだろう。

　ふたりの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉を中心に遊撃フォーメーションを組んで戦ったとはいえ、その激しさはミノリたちの比ではなかったに違いない。

「大丈夫か？　やい、トウヤ。みんなのこと守ったか？」

「はい、直継シショーっ！」

　最敬礼で応えるトウヤの頭を撫でる直継。

　早速にゃん太に飛びつくセララ。




　ミノリは、小竜とレザリックに昨日の晩の戦いの様子を簡単に報告した。ふたりともほっとした様子で、装備やケガの確認をしてくれた。小竜はともかく、レザリックは大手ギルドの〈施療神官クレリツク〉である。もしかしたら自分たちの身勝手な行動を責められるかと思っていたミノリは、ふたりの気遣いがくすぐったかったし、申し訳なかった。

　怪我こそなかったが、互いの消耗は大きかった。

　ミノリたちなどは途中では水薬ポーシヨンが足りなくなるかと思ったくらいだ。

〈緑小鬼ゴブリン〉略奪部隊の攻撃は、朝日が昇るとともに、波が引くように減少した。彼らも自分たちの特性や数と、夜襲の有効性は理解しているのだろう。

　ミノリたちは、その敵の後退にあわせて、町の近くまで引き上げてきたのだ。

「さて、休憩はこれくらいにして町に帰りましょう。この目で見るまでは心配です」

　生真面目な表情の〈施療神官クレリツク〉、〈黒剣騎士団〉のレザリックが告げる。その言葉に頷いた一行は、一路チョウシの町を目指して歩き出した。

　血なまぐさい夜を越えた夏の朝だが、空は青い。

　ザントリーフ特有の強く頰を叩く潮風が、海岸線から畑を渡ってくる。

　明るい日差しに照らされて、白く飛んだような色合いを見せる遠くの景色や畑と、ブナやケヤキの影が黒々と農道に落ちる様は、コントラストをなして美しかった。

　しばらく進むと、〈緑小鬼ゴブリン〉族の死体が目につきはじめる。路上に放置されているわけではなく、あちらにひとかたまり、こちらにひとかたまり、と積まれているところを見ると、昨晩ここらで〈冒険者〉たちが〈緑小鬼ゴブリン〉を相手に戦闘したのだろう。




「対応してくれてたみたいだな。さすが胸でか姉ーちゃんだ」

　直継が嬉しそうに呟く。

　それはまさにそのとおりである。ミノリたちだって、浸透打撃のアイデアだけでチョウシの町が守り切れるだなんて考えてはいなかった。ミノリの仲間と、にゃん太や直継たちが、あの山中で遊撃部隊として敵〈緑小鬼ゴブリン〉と戦う。奇襲と夜目の利点を生かして、とにかく〈緑小鬼ゴブリン〉小隊の数を減らしてゆく、強行ゲリラ戦術だ。

　これによって〈緑小鬼ゴブリン〉部隊の数が減れば、チョウシの町に対する攻撃の手がゆるまり、防御が可能になる……それがミノリの立てた戦術だった。

　ミノリは専門的な用語を知らないが、〈緑小鬼ゴブリン〉族の取っていた作戦は飽和攻撃である。これは圧倒的な兵数の差により、敵の陣地を破壊してしまうという戦術だ。

　たとえば１対１の、もしくは小隊対小隊の戦いであれば、〈緑小鬼ゴブリン〉は〈冒険者〉に負けてしまう。多少の兵力の差は〈冒険者〉の戦闘能力で撥ね返されてしまうのだ。

　そこで〈緑小鬼ゴブリン〉族は、冒険者たちが対処できないような小規模部隊を一斉に繰り出す。もちろん少なくない〈緑小鬼ゴブリン〉小隊が、〈冒険者〉によって阻まれるだろうが、数の差から必然的に発生してしまう「穴」に対して、〈緑小鬼ゴブリン〉たちは豊富な物量をぶつければよいのだ。

　そんな「穴」から侵入してチョウシの町という果実にかぶりつき、火を放てばパニックの発生となるだろう。冒険者たちは統制が乱れ、町に戻って略奪する〈緑小鬼ゴブリン〉族を始末すべきか、目の前の〈緑小鬼ゴブリン〉族と戦闘を続けるべきか混乱する。

　こうやって混乱した〈冒険者〉を各個撃破してゆく。それは、〈緑小鬼ゴブリン〉族が侵攻をする際の、伝統的な戦術でもあった。

　だが、ミノリたちは〈緑小鬼ゴブリン〉族よりも早く、しかも町から離れた場所で攻撃を開始した。

　この作戦を立案したミノリの考えは単純だ。

〈緑小鬼ゴブリン〉族には守るべき拠点がない。ミノリたちには守るべき拠点がある。しかもその拠点チヨウシの町は防壁がなく、侵入されやすい。これは弱点だ。結果、戦いは不利になる。

　──だとすれば、わたしたちも弱点が気にならない場所で戦えばよい。

　シンプルで簡単な結論。もちろん実力と勇気が伴いさえすればではあるが、ミノリたちはその結論を無理矢理実行したのだ。

　彼女たちの作戦によって兵数を減らされた〈緑小鬼ゴブリン〉たちは、それでも初期の計画どおり夜襲を決行しようとした。チョウシの町は、襲われたのである。

　しかし、ミノリたちの作戦は、〈緑小鬼ゴブリン〉の数を減らすことだけを目的としたわけではない。ミノリたちが実際に撃破した〈緑小鬼ゴブリン〉小隊の数倍の数が、山中にいるミノリたちを警戒し、あるいは迂回しようと、必要以上の時間を使うこととなった。そうなれば、足並みをそろえての一斉攻撃など、〈緑小鬼ゴブリン〉族にできるはずはない。

　飽和攻撃とは、戦力の一点集中により敵側が「対応できない状況」を作り出すことに眼目があるのだ。集合や攻撃のタイミングをずらされた〈緑小鬼ゴブリン〉たちは、それでも部隊長の命令どおりチョウシの町を攻撃したが、それは「到着した部隊から順番に、少しずつ、突撃を繰り返す」という、〈冒険者〉からみて格好の獲物としかいえない攻め方だった。

　その程度の散発的な襲撃であれば、まだ実力が低かったり、十分な数をそろえられない〈冒険者〉であっても、十分に対応ができるのだ。

　直継の説得に負けたマリエールは、夏季合宿組のメンバーを説得し、チョウシの町を朝まで守りきったのだった。

「おかえりなさーい！」

「おお、おっかえりー！」

「疲れてない？」

　チョウシの町に入れば顔見知りの〈冒険者〉たちはセララや小竜に声をかけてくる。このふたりは〈三日月同盟〉では新人の面倒を見るポジションにいるために、顔が広い。にゃん太や直継、レザリックもベテラン〈冒険者〉と情報のやりとりをしているようだ。

　踏み固められた街中の路上は、荒れた形跡がない。

〈緑小鬼ゴブリン〉族は、町に侵入を果たすことができなかったようだ。




「へっ。どんなもんだい、やりきったぜ」

　誇らしげに告げる弟の声。ミノリはそちらに視線を上げると、太陽の日差しの中で、子どものように大きな笑みを浮かべるトウヤがいた。

　ミノリはその笑顔を見て、胸が温かくなる。

　ミノリの弟は、曇りのない明るさのままに夜を越えたのだ。ミノリも自然に笑いが零こぼれてきた。ルンデルハウスを守り切れたことも嬉しかった。差し出されたトウヤの拳に、ミノリは自分のそれをぶつける。

「ミノリぃ～！　〈大地人〉の皆さんが、酒場に仮眠場所提供してくれるって！　時間ずらして、順番に休憩しよう～っ！　まだまだ油断できないよぉ」

「ミス・ミノリ、それにトウヤ～。顔ぐらいは拭かせてくれるそうだぞー。宿屋の皆さんの厚意に感謝だーっ」

　通りの向こうから叫ぶ五い十す鈴ずとルンデルハウスの声に、トウヤとミノリは歩きはじめる。その足取りは、夏の日差しの中で、軽かった。
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　試作型蒸気機関搭載輸送船〈オキュペテー〉。

　もともと大量輸送の可能性を検証するための、蒸気機関と大型外輪を組み合わせた実験艦である。それゆえこの〈オキュペテー〉は、搭載量に十分余裕をとって設計されている。実際地球で用いられていた外輪船よりも蒸気機関がコンパクトに作られ、燃料として〈召サ喚モ術ナ師ー〉による熱量サラマンダーを利用しているために、燃料の備蓄が必要ないことも見逃せない。

　外輪船パドルシツプは、船の両脇に巨大な水車のようなホイールをとりつけた蒸気機関船の一種である。蒸気エンジンにより、このふたつの外輪を回転させ、その回転で水を「漕いで」進む。

　性能的な視点でいえば、外輪船パドルシツプは回転翼船スクリユーシツプに、効率で劣る。同じエネルギーでもそれを推進力に変換する際のロスで負けてしまうのだ。

　しかし、部品製作の難しさや取りつけ難易度の点から、現時点のアキバの街では、外輪船の建造が妥当であろうという判断が行なわれ、実験が重ねられていた。

　推進力効率という点では回転翼船に負けてしまう外輪船だが、一方、喫水の深さが要らないという理由もあり、今のようにスミダの流れを下るのにはうってつけだ。

　小型の船や艀はしけなどで行なわれた蒸気機関実験は、それこそ〈円卓会議〉成立騒ぎから１週間も経たないうちに成功していたが、あれから２ヶ月、やっと辿り着いた試作型蒸気機関搭載船が〈オキュペテー〉なのだった。

　その〈オキュペテー〉には現在１３０人ほどの冒険者が乗り込んでいる。人が混み合ってはいるが、この大型船においては、あふれ出すほど、という印象はない。




　レイネシアは艦首にほど近い甲板の上で、ひとりぽつんと所在なげに立っていた。船に乗ったことがないわけではないが、この船は帆船とは異質な航海を行なう。波を切り裂くような動力進行には、違和感をぬぐえなかったが、その速度ははやい。

　周囲の冒険者たちは、思い思いの姿勢でくつろいだり、準備のために歩き回っている。そのメンバーはさまざまだが、半分近くがクラスティと同じ紋章の外套をつけていることから、同じ家門の出身者だということが予想できた。

　レイネシアはどんよりした気分だった。

　別に船酔いをしているわけではない。マイハマの領主の娘として、大小を問わず、船には幼い頃から親しんでいる。

　この沈んだ気分は、自分のあまりにも無鉄砲な気質に対するものだ。

（またいっちゃった……）

　なんで自分という人間は、面倒くさがりで人見知りでナマケモノなくせに、いざとなると大見得を切ってしまうのだろうか。それは幼少期から続いた「完璧な淑女教育」の反動なのかもしれないとは思うのだが、理由はともかく頭を抱えざるをえない。

（昨晩から数えても、女の身でありながら領主会議に乗り込んで騒ぎを起こし、お爺さまや領主の皆様たちの面目を潰して、『妖怪心のぞき』に喧嘩を売り……その上ふたりで逃亡。……おまけに〈鷲獅子グリフオン〉の背で抱えられて）

　クラスティの腕の中の暖かさを思い出して落ち込みつつも身もだえしてしまうレイネシア。

（そうじゃなくて……。で、アキバの街について、恥ずかしい服を強要され。今も着てますけれど。……あんな演説をして）

　頭を抱えてしまう。

　もはや自分で自分が信じられない。

　でも、彼女としては、礼節と約束にはこだわりたかったのだ。

〈大地人〉である彼女は〈冒険者〉とは違う。──祖父などから聞き及び、頭でわかっていたその前提も、あの場に立つまで、本当の意味で実感などできていなかった。

　あれだけの人数の高位騎士が、同時に文官の頭脳をも兼ね備えるような集団を、彼女は知らない。

　英雄と呼ばれる人々ならば、わかる。

　騎士の剣技と賢者の魔法を兼ね備える〈古来種〉も存在するだろう。だから、ある個人が超人であることは、本質的な問題ではないのだ。うまく言葉にはできないが「そんな人間がごく普通に何千人もいる」ことが一番おかしい。そしてその奇怪な集団が〈冒険者〉なのだ。

　脅したりなだめたり、貴族位の褒美をちらつかせることで〈冒険者〉と交渉ができると信じていた領主会議は、その本質を見誤っていたと彼女は思う。あれだけの理解力と豊かさを備えた人々を相手に、自分たちの考える褒賞を褒美にしてどのような交渉を行なうつもりだったのだろうか？

　貴族たちは間違っている。

　レイネシアにはクラスティとの苛立たしくも気楽な付き合いや、あの演説を通して、そのことがほんとうによくわかった。

　レイネシアにとって宝石やダンスパーティーの誘いがなんら動機にならないのと一緒である。彼女はひたすらに、木綿のパジャマでごろごろと食っちゃ寝の生活をしていたいだけなのだ。異種生命体であるところの〈冒険者〉だって同じだ。宝石も金貨も地位も領土も、報酬などになるわけがない。そう考えると、これはもう、懇願して約束するしかないではないか。

（だいたいわたしは女ですし、政治向きの教育なんてまるで受けてないんですもの……。仕方ないではありませんか）

　たとえ小さくても確約し、それを貫くことによって信を得る。

〈冒険者〉を危難にさらすときは、同じだけの危難を自らも負う。

　そうして積み上げていくことくらいしか、レイネシアには思いつかない。

（それにしたって……）

　自分も戦場にいく、とは思いきった言葉だ。頭がどうかしていたのではないだろうか？　もしかしてこの奇妙な……脚の露出が多い衣装のせいなのだろうか？

　彼女はしゃがみこみたくなるが、長年の教育のせいか衆人環境の中では背筋を伸ばして淑やかに立ち続けなければならないという常識が染みこみすぎ、脱力することさえ叶わない。

　にやにやと笑うあのシロエとかいう青年の口車に乗せられてこのざまだ。あまりの悪辣さに涙がじんわりにじみそうになる。




「勢いに乗せられてとんでもないことをいってしまって後悔してるけれど、撤回しようにもできないで身もだえしているような顔をしてますね」

「ひっ」

　いつの間に背後に近づいたのだろうか。海風を遮るように立つクラスティの言葉に、電流を流されたように飛び上がってしまう。

「ふふふっ。クラスティ様。そんなことは、ないですわ？」

「引きつり気味ですよ」

　言葉の接ぎ穂を簡単にへし折られたレイネシアは「愁いに満ちた」表情を、波間に向ける。

「かったるそうですね」

「……ぐ。まぁ、そうですけれど。──誤解しないでくださいね？　後悔はしていません。命を賭けてくれとお願いするのですから、自ら足を運ぶのも、ともに戦場に立つのも当然です。いいえ、私ごときの命で、十人の冒険者さんたちの剣とさえ釣り合いになるモノでもないと思いますし。この、アレは、そのぉ……」

「かまいませんよ。十分な……」

「え？」

　クラスティの言葉ににじむ色に、レイネシアは一瞬だけ違和感を覚える。だが、その違和感は、到着を告げる船乗りの声で我に引き戻された。

　──速い。

　湾を横断するだけとはいえ、１００人を超える騎士を運び、昼過ぎには到着するとは、なんという速度なのだろう。海に出てからほんの15分ほどの時間しか経過していないではないか。

　気がつけば、慣れ親しんだマイハマの「灰姫城キヤツスル・シンデレラ」がすでに目と鼻の先にまで迫ってきている。

　この大型船舶は湾岸部の桟橋に接舷しようとしているようだ。

　港で働いているマイハマの住民が大騒ぎしているのが見える。見慣れぬ黒く巨大な船にびっくりしているのだろう。無理もない。街の人々にまでは、まだ連絡がいっているはずもないのだ。

　それが普通。

　それがレイネシアの今までふれてきた〈大地人〉社会の秩序であり現実だ。

　個人用の遠距離通信手段をもち、すべての兵士が、読み書きはおろか、戦の作戦やその目的まで完璧に理解できる、そんな軍のほうが異常なのだ。もし、あの港で働いている人々が〈冒険者〉であったならば、この軍艦が向かっていく理由も、その目的や、のちの予定も十分にわかっているだろう。

　レイネシアがアキバの街へ〈鷲獅子グリフオン〉で降り立ったとき、すべての準備がすでに整えられていたように。

　しかし、レイネシアの暮らすあのマイハマではそうではない。レイネシアには、この船唯一の〈大地人〉として、彼らを安心させる役割があるだろう。

　クラスティに促されて艦首から手をふる彼女には、怠惰で人間嫌いな姫君の面影はなかった。
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　一方、アキバ遠征軍本隊を率いるのはシロエを中心とした参謀本部だった。

　今回シロエとクラスティが取った戦略は、「巧遅」よりも「拙速」を重視するものである。列島中心部でふくれあがった〈緑小鬼ゴブリン〉軍は今後どのような動きを見せるかわからない。しかし、山間部で食料を食い尽くせば、いずれかの街に侵攻してくることは明らかだ。その攻撃の矛先がどこへ向かうかは、この時点で明らかではないゆえ、アキバの一行は明らかにイニシアチブを失っている。

　戦場を選ぶ選択権が相手に握られているというのは、大きく不利なポイントだといえた。

　この局面においてそれを挽回ばんかいするためには、速度が何より重要だ。

　幸いにしてアキバ─マイハマ間は、この荒廃した異世界においても、比較的安全で開けた地域に当たる。移動における課題は、アキバの街を南東に抜けたあと、大河を何処で渡るかという程度だ。

　そのような比較的安全な行軍路が予測されているからこそ、シロエは「一ヶ所に大軍を集めて整然とした行軍をさせる」ことを放棄して、準備が整った〈冒険者〉から小部隊を編制し、矢継ぎ早に送り出したのである。

　シロエたち参謀本部はシロエおよびカラシンと、十数人からなる念話通信班から成り立っていた。

　参加ギルド単位で連絡網が形成され、また個人参加のソロ〈冒険者〉も、この通信班に登録されている。

　この整備によって、シロエたちは、全軍レベルでの高速通信／報告網も作り上げていた。もちろん、この通信網構築にも時間をかけるわけにはいかない。簡単な指示を与えて、ギルド単位での相互通信を依頼するとともに、参加確認の段階で通信官と相互フレンド・リスト登録を行なってもらった結果である。

　旅立っていった先行部隊も、中核部隊や、補給のための後ご詰づめ部隊も連絡網で繫がっている。

　目下シロエたち参謀本部が直面している問題は、今までに類を見ないほどに整備された通信能力をもつ異い形ぎようの遠征軍を、どのように組織化するかだった。

（まずは、レベル別の名簿作成だが……こればかりは移動中には難しいな。おおざっぱに移動目的地で振り分けるか）

　とりあえずの目的地は、旧世界でいえば松戸の辺りだった。マイハマの都からは北方になり、丘陵地帯がはじまる我あ孫び子ことの中間地点となる。この辺りは、シロエの〈エルダー・テイル〉の知識によれば、廃ビルが多く戦場としては不利な地形だ。

　しかし、他に適当な候補地もないから、仕方がないだろう。

　念話通信によれば〈オキュペテー〉はマイハマの都に一度寄港したあと、少数の〈大地人〉案内人を乗せて、さらにナラシノの廃港に移動したとのことだった。

　クラスティが指揮する先行打撃大隊の総数は96名。

　６人の〈冒険者〉からなる小隊パーテイー。その小隊を４つ集めた24人で構成される中隊。さらには中隊フルレイドを４つ束ねる大隊レギオンレイド。総勢96名で構成されるこの集団は、〈エルダー・テイル〉における最大数の戦闘単位だった。

　クラスティは眼鏡をかけ貴公子然とした風貌に見えるが、その内面はアキバの街最大の、つまりは日本サーバー最大の戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を統率する、カリスマに満ちた部隊指揮官ウオーロードだ。

　彼ならば今回の戦略の要かなめ、進軍速度も十分に理解しているだろう。ナラシノへ移動したあとも、時を移さずに行軍するのは目に見えている。

　シロエは馬上で器用にバッグを探ると、携帯用の地図を取り出した。

　ナラシノ廃港から、〈緑小鬼ゴブリン〉本隊がいると思われる中央森林部へは、北北東へ直線距離で25キロほどだ。この世界の通常騎士による行軍であれば、２日から３日を見る必要もあるだろうが、クラスティであれば、明朝にでもあるいは戦端を開く可能性がある。

　一方、こちらの本隊は海上移動ではなく、陸上を騎馬で移動している。仕方ないこととはいえ隊列は長く延びてしまい、収拾がついていない状況だ。

（低レベルはマイハマの北方５キロメートル程の位置に駐屯地を築く、か……）

　シロエは指先でマップを辿る。

　マイハマを中心とした範囲内の地形を分析し、あるいはゾーン特性を思い出しながら候補地を選んでゆく。この駐屯地は低レベルの者たちを中心とした防御陣形や治安維持を行なうとともに、物資の集積地にもなる予定だ。ある程度の広さも必要となるだろう。




〈ミドラウント馬術庭園〉

　やがて指先がとまったのは、緑色の小さな楕円が描かれた場所だった。シロエの記憶によれば、そこは巨大なコロシアムに似た外観をもつ馬術庭園だ。周辺には野生動物以外の凶悪なモンスターも現れない。理想的な場所だろう。

「通信班ッ！　伝達をお願いします。北上軍のいったんの目標地点はミドラウント馬術庭園!!選抜部隊はそのまま進路を海浜方面へ。先行部隊は到着後、速やかに周辺警戒と野営地の準備を。瓦礫をどかして広場を作ってくださいっ」

　シロエの脳裏にはさまざまな可能性が明滅する。

　息を詰めるように眼鏡をすりあげるその横顔は激しい集中力を示していて、ガラス質の雰囲気を漂わせている。

（どちらにしろ今回の戦は電撃戦だ。補給線にそこまで気を遣うこともない……。こちらの総数は……）

　シロエが現在指揮をしている遠征軍本隊は、総数１２００といったところである。アキバの街の〈冒険者〉のおおよそ１割がこの戦に参加していることになる。職人を除いた戦闘型プレイヤーに占める割合でいえば、２割以上に跳ね上がる。

　シロエを含めて、その全員が、１０００名を超えるような大規模戦闘の経験はまったくもってはいない。だが、レイネシアの演説は、レイネシアが考えていたよりも、よほど多くの〈冒険者〉の魂に熱い炎を上げさせたに違いない。シロエを追い抜いて北を目指す小規模部隊の瞳に見える士気は、高い。

　シロエの役割は、その士気を挫くじくことなく、トラブルを回避しつつ、今回の戦を成功に導くことである。

　失敗から学べることもあると人はいう。しかし、今回の遠征に関していえば、シロエは失敗から学べることはなにもないと考えている。

〈冒険者〉の自信と誇り。今後のこの世界における発言力。この世界でのサバイバル。そしてなによりも「納得」とアキバの街の自治。ありとあらゆる条件が、シロエたちに「勝利」を要求している。

　敗北するわけにはいかないのだ。

　それに、１２００という戦力は、実際勝利を得るに必要十分な数でもある。ソウジロウではないが「１人が10匹〈緑小鬼ゴブリン〉を倒せばそれでよい」のだ。

　シロエの役目は予想外のトラブルを除去して、１２００名の〈冒険者〉の闘志を、前線において一定方向に向けることだといえそうだった。

（ミドラウント馬術庭園までは、10キロということか。──急がなくても昼過ぎには着く。そこで今晩は野営。および１２００名の組織化と編成だ。半数は周辺警備と広範囲索敵による〈緑小鬼ゴブリン〉族への対応とする。そして残り半数を率い、クラスティさんのあとを追い、〈緑小鬼ゴブリン〉本隊への攻撃を行なう。あるいは街の防御は〈大地人〉に任せ、全軍を率いて山中へ向かうべきか──）

　──シロエは脳裏で今後の戦に関するさまざまなシミュレーションを描きながら、馬を歩ませるのだった。




　　▼６




　一方、シロエが考えていた最速の速度よりも、クラスティの進軍速度はさらに速かった。

　彼は艦上における面談で適性を見抜き、大隊レギオンレイドの編成を早くも終えてしまった。

　ひとくちに編成といっても、これはなかなかの難事である。

　例えばあらゆる呪文は自ずと射程距離という制限が存在する。平均的な回復呪文の射程距離は20メートルであり、また〈吟遊詩人バード〉の援護呪歌も最大射程は20メートルとなっている。

　つまりそれは範囲内にいる味方にしか援護や回復が行なえないということを示し、その範囲内で活動を行なう戦闘単位として６人小隊パーテイーという概念が存在するのだ。

　逆説的にいえば、小隊パーテイーという戦闘単位が想定しているのは距離20メートル以内での連携ということになる。

　そうなると、すべてのパーティーに、最低限、護衛役としての戦士職と、回復職の２名は必要だということになる。

　パーティー４つの組み合わせである中隊フルレイドも、この原則を守ってバランスよく編成しなければならない。

　16のパーティーからなる大隊レギオンレイドについても同様だ。仮に96人中24名の回復職を配置するにしても、回復職しか含まれない６人小隊パーテイーを４つ作るわけにはいかないのだ。

　しかし一方、すべての部隊を職業的にバランスよく編制すればそれで終わりかというと、そうではない。

　さまざまなケースを考えた場合、戦術目的のために特性をもたさなければならないのだ。

　例えば、あらゆる小隊パーテイーに１名の回復職しか配置しなかった場合、敵の大型魔獣の攻撃を、戦士が受け止めきれないという可能性がついてまわる。大型魔獣との戦闘が予想される部隊には、回復職を２名、欲をいえば３名配置したい。




　しかし一方で、攻撃職を多く配置した攻撃部隊が存在しなかった場合、いざという時に敵を殲滅する剣のような部隊が存在しないことになり、戦列が消耗戦に突入してしまう。

　すべての部隊が均一の編成だと、対応能力が下がってしまうのだ。

　また、小隊パーテイーの実力は、普段の連携訓練抜きには発揮し得ない。

　同じギルドの所属者は訓練効果を考えて、同一、もしくは相互補助しあう小隊に配属するのが望ましいだろう。一方、サーバーに名の通った熟練〈冒険者〉ともなれば、どのような小隊に配置されたところで、まるで訓練を重ねたかのような動きを見せることもある。

　そういった〈冒険者〉個人の職業による相性の他にも、戦闘への慣れや、指令系統への適応も考慮しなければならない。

　ごく一般的な６人編成の小隊であっても、戦闘中の連携では声をかけることが重要なのが、ベテランプレイヤーの常識だ。

　総員で24人が参加する中隊戦闘フルレイドともなれば、戦場の混乱度は増大せざるを得ない。誰がなにをすればよいのか？　回復重視か、攻撃重視か、位置をどうするかなどといった判断が頻繁に求められることになる。そのためには小隊パーテイーごとにリーダーを決めて、中隊指揮官レイドリーダーからの指示を受けるためのライン確保が必要だ。

　大隊戦闘レギオンレイドにおいては、さらにその中隊指揮官レイドリーダーが大隊指揮官レギオンリーダーから指示を受けることになる。こういった指揮系統を、激しい戦闘の最中に維持するには、かなりの集中力と経験が必要なのだ。




〈エルダー・テイル〉がゲームであった頃には、レギオンを必要とするようなゲーム中のクエストやイベントはけっして多くはなかった。なぜならば、ある一定の時間に、一定の熟練度をもったメンバーを１００名近く集めるというのは果てしなく難しいからだ。また、その１００名近くのメンバーが有機的な連携を行なう訓練というのは、想像を絶する。

　通常のプレイヤーには敷居が高すぎて挑戦できないコンテンツが、大隊規模の合戦レギオンレイド・ウオーなのだ。多くのプレイヤーが挑戦できないのであれば、ゲーム運営会社としても、開発の重心をそこに置くわけにはいかない。

　結局、大隊規模戦闘レギオンレイドは「難しすぎる」のだ。それは一部の限られた高レベルプレイヤー向けのコンテンツとなり、それゆえ、勝利者には莫大な富と名声が約束されていたが、挑戦者は少ないという状況になっていた。

〈エルダー・テイル〉がまだゲームであった頃から、そういった高難易度コンテンツに挑戦していた団体が〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉である。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のギルドマスター、クラスティは日本サーバーでも20人とはいない、軍団規模の指揮経験者のひとりなのだ。

　彼はその経験を生かして、誰もが呆然とするような速度で、編成を組んでゆく。人員の振り分けは一見適当な組み合わせのように見えて、子細に検分すると十分に理に叶っているのであった。




〈オキュペテー〉から降りたクラスティたち一行は、自分たちの手兵を先行打撃用の大隊96名と、レイネシアを守る護衛部隊兼観測班12名に編成する。〈大地人〉の案内人から周辺地形の概要を聞き出したクラスティは、軍用地図にその情報を追加すると、躊躇いも見せずに進軍を開始した。

　大隊を構成する中隊はそれぞれ１番から４番までの番号を与えられ、午後も深いザントリーフ半島に上陸する。目指すはカスミレイクの西部。距離は24キロの地点だ。

　一斉に騎乗したアキバ遠征軍は、〈緑小鬼ゴブリン〉の略奪軍を目指して一路北を目指す。消耗を避けるために、交互に先頭部隊を切り替えながらも、一行は疾風の速さで、もはや朽ちかけている旧国道を駆け抜けてゆく。

　その様子はザントリーフを貫く一条の黒い雷光のよう。




　先へ！　先へ!!




　クラスティに率いられた遠征軍先行部隊は、今まさに弓から放たれた矢のように、敵の主力部隊を目指してまっしぐらに駆け出していったのだった。


































　　▼１




　レイネシアの去った会議場はまさに混沌とした虚脱感が支配していた。〈円卓会議〉の代表であったクラスティはレイネシアと共に去ってしまった。領主会議から見て参謀格にして穏健派に見えたシロエもだ。

　あとに残った〈円卓会議〉使節は、強硬なタカ派に見えるミチタカだけである。

　その領主会議にしても、振り上げた拳をどこへ振り下ろせばよいのかわからない。いや、そもそも、拳を振り上げたはよいが、その拳を実際振り下ろせたかといえば、それは怪しい。会議において事態を収拾する能力と意志がある人物は去り、思おも惑わくは混迷していた。

　その後の会話においても、哀れなクレンディット男爵は完全に司会としての能力を失ってしまった。蒼白と紅潮のふたつの表情を交互に浮かべると、従僕の必死の看護もかいなく、最後には息も絶え絶えになり退出を願い出る始末。

　クレンディット男爵ほどではないにせよ、どの領主たちも多かれ少なかれ、男爵と同じような種類の混乱を抱えていると思われる。

　そのような経緯から、真夜中を迎えたタイミングで、会議はいったんの終了を迎えることとなった。




　廊下に出たミチタカは太い息を吐く。

（こりゃー、面倒この上ないな）

　そもそもミチタカは商人ギルドのギルドマスターであるとはいえ、細かい交渉は得意ではない。商人はよいモノを作り、適正な価格で販売し、市場を開拓すればそれでよしと思っている人間である。

（つか、俺は鍛か冶じ屋やだったんだがなぁ……）

　彼自身は今でも現役の職人のつもりだ。〈円卓会議〉に参加してからだって毎日ハンマーを握っている。高レベルダンジョンへ出かけるプレイヤーが減った現在、魔法のアイテムを作るのに不可欠な魔力を帯びた素材が枯渇していて寂しいが、そんなことはやりくりをすればどうとでもなる。

　たまたま、他人とつるむのが好きで、人と話すのに忌避感がなかったため、仲間内で中心として祭り上げられてしまったというのがミチタカの自分自身に対する評価である。

　領主会議からはタカ派に見えたのだろうが、ミチタカとしては非礼なバカを一喝しただけであり、〈自由都市同盟イースタル〉全体に対して悪意をもっているわけではない。派兵に反対していたのは〈円卓会議〉３人の中での役割分担に近いものであり、彼自身は派兵反対というわけでさえないのだ。

　──もっとも彼は生産プレイヤーである。街の外部で戦闘を行なう遠征組の〈冒険者〉に比べ、死の危険は少ない。戦争がはじまっても彼と彼のギルドは、おそらくアキバの街で後方支援をするのみだろう。そんな立場の自分が、安易に開戦論に賛成してもよいのかという個人的な罪の意識があることは否定できない。

（……ことが動き出した今となっちゃぁ繰り言か）

　黒髪の間に太い指を差し込んで、ぼりぼりと頭をかく。気分が腐っていて、なんともやりきれない。

　長い無人の廊下を、ギルドのメンバーである男ひとりを後ろに連れて歩くミチタカは、廊下の曲がり角で何気なくテラスを見た。特に意味があったわけではない。ただ角を曲がると月明かりが差し込んでいたのでそちらを振り向いただけだ。




「ソウジロウ様ぁ。この卵菓子もおいしいですよ？」

「ソウジロウさま、わたくしの話も聞いてくださいませっ」

「ソウジロウ様は疲れていらっしゃるのです。優しい子守歌を歌いますからどうぞしばしのまどろみを……」




　月明かりのテラスには豪奢なソファが置かれており、茶会に対応できる作りになっている。そこでミチタカの同輩、〈西風の旅団〉ギルドマスター、ソウジロウが、〈大地人〉の侍女や姫に囲まれていた。ミチタカはなんだか寂せき寞ばくとした感情に襲われてしまう。

　先ほどまで考えていたアキバの将来の暗雲や、自分自身の罪悪感や、いいしれぬ不安感がすべてどうでもよくなっていくようだ。

　ソウジロウの周囲に漂っているオーラと光景に比べれば、〈円卓会議〉がどうとか〈自由都市同盟〉がどうとか、実にくだらない話ではないか。

（ああ、俺の今の表情は左手で描いた落書きのようなんだろうな）

　ミチタカはソウジロウに近づくこともせずに、自室があるエリアに足を向けるのだった。




　今晩はこれで終わりか。さて明日はどうするか。

　ミチタカは考えかけたが、そんな甘い展開にはならないことは、あっという間に判明した。

〈円卓会議〉が借り受けている区画の前に待っていたのは、コーウェン公爵、レイネシアの祖父セルジアッドだったのだ。供回りも一名の騎士にランプをもたせたのみの老公爵は、ミチタカに黙礼をした。あれだけの長い会議だ。つかれていないはずがないにもかかわらず、老公にそんな雰囲気はない。ミチタカはそのことに敬意を抱く。

　老公爵は「どうだろう」と一言ミチタカに告げる。

　ミチタカは用件を察して先導して歩き出した。

　招いたのは、〈円卓会議〉──クラスティやシロエ、ミチタカたちが日常的に会議を行なうために用いていた、小ぶりな談話室だった。小ぶりとはいってもそれはこの城の尺度から見ての話であり、２間続きの談話室は、日本出身のミチタカにすれば、住居にしてもよいほどの空間を備えている。

　椅子を勧めて〈バッグ〉から出した茶を給仕すると、老公爵は少しだけ驚いたようだった。公爵ほどの人間が魔法の鞄を知らないはずもなく、その驚きの意味はわからなかったが、ミチタカはそれは当面気にしないことにする。

「このような夜中にすまぬことだ」

「いえ、お気になさらないでください。あの会議の後始末をしないでは、ゆっくり眠れぬでしょう」

「ははは、そうなるかな」

　ミチタカの対面に座る老貴族は、見事な髭にさわりながらも堂々とした態度で笑った。

「孫娘の考えなしの行動ゆえに、コーウェン家を潰すわけにもいかぬ」

　考えてみれば、彼の立場は現在非常に危うい。

　もちろんセルジアッド公は〈自由都市同盟イースタル〉の筆頭領主の地位にあり、その影響力は大きい。しかし、この場合、その影響力の大きさそのものがハンデとなるのであろう。




「お察しのとおり、あの娘は我が領主同盟に亀裂を入れかねぬ」

　コーウェン家が領主会議に対して抜け駆けをしたのではないか、というストーリーの可能性を指摘しているのだ。セルジアッドの治めるマイハマは強大だ。そのマイハマとアキバが結びつき、あとは幾つかの領主を抱き込めば、それは残りの〈自由都市同盟イースタル〉を十分に駆逐できるだけの大勢力になる。

　もちろんレイネシア姫にそのような野心はないだろう。ミチタカをはじめとした〈円卓会議〉の面々も、あの場での出来事はハプニングに近いものであって、なんら裏の意味はないと思っている。

　しかしこの場合重要なのは周囲の解釈である。

　裏の意味などなかったところで、あとからそこに意味を付与することは可能なのだ。

（今こうしている話だって、どこかの誰かには勝手に解釈されかねないしな……）

「可能性としては、マイハマがアキバを抱き込んで新勢力を樹立すると、そういう方向性もあるわけですね」

　ミチタカは直接的に尋ねかける。持って回った言い回しや策謀は苦手なのだ。

「それも一案ではあろうが。ふむ……どう思うね？　ミチタカ殿」

　ミチタカは、会議中に〝卿〟という言葉を嫌った自分に、〝殿〟という敬称を用いた公爵に好感を覚えた。ミチタカ自身は別段、〝卿〟などというただの言葉に嬉しさも嫌悪感もありはしない。しかし、この老人はミチタカが怒りを露あらわにしたあの言葉を避けようとした。ひとりの人間として相手と交渉する気持ちはもっているらしいと感じる。

（さて、と。こっちはシロエみたいに才気あふれてる訳じゃねぇんだがなぁ）

　ミチタカはその太い首を捻る。

　その時、控えめなノックの音がした。

　ミチタカの許可とともに入ってきたのは、ワゴンに夜食を乗せたヘンリエッタだった。シロエの提案により増員したアキバの使節団には〈料理人〉も含まれている。彼らは〈円卓会議〉が借り受けたこの区画で、小会議や茶会が開かれるのに合わせてさまざまな饗宴の支度を（四苦八苦しながらではあるが）整えていたのだ。

　この夜食や飲み物も、ヘンリエッタの気遣いであろう。

「ああ、丁度いいや。ヘンリエッタさん、同席してください」

「いえ、わたしはただの……」

「まぁ、いいから」

　ミチタカの誘いに眉をひそめたヘンリエッタだが、重ねて誘うと軽食を並べたあとにミチタカの隣に腰を下ろした。

「舞踏会でシロエ殿と踊られていたお嬢さんですな」

「はい、〈三日月同盟〉所属のヘンリエッタと申します」

「〈三日月同盟〉は、〈円卓会議〉11ギルドのひとつです。こちらの令嬢はそこの参謀役です」

　ミチタカは紹介を終えて一息つく。

　もちろん責任をヘンリエッタに押しつける気はないが、ことはあまりにも重大だ。ヘンリエッタであれば、ミチタカの思考が見落とした落とし穴を見つけて、話の筋道に一定の方向性を提示してくれるだろう。

　３人はとりあえず、目の前の軽食に手をつけた。

　鶏の冷製のサンドイッチと、温野菜のサラダ。それにフルーツと、薄く割ったアルコールなどだ。

　それぞれに料理を品評して、しばらくは雑談の流れに任せる。

　ミチタカとヘンリエッタが、ざっと自分たちの立場を説明し、セルジアッド公はマイハマの街を描写した辺りで、話は一周して今晩の会議の話題へと戻ってきた。

「お話はおおむね理解できました──そう、ですね……」

　ヘンリエッタは優雅な仕草でティーカップを下げながら述べた。

好こう々こう爺や然ぜんとしたセルジアッドにたいして、そのまま畳みかける。

「目下重要な出発点は、セルジアッド公の目指すゴールのヴィジョンですね。それを〈円卓会議〉と共有できるかどうかが話のポイントかと思います」

　ミチタカはうなる。

　要するにいってしまえばそれだけのことなのだが、あの５時間にわたる会議の苦痛と混迷をたかだか一行の言葉で要約されてしまうと情けないモノがあった。しかし、それはヘンリエッタの聡明さのおかげだろう。３人寄れば文殊の知恵、だなどというが、あのような会議でそれを期待することが難しいのは、ミチタカだとて地球での経験からよく知っている。




「まさに、そうなのだろうな。ふむ……」

　セルジアッド公は瞑目する。

「俺がこんなことをいうのも変な話ですが、このまま腹を探り合っても前に進まないでしょう。ここはそちらの率直な言い分ってやつですか、都合のいい希望というのを聞きたいと思いますよ」

　ミチタカも言葉を添えた。

　犬猫扱いはまっぴらごめんだが、この老人ならばそこまで非礼な物言いはしないだろう。されたならされたであり、もし領主会議の筆頭ともあろう人間がその程度の見識ならば、付き合う価値もない。

「まずは、当面の〈緑小鬼ゴブリン〉の略奪軍だな。これについては協力して防備に当たり、根絶をしたい。我らと亜人間とは長い長い争いをくりひろげている。我らの父母の土地をまもることは、我ら絶対の課題なのだ」

　その言葉はミチタカには頷けるものであった。

　領地と領民を守る意思のない貴族など貴族ではない。

　その希望はもはや、条件や要望というよりも、彼らにとっては議論の前提であり出発点なのだ。

「そして、〈自由都市同盟イースタル〉の25番目の貴族として招待したいという考えは、わたしはもはや抱いていない」

　こちらの言葉にミチタカは驚く。




「そもそも、我ら城塞都市や領地を抱える領主と同じような考えで〈円卓会議〉を扱ったのが失敗の元、誤解の元であったと今のわたしは考えている。これは〈円卓会議〉を排斥しようとか、距離を置こうというような話ではないつもりだ。そのような話ではなく〈円卓会議〉は〈自由都市同盟イースタル〉と互する勢力だという認識を今となっては抱いている、というのが正しいであろうか。〈円卓会議〉、そしてアキバの街は、その構造も、実力も、我ら〈自由都市同盟〉すべてに匹敵する。領主同士の話し合いにより連携する我ら〈自由都市同盟イースタル〉と、家門──ギルドというのであったな？　そのギルドの連合体として生まれた〈円卓会議〉は非常に似通っているのだ。領地がひとつの街であり、それが狭いということによって侮あなどった我らは、その思い込みによって、貴殿らにずいぶんと失礼で都合のよい申し出をしていたものだ。その非礼に対して、謝罪したい」

　ミチタカは、セルジアッド公の言葉について考える。

「そのように領地面積と勢力が釣り合わぬアキバの街を、言葉は悪いがわれら同盟の枠組みの中に無理矢理とりこんだところで、それはいずれ軋あつ轢れきを生じさせ、我ら自身を崩壊させるだけにわたしには思えるのだ。狼の首に鈴をつけることはできても、鎖に繫ぐことはできなかろう。ましてや、大空を飛ぶ〈鷲獅子グリフオン〉ならばなおさらのことだ。わたしは、両者の妥当な関係は〈自由都市同盟イースタル〉と〈円卓会議〉の対等な立場であるべきだと考える。不可侵条約と通商条約を結び、それをもって関係の礎いしずえにすべきだとな」

「承知した」

　ミチタカの返答に、セルジアッド公は大きく目を瞠みはった。

「もとより〈円卓会議〉に領地的野心も侵略の意図もありはしない。この世界の中で自らの住まいを守り、あとは……自分たちの願いを、元の世界への道を見つけられればそれで十分だ。もちろんそのためには、当面この世界で暮らさざるをえない。あちこちの遺跡に赴おもむく必要もあれば、食糧などの交易を必要とする面もある。が、しかし、その目的を果たすにあたって、隣人として手を取り合うことができないということもない。手を取り合うことができるのならば、それにこしたことはない」

　ミチタカはそこまで一気に応えたあとに、ヘンリエッタを見やる。ヘンリエッタは眉根を寄せてなにかを考えたあとに、早口で補足する。

「もちろんこれは、非常におおざっぱな基本方針ということになりますよね？　対等な関係とはいえ、その理念が実際にはどのように盛り込まれるのか、条約の文もん言ごんを見るまでは本当の意味での確約はできません」

　少し慌てたようなその言葉に、ミチタカは頷く。

　そんなふうに細かいところをフォローしてくれることを期待していたのだ。




　セルジアッド公はそのあまりにも早い反応と飾り気のなさに驚いたようだった。しばらく言葉を失ってしまう。

「ですが、対等な立場での相互不可侵条約と通商条約となれば……その意味するところは、攻め合わない、交易をする、ということになります。申し訳ないですけれど、今回の〈緑小鬼ゴブリン〉族襲撃に対する防衛は、条約外ということになりますね？　もちろんどんな条約も締結していない今現在、条約の内側、外側などということをいいたてるつもりはありません。しかし、このイレギュラーな事態にどう収拾をつけるかは、〈自由都市同盟イースタル〉にもマイハマ領にも大きな意味をもっているのではないでしょうか？」

　ヘンリエッタの指摘に、ミチタカもセルジアッド公も頷く。

　結局は、話はそこに戻ってしまうのである。

〈大地人〉と〈冒険者〉の負担における不平等──。

　互いの立場や見ているものの違いからくる、相互の距離。

「それについては、今は置くとしよう」

　重くなりかけた空気を揶や揄ゆするようにミチタカは肩をすくめた。

　脳裏には、さきほどのソウジロウの姿があり、あれを思い出すだけで真面目に悩むのがばからしくなってしまう。

〈冒険者〉が無限の力をもち、それを妬んだ〈大地人〉が謀略を巡らす？　たしかにそんな貴族政治の汚濁は気が重くなるが、ソウジロウのハーレム体質を見た途端にどうでもよくなってしまった。膝から力がへなへな抜けるような体験だ。嫉妬も怒りも疑心も、あれにくらべればまだ理解しやすいというものだ。

　そもそも、そこまでミチタカがひとりで背負う必要もない。

「当事者たるクラスティ殿とレイネシア姫がいないでは、まとまる話もまとまらない。もしくはあっちでなにか具体的なアイデアをもっている可能性もないじゃない。俺たちだけ悩むのは不公平だ。シロエ殿も含めて、あの３人に考えてもらうのがバランスの取れた労働配分というものだろう」

　ミチタカの意見はいささか乱暴だったが、あとのふたりも同じ気持ちだった。

　そもそもこの場で結論が出たとしても、物別れに終わったとしても、もはや賽さいは投げられたのだ。夜明けにはアキバより軍が出発するであろう。ミチタカとセルジアッド公には、その軍を押しとどめることはもうできない。




　クラスティとシロエが動いたからには、頓挫ということはあり得ないのだ。

　あのふたりが立ち上がり、目標を貫かないなどということはあり得ない。

　ミチタカにとってそれはもはや確定した未来である。

　そうであるならば、流れを見守るしかない




「まぁ、シロエ様ならどーにかするでしょうね」

　ちょっと拗ねたようにヘンリエッタが唇を尖らせて頷く。言葉はシロエを貶けなすようであったが、その瞳はどう見ても信頼にあふれていて、ミチタカはふむとひとり納得する。

「どれ。では今回のことの顚末、孫に責任をとらせてみるとしましょうかな」

　セルジアッド公のどこか面白がるような言葉で、その場はお開きとなったのだった。




　　▼２




（今。がさって音がしなかったかしら……？　その木陰の茂みに……。まさか……、まさか〈緑小鬼ゴブリン〉っ？）




　レイネシアのそばについているのは、禁欲的な軍装をまとった〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の女性騎士だ。武器を構えさえもしない彼女は、片手にもった戦場図と幾つかのレポートを見ながらひっきりなしに念話通信を行なっている。

「２時方向に大規模集団。および９時方向に敵攻性部隊、総数18以上。大型魔獣２」

　簡潔な報告の声は、レイネシアが知るどのような騎士の物腰とも違うし、噂に聞く戦場の有様とも違うように思えた。

　まだ目が慣れない暗闇に怯えていると、その女性はレイネシアの瞼に、そっと軟膏を塗ってくれる。何度か目をしばたくと、辺りがぼんやりと薔薇色の光に包まれて見通しがよくなった。

　それでもやはり暗闇の物音は怖い。

　この辺りはさして深しん山ざん幽ゆう谷こくという場所ではないはずだが、城育ちのレイネシアは、その種の耐性が欠けている面がある。暗闇の中で茂みが揺れる度に、抑えようとしても膝が笑い出してしまう。

（し、静まりなさい。胸を張って……。そう、落ち着いて……）

　気持ちはまだ挫けていない。

　前へ進む勇気を失ってはいない。

　しかし身体の方は正直なもので、生命の危険を感じるのか、本能的にこわばったり、震えだしたりするのだ。長年かけて研けん鑽さんを重ねた令嬢教育のすべてを動員して、堂々と胸を張って進もうとするが、そろそろぼろが出てきそうである。

「レイネシア姫、もう少し尾根を上れば視界が開けるそうです。そちらに移動して、少し休みましょう」

　女性騎士はそう伝える。

　周囲の戦士たちはすでにその指示を予期していたのか、流れる水のような滑らかさで陣形を変える。中心部で呆然としているのは、レイネシアとふたりの〈大地人〉だけだ。彼らは彼らで、女性騎士から尋ねられて、詳しい地元の地形などを伝えている。ひとまたぎにできるほどの小川があり、それを越えてしばらく上れば、岩場になり谷間を見下ろせる高台があるそうだ。




　レイネシアたちは下した生ばえをかき分けて進む。

　もちろん大振りな枝などは、先頭を進む戦士が払ってくれるのだが、獣道の鋭い草は容赦なく絡まってくる。だが、レイネシアのつけている〈戦女神の銀鎧ヴアルキユリー・メイル〉はよほどの高性能なのだろうか、まるで空気の壁を張り巡らせているかのように、それらを寄せ付けない。

（性能は申し分ないんですけれど。ほんとに、もうっ）

　気になるのは、脚部の露出面積の大きさだけだ。

　これが冬であれば身体が冷えるとかなんとかいってマントを無心することもできるのだろうが、夏場ではそうもいかない。現にレイネシアが身に着けているのも、腰の辺りまでかろうじてあるかどうかという薄いケープであり、外套と呼ぶにはあまりにも情けない代しろ物ものだ。

（あ……）

　だがそうして気をとられているうちに、思いがけず距離を稼いでいたのだろう。ブナらしき巨木の並ぶ木立を迂回して背丈ほどの斜面を登ると、突然目の前が開ける。そこは６メートル４方のぽっかりと開けた岩場で、谷間を見下ろす尾根だった。岩場からは崖の下の木々と、流れる河、その連なりが見える。

　何百も輝くのは〈緑小鬼ゴブリン〉軍のもつ松たい明まつだろうか？　それはざわざわと蠢うごめき、まるで邪悪な虫の行進を想起させた。

「まずはこちらへ」

　女性騎士が勧めたのは、組み立て式の簡易な椅子だった。背もたれも肘掛けもないが、腰を下ろして脚をとじ合わせることができるのは有り難い。

　レイネシアは丁寧に礼を述べると、椅子を借りて腰を下ろす。

　あの演説で思い知ったが、〈冒険者〉はレイネシアたち〈大地人〉とは根本的に違う。クラスティたち〈円卓会議〉の代表者だけではなく、全員が貴族並みの教養と礼儀作法を身につけていると考えた方がよさそうだ。

　だから感謝や丁寧な態度は欠かすべきではない。

　しかしその一方で、〈冒険者〉は虚礼を嫌うようでもある。今の謝辞で妥当だったのだろうか？　と女性騎士を観察するが、彼女はてきぱきと念話で地図を読み上げている。おそらく問題はなかったのだろう。

　周囲では冒険者たちが次々と組み立て式の家具を持ち出していた。３本の脚に支えられる組み立て式の小テーブル、おそらく遠眼鏡だと思われる筒が何本か。




「はじまりますよ」

「え？」

　レイネシアが女性騎士のことばに振り向いた瞬間、谷間に閃光が落ちる。わずかに遅れて響く轟音。不気味な震動が辺りに残る。混乱するレイネシアに対して、女騎士は暗闇の底、谷間の一角を白い指で指し示す。

　そこに意識を集中したレイネシアは、ぼやっと光る視界の中で遠くの光景が引き延ばされるのを感じる。木々や葉の輪郭までがリアリティをもって視界に飛び込んでくるのだ。

「狙撃用の妖精軟膏フエアリーバームです。遠距離でもよく見えるでしょう？　あんまり視界を拡大しすぎないよう……。そろそろきますよ。よく見ていてくださいね」

　その白光は一瞬だった。

　雷撃は正確に〈緑小鬼ゴブリン〉たちの小隊中央を貫いたらしい。天から落ちた輝く鉄槌は、電撃それ自体というよりも、地面をえぐり大地を爆発させる力をもって〈緑小鬼ゴブリン〉たちを蹴散らした。

　そしてレイネシアはその閃光の中にくっきりと浮かび上がるクラスティの姿を見た。レイネシア自身の身長にも匹敵しようかという長柄の両刃斧を軽々と構えたまま、森の中を疾駆する長身の影。

　クラスティが駆け抜ける森の中の小川に沿って、おおよそ１００人いるはずの打撃部隊が続く。それはクラスティの背中でたなびくマントが長く長く翻り、森を浸食していく様を思わせた。

　その部隊が〈緑小鬼ゴブリン〉にふれあうたびに、あるいは刻み、あるいは穿うがち、致命的なダメージを与えては貪ってゆく。きらり、きらりと輝くのは魔法だろう。この距離では詳細をうかがい知ることはできないが、圧倒的な殲せん滅めつ力りよくだけは理解することができた。




　だが、その部隊の圧倒的な攻撃力よりも強くレイネシアをとらえたのはクラスティその人だった。

　率いる部隊の先頭を駆けその背中で騎士たちを導くクラスティは、一種異様な気配を発している。あの船の甲板で感じた違和感が、具体的な姿をもって屍山血河を築いていた。

　三日月のようにつり上がった唇。

　愉悦に細められた瞳。

　銀光を跳ね返す眼鏡。

　クラスティは歓喜に満ちて戦場を疾駆していた。まるで祭の日に広場へと駆けつける子どものように。

　クラスティが両手を振るう。

　一陣の旋風のように先端が見えなくなる斧。

　そして周囲３メートルにはぽっかりと誰もいない空間が広がる。

　あるいはクラスティに襲いかかる魔獣。牛ほどの大きさもある巨大な狼の突進をクラスティは突き出した左手でたやすく受け止め、周囲に檄を飛ばす。狼の巨体に突き刺さるのは数十本の矢と、魔法強化を受けた数々の剣。




　もはや肉塊となった魔獣を、まるで小麦袋のようにやすやすと投げ捨てるクラスティ。彼の興味は、次の〈緑小鬼ゴブリン〉部隊に移っている。

　不吉だった。

　不気味だった。

　恐ろしくて嫌悪感を催した。

　でも、レイネシアにとっては、その光景はそれ以上になんだかとても悲しかった。

　不吉に見えるのも不気味に思えるのも、それはたぶん、レイネシアの側のエゴだ。自らの故郷を守ってくれる勇士にそんな感情をもつだなんて、失礼なことだと思う。

　でも、この悲しさはなんだろう。

　なぜこんなにも寂しいのだろう。

「前方50、丘巨人ヒル・ジヤイアント２。回復班は左右に布陣。周辺小部隊から殲滅」

　女騎士の通話が小さく聞こえる。

　無意識のうちにぎゅっとつぶっていた両目を開くと、そこに見えたのは、まるで城攻塔のような巨体をもつ２体の巨人に、クラスティが向かっていく姿だった。

「──っ！」

　叩き下ろされる丸太のような棍こん棒ぼうを、クラスティは飛ひ燕えんのように跳ね回る両手斧で捌さばき、２体の間に立ちふさがる。レイネシアから見れば、それは圧倒的な体格差をもつ巨人たちが、クラスティの命を搔き消さんばかりの攻撃を放っている光景だった。しかし、クラスティ自身の笑顔は深まりこそすれ、みじんの怯えも感じさせない。

　それどころか、クラスティの武器が赤い輝きをもって打ちつけられるたびに、２体の巨人は我を忘れたかのようにクラスティだけに執着しはじめるのだった。

　そしていよいよ猛り狂う２体の巨人の攻撃を、夜明けの薄明かりの中でクラスティはただ捌き続ける。

　２体の巨人は、〈緑小鬼ゴブリン〉のその攻撃部隊における秘密兵器だったのだろう。周辺には石弓や槍を持った無数の〈緑小鬼ゴブリン〉たちが存在した。しかし、クラスティが率いてきた攻略大隊レギオンレイドは、今こそ一切の制約から解き放たれ縦横無尽の活躍を見せはじめる。

　大きく４つに分かれた部隊はそれぞれさらに４つに分かれ、拡散する小隊となって〈緑小鬼ゴブリン〉たちに襲いかかったのだ。彼ら攻撃小隊は〈緑小鬼ゴブリン〉たちの存在する森を、面の包囲網で埋め尽くしにかかる。

　めまぐるしく動き回りながらも隙を見せないアキバの軍勢に、そもそも指揮系統が不確かな〈緑小鬼ゴブリン〉たちが敵かなうはずもない。彼らは闇の中で次々と魔法や剣で殲滅されてゆくのだ。

　妖精軟膏フエアリーバームで強化されたレイネシアの視界で、彼らは舞い踊る影のように森を駆け抜けてゆく。




　そしてその舞踊の中心にクラスティは存在した。

　彼が腕を指揮者のように降り下ろす。

　一斉に放たれる炎の玉は、まるで燃えさかる雪崩なだれのように〈緑小鬼ゴブリン〉の群れを飲み尽くす。

　クラスティは楽しそうだった。

　宮廷で過ごしていたのよりもずっと自由に見えた。

　それがレイネシアに悲しみを与えた。

　なぜ悲しいのか、なぜ寂しいのかもわからずに、レイネシアはただクラスティを見つめ続けた。

　力の限り斧を振るい、敵を切り開き、攻撃を受け止め、両腕から血を流しているにもかかわらず、その歩みは力強く、その指揮は部隊を奮い立たせ、まるで軍神のように見えるクラスティ。

　そのクラスティは、レイネシアの視界内で、どんどん透明になっていって、時にはそのまま夜明けの光の中に淡く溶けていってしまうのではないかと思うほどに、自由だった。

（それは……）

　それは、なんだかとても胸に迫る切なさだった。

　宮廷においても、戦場においても、あんなにも力強く無敵に見えるクラスティが儚はかなく見えるだなんて、レイネシアは自分の頭がおかしくなってしまったに違いないと思う。

　クラスティは楽しそうだったが、おそらくその楽しさの果てには、なにもないのではないのか。誰もいないのではないか。不意にそんな疑問さえ浮かぶ。

　森の中ではクラスティたちアキバ遠征軍の進撃が続いている。

　それを見つめるレイネシアの背筋はりんと伸び、一いち途ずな真剣さをもって長身の〈冒険者〉の背中を求め続けるのだった。




　　▼３




　ザントリーフ大河にほど近い漁具倉庫を一時的な本陣として借り受けていたマリエールたちは、街の周囲に出していたパトロール部隊からの念話を中継し、防御計画を練っていた。

　もうすでに半日以上、〈緑小鬼ゴブリン〉たちの目撃情報はない。

〈緑小鬼ゴブリン〉たちは少なくとも山中の森へ完全に撤退したらしかった。周囲の〈冒険者〉たちは、宿屋やこの倉庫の中で、交代で睡眠をとっている。

　はじめての夜から、一昼夜がすぎている。その間、マリエールたち一行はチョウシの町を防衛することに成功していた。




　マリエールがびっくりしたのは、新人と侮っていたプレイヤーたちほど、順応が早くて熱心なことだった。

　それももっともかもしれない、とマリエールは考える。

（考えてみたら、この子ら、今回の拡張の噂で〈エルダー・テイル〉はじめてみようかと思ったような、まだまだゲーム経験が浅い子たちなんやもんね。そりゃ偏見もないわなぁ……）

〈エルダー・テイル〉の経験が浅いということは、必然的にキャラクターのレベルが低く、戦力的には未熟だということを指す。そのデメリットから、ベテランプレイヤーは新人プレイヤーを弱者としてしか見ていなかった。

　しかし、ゲームのシステムや世界に先入観がないというのは、メリットであると考えることもできる。

　マリエールたちベテランプレイヤーにとってシロエの告発──〈大地人〉も自分たちと同じように感覚や精神や欲望や悟性を備えた人間であるという──は、大きなショックをもたらすものだった。

　しかし、新人プレイヤーにとってそのショックはさほど大きくはなかったのだろう。

　そもそもゲームをはじめて日の浅い彼らは、〈エルダー・テイル〉がゲームであるという「慣れ」もまだ深くはしみこんでいないのだ。その意味では、〈エルダー・テイル〉とは無関係に、ただ異世界に拉ら致ちされたに等しい状況にあるといえる。

　そんな彼らが〈大地人〉守護を積極的に叫び、行動に移してくれたのが、マリエールには嬉しかった。夏季訓練班の新人たちは、マリエールが熱弁を振るって説得するまでもなく、チョウシの町の防衛作戦実行を受け入れてくれたのだ。

　新人たちが奮い立っているのを横目に見ては、ベテランたちが立ち上がらないわけにはいかない。

　そもそも今回の夏季訓練はボランティアに近い体制でスタートしている。もともと新人に対して面倒見のよいベテランプレイヤーが集まっているのだ。そんな彼らが、希望に燃える新人〈冒険者〉の見つめる中で無様な姿など見せるはずがない。

　そこにマリエールの、本人は意識しない「笑顔の応援」が加われば、士気は否が応にも高まる。

　ミノリとにゃん太が共謀して山中に向かったのには本当に心を痛めたが、結果としてそれは大成功だった。マリエールが把握している限り、初日の夜間、街周辺部で行なわれた防衛活動は26回。小隊ひとつにつき、平均４回の戦闘は、ダンジョン攻略などに比べれば極めて余裕のある回数だ。




　夜が明けて見れば、新人プレイヤーの〈冒険者〉も顔つきが変わっていた。

　この異世界の戦闘は、ゲーム〈エルダー・テイル〉とはまた違ったきつさがある。戦闘そのものの厳しさというよりも、戦場の空気のえぐさのようなものだ。

　身体はゲームキャラを踏襲しているらしく高性能で、耐久力や筋力、持久力や敏捷性などは、ゲーム上での職業にもよるが、なんら問題にはならない。怪我も回復呪文ですぐに治るし、切り傷、擦り傷程度なら半日も我慢すれば呪文なしでも自然治癒してしまう。




　しかし、戦闘の怖さとは、もっと精神的な点にある。

　モンスターとはいえ、自分の両手でもって命を奪うのは恐ろしい感覚だし、人にもよるがトラウマになってしまう〈冒険者〉も存在する。それはマリエールにも理解できる感情だ。

　もしこの異世界で戦い続けたいならば、どうしても「慣れ」は必要で、その「慣れ」るまでの期間、新人〈冒険者〉には寄り添うベテランとモチベーションが必要だ。

　チョウシの町防衛は、モチベーションと機会という意味では、新人プレイヤーにとって大きなチャレンジであると共に、チャンスでもあったといえる。




　海からの異変を最初に察知したのも、そういった士気の高い新人〈冒険者〉だった。士気の高さは、持久力や戦意にも反映されるが、もっとも顕著に見られる影響は集中力の増加だろう。

　街中の警備に出掛けた３人組の新人たちは、海岸線方向の白い波を見つけるとすぐさまマリエールに連絡を入れてよこしたのだ。

　おそらく、ザントリーフの白い砂浜で襲われたあの記憶がまだ残っていたのだろう。その恐怖が、今度はプラスの方面に作用したといえる。

　ベテランプレイヤーが駆けつけたとき、〈水棲緑鬼サフアギン〉たちはまだ遠浅の浜の彼方にいた。発見が早かったせいだろう。

　ザントリーフ大河は、この辺りでは非常に幅広い流れとなっている。河口部分は海と接しているために、潮の流れによっては海水と真水が入り交じり、その大河には何本もの桟橋がつきだしていた。

　駆けつけてきたベテランは、海の方を見やって絶望的なうめき声を上げる。白い波の数は多い。１００や２００ではきかない数だろう。




（これは……）

　それはマリエールも感じた。

　チョウシは漁業と農業を中心とした平和な街だ。だから、街の構造上、どうしてもザントリーフ大河に寄り添うように延びた形状になってしまう。もちろん川の氾濫や潮の干満を考え、街の居住区と浜の間には、狭いところでも１００メートル以上の距離があるが、それでも近いことには変わりがない。

　しかもこの１００メートルは森林や山があっての１００メートルではない。

　普段は漁具や船を引きずる、視界の開けた砂浜や石浜が幅１００メートルで存在するというだけのことなのだ。

　そんな広い場所を街の脇腹として長々と晒しきっているこの町を、これだけの数の〈水棲緑鬼サフアギン〉から守るのは、至難の業だ。

（いや、至難ちゅうか……。うちらが生き延びるのは簡単や。逃げ帰ればいいんやし。〈水棲緑鬼サフアギン〉を倒すのも、時間がかかるにせよ、たぶんできると思う。でも町を守りきって〈大地人〉の全員を無傷のまま助けるのは……。無理かもしれへん……）

　しかし、その泡立つ海面に言葉を失っているマリエールの両脇で、ぎりぎりと弦つるを引き絞る音がした。

　右に立つのは直なお継つぐ。その隣にはトウヤ。

　左手には新人の暗殺者や、多くの戦士たちが弓をつがえている。弓が不得意な小しよう竜りゆうは、それでも太い金串のような投げナイフを構えているのだ。

「マリエさん、いっちょ景気づけに号令たのむわ」

　直継は、大きく笑っていった。

　マリエールの気持ちは、その笑顔に軽くなる。

　悩むことはなかった。

　マリエールには心強い仲間が、支えてくれる仲間たちが常についていてくれるのだ。その笑顔だけで、心に翼がはえたようにさえ思う。

「わかったで。えっと。……あ、あんな、みんなな！」

　マリエールは声を張り上げる。

　目の前の泡だつ水面は一層ざわめき、河口に迫ってきている。




「今まで力を貸してくれておおきに！　みんなの力で、チョウシの町はひとりの犠牲者も出さず、多くの田畑を荒らされもせずに〈緑小鬼ゴブリン〉からの攻撃はしのいだ。これは本当にうれしいことや。でも、もうちょい。こっちの敵も倒さんと終わらん……。この町を守りきることにならん。もう一戦、力を貸してや……。うち、みんなならできるって信じとる。──ん、いこうっ!!　出陣やっ!!」
















　弓ゆ弦づるが次々と鳴った。

　それが３度繰り返されると、直継が真っ先に海岸線へと駆け出す。そのあとを追うのは小竜、レザリック。最後のにゃん太は、マリエールに小粋に手をふって見せた。

　あちこちで海岸線に向かって突進する〈冒険者〉のパーティー。

　しかし、よく見れば、突撃をしない集団も幾つかは見ることができる。海岸を広く見渡せる農道の角まで引き上げて腰を下ろすミノリに目線で問いかけると、帰ってきたのは「すぐに交代要員が必要になりますから」というものだった。




　本当に中学生なのか、と思えるほどの冷静な意見に鼻白むマリエール。しかし、その意見はもっともだ。これだけの数を上陸の瀬戸際で食い止めようとすれば、疲労による交代要員は必須だろう。

　海岸線で激しい戦闘がはじまっている。

　そうとなれば、マリエールも休んでおくべきだろう。

　長時間にわたる戦闘では、回復職の精神的な疲労は激しい。マリエール自身も高レベルの〈施療神官クレリツク〉である以上、その能力はこれからはじまる戦いの中で必要になるはずだった。




　　▼４




〈ミドラウント馬術庭園〉。

　ここでは現在急ピッチで簡易的な防御施設の設営と、部隊の編成が行なわれている。編成が終わり配置が判明した部隊は次々と出発していたから、この野営地にいるのは全軍の３分の１程度のボリュームでしかない。

　状況は極めて流動的だ。

　クラスティたち浸透打撃大隊は今朝の明け方には早くも交戦を開始したという。敵部隊にどれくらいのダメージを与えたかについては、観測班の報告によれば恐らく１０００程度の損害をあたえた、とのことらしい。全体の中でどれぐらいの意味をもつ数字なのかは、これからわかってくるだろう。

　シロエ自身は参謀などというふたつ名をもらってはいるが、現実世界での軍事や戦術に詳しいわけではない。だから、この数字が大きいのか小さいのか、また、この被害で〈緑小鬼ゴブリン〉が撤退をしてくれるかどうかについてはわからない。

　一般に、軍においては、その構成人数の30％が戦闘不能になれば、ほぼ全滅だといわれるらしい。シロエにとって聞きかじりの知識だが、これには首を捻る部分がある。

〈緑小鬼ゴブリン〉との戦闘中に敵が逃亡したことなどあったろうか？　と考えると、ないともいえないが、それは大抵「残り一匹になった」ような状況だった気がする。〈エルダー・テイル〉はゲームだったのだ。ゲームのモンスターはその段階まで逃亡しないし、ましてや降伏などしない。

　そう考えると、うろ覚えの知識が間違っている可能性もあるし、あるいは現実世界のそういった戦術的な知識が、この世界では通用しないということかもしれない。または〈緑小鬼ゴブリン〉もしくは亜人間種が桁外れに好戦的で、撤退を知らないという可能性もある。




　だが一方、よいニュースもあった。

　今朝の戦いにおいてクラスティたちはさしたるダメージを受けずに、〈緑小鬼ゴブリン〉軍が擁する魔獣及び巨人２体を撃破している。〈緑小鬼ゴブリン〉の主力部隊は、よほどの大物でも出ない限りクラスティたちのレギオンレイドに任せれば大丈夫だろう。

（そもそも、クラスティさんたちの手に負えないような相手が出てきたら、アキバの街の誰がかかったって勝率は上がらないしな）

　もちろん、敵によっては相性というものはある。相手の情報がわかれば編成レベルで対策を練ることも可能だ。

　だから、クラスティたちが負けたからといってそれが「勝てない相手だ」ということを意味するわけではない。そもそも〈エルダー・テイル〉時代、大規模戦闘は全滅を繰り返しながら攻略方法を覚えるものだった。情報は常に、後を追うものに救いをもたらす。実力が拮きつ抗こうしているなら、対象の情報をより多く得た方が、勝率が上がるのは当然だ。

　しかし、情報がない状態でぶつかり合うとすれば、クラスティが現在率いるレギオンレイドは間違いなくアキバの街最強の剣である。

（〈緑小鬼ゴブリン〉略奪軍の中枢部は、クラスティさんに任せればいい）

　シロエは地図の中心にコトンと、黒い小石を置く。それはクラスティの位置だ。続いて白っぽいいびつな小石をミドラウント馬術庭園に置き、緑色の滑らかな小石をチョウシの町に置く。

　目下、もっとも注目すべきなのはチョウシの町である。

〈水棲緑鬼サフアギン〉に襲われているという報告ももちろんあり心を痛めているが、それ以上に重要なのは、あの岬を奪われた場合、〈水棲緑鬼サフアギン〉たちはマイハマに上陸する可能性すらあるということだ。

　どちらの街も共通項は、海上からの侵略を想定していないことである。

〈水棲緑鬼サフアギン〉はなぜ現れたのか？

　その理由ははっきりとはわからないが、シロエはやはりゴブリン王が発した侵略軍が原因だと見ている。両者は呼応して現れたのだ。もしくは、漁夫の利を狙った〈水棲緑鬼サフアギン〉の作戦かもしれないが、どちらにしろ、軍を二分されるという状況は変わらない。




（その辺は織り込み済み……と強がっておくしかないな）

　シロエは手で弄もてあそんでいた、少し大振りな小石を、地図の上にコトリと置く。流線型をしたその石は、どこか羽をたたんだ水鳥のようにも見えて、可愛らしい。置かれた位置は海上だ。

　試作型蒸気機関搭載輸送船〈オキュペテー〉。

　今回の戦では、この船を最大限回転させて用いている。

　クラスティたちを降ろした〈オキュペテー〉はナラシノの廃港で後続を待っていたが、そろそろ合流を果たした頃だろう。シロエが編成した４つの中隊フルレイドを率いて洋上をチョウシの町へと向かっているはずである。

〈オキュペテー〉は輸送艦であり、武装をもたない。その意味では飾り気のない船である。

　しかし、試作型ということで各種強度テストを行なうために補強された船体は、十分な装甲を有して防御能力は高いだろう。また、搭載兵器という意味では、それこそ〈冒険者〉が乗り込めばよい。

　シロエが特別編成した部隊には、〈召サ喚モ術ナ師ー〉と〈吟遊詩人バード〉が多く含まれている。直接的な遠距離魔法攻撃では〈妖術師ソーサラー〉に劣る〈召サ喚モ術ナ師ー〉だが、「召喚した精霊を基点とした遠距離攻撃魔術」の存在を考えた場合、その射程距離は、〈妖術師ソーサラー〉の２倍に及ぶ。また〈吟遊詩人バード〉はその魔法攻撃力をフォローして、ＭＰ枯渇のリスクも回避してくれるだろう。

　あとは時間との競争だった。

　シロエはひっきりなしに天幕に入ってくる念話担当者と相談をして、次々と編成と部隊配置を定めてゆく。

　今回の戦い、勝利することそのものはさほど難しくない。しかし、〈緑小鬼ゴブリン〉の中枢戦力を壊滅させたところで、多くの〈緑小鬼ゴブリン〉がハグレ部族となって〈自由都市同盟イースタル〉の領内を荒らしてまわるようでは困る。

　シロエは、ススキノからの帰りの旅路に寄った大地人の村を覚えている。あの気のよい老人と、羊を連れた村の働き手たちを。もちろんこの危険な世界において彼らには自衛能力が求められるだろうし、もし仮に、万が一彼らが死を迎えたとしても、それはそれで「仕方ない」とは思う。しかし、まだ助けるチャンスがあれば助けたいと思うのは自然なことだし、幸い努力が許される立場にシロエ自身はいるのだ。

〈緑小鬼ゴブリン〉軍の主力を叩くのは、このままクラスティに任せておけば平気だろう。問題は、〈緑小鬼ゴブリン〉の侵略軍２万弱が空中分解した場合の処理だ。




　中枢戦力を叩くクラスティたち（打撃部隊）とは別に、より小規模で、機動力のある部隊を編成、周辺を包囲することにより、〈緑小鬼ゴブリン〉による被害をなんとか山間部の内側に封じ込める。そのための戦略を立案し、戦術面で具体化する。それがシロエの現在の課題である。

　大雑把な戦略は、〈緑小鬼ゴブリン〉をザントリーフ中央丘陵地帯へと追い詰めることを要訣としていた。

　そのために、クラスティたちは西から時計回りに〈緑小鬼ゴブリン〉主力部隊の外側を「皮をむくように」戦闘しているはずだ。幸い〈緑小鬼ゴブリン〉たちは勢いに乗り、十分にザントリーフ方面に突出してきている。このまま誘い込めば理想的な位置に誘導することは可能だろう。

　クラスティたちをフォローするように戦力を配置し、〈緑小鬼ゴブリン〉をザントリーフ──現実世界で房総半島と呼ばれる千葉の突端に封じ込めれば、周辺地域はずいぶん安全になる。その作戦の最終的な急所となるのがチョウシの町防衛であり、〈オキュペテー〉によって輸送中の兵員であるのだった。

「主君は戦場には向かわないのか？」

　護衛のためといってとうとうここまでついてきたアカツキは、天幕にしつらえられたクッションに座って尋ねてくる。

「いきたいね。でも、ここを今空けるわけにはいかないんだ。まだ編成が終わってないからね……。まぁ、一両日すれば、終わりが見えてくるさ。その時には動くよ」

「そうか」

　アカツキは頷く。

　シロエはこのサーバーには２００人弱しか存在しない〈鷲獅子グリフオン〉乗りだ。空中での速度であればこれに匹敵するのは〈紅翼竜ワイバーン〉しか存在しない。

　部隊を動かして山中行軍ともなれば時間はかかるが、ただシロエひとりが移動するのであれば、30分もあればクラスティの元にでもチョウシの町にでも駆けつけることができるのだ。

　現在シロエがここを拠点にしている理由は２点ある。

　ひとつには多数の念話担当官の近くにいたほうが、全軍に対する指示がすばやく行なえるという点。

　もうひとつが、流動的な戦況の中でチョウシの町とクラスティの部隊の中間地点にいて、どちらへでも駆けつけることができるようにしておきたいという気持ちだ。




　現在シロエが構築しているのは、全軍単位の通信網である。

　これさえ整備できれば、今回の遠征軍は経験を積んだ〈冒険者〉の集合体だ。なかば自律的に作戦を遂行することも可能だろう。各小隊パーテイーにはリーダーをたてて、報告と指示のラインを確保する。部隊間の横の連絡網を組織して、縦の連絡網として〈念オ話ペ通レ信ー担タ当ー〉を置く。〈念話通信担当〉によって上がってきた情報を整理して、地図上に落とし込み、動勢を可視化する。

　シロエが考える戦術や戦略のレベルなど、たかが知れている。

　謀略だって似たようなものだ。

　状況を整理して、可視化する。その不連続を発見し、徹底的に調査し、注目点を見つけ出したら、それを有効に見せるために「演出」する。シロエの考える「策」だなんて、所詮は調査と演出の共同作業にすぎない。

　そしてその大部分は、今やっているような、表には出ない地味な作業なのだ。まったくもって、ただの事務作業要員だと、シロエは独りごちる。

　しかし、そんなシロエの思考を搔き消すように、ひとりの〈念話通信担当〉の声が天幕に響く。




「シロエさんっ！　ただいまチョウシの町、夏季合宿班が〈水棲緑鬼サフアギン〉と接触っ。その数は〈冒険者〉60人に対して、〈水棲緑鬼サフアギン〉は最低でも１０００は越すとのこと。圧倒的劣勢ですっ」

「〈オキュペテー〉に急げと伝えろっ！　それからカラシンさんを呼んでくれっ。最終編成資料は作成済みだ。１日で──。いや半日で通信網を立ち上げるぞっ」

　シロエは机のうえに、莫大な注釈の書かれた資料を広げる。周囲から見下ろす十数人の〈念話通信担当〉に向かい、簡潔な言葉で今後の見通しを語りはじめるシロエの声に迷いはない。




　今は一刻も早く指揮通信網を完成させる。

　そして──。シロエは唇を嚙んで思いを馳せた。




　　▼５




「はぁ……っ。はぁ……っ」

　荒い呼吸を整えて、〈バッグ〉から取り出した水を飲み込む。

　へたり込むほどに疲れている小竜をカバーするように視線を走らせる直継は、これはなかなかの危地だな、と苦く笑った。

　直継、にゃん太、小竜、レザリックは今、海岸線から少し離れた松の根元で小休止をとっている。だが休憩になっているとは言い難い。

　午前からはじまった戦いはもはや４時間にわたって続き、ギラギラと照りつける夏の太陽の下、過酷な連続戦闘となっているのだ。

　直継たちの小休止は３回目だが、前の２回も10分とは取れていない。〈水棲緑鬼サフアギン〉たちの目標とする上陸ポイントは数多く、〈冒険者〉は少ない。必然的に、冒険者たちは浜辺や河岸を駆けまわる戦いをすることとなる。このような状況下で少ない人数で効果的に防御網を機能させるためにはパーティー間の連携が不可欠だ。１カ所に冒険者が集まれば、必然的に空いてしまう「穴」から〈水棲緑鬼サフアギン〉が侵入してきてしまう。




　そうなれば、彼らの背後は即チョウシの町なのである。

　もちろん町長に依頼してすべての〈大地人〉たちは町の中でも防御が固いと思われる建物に避難してもらっているはずだし、若い男たちは武器をもって戦いの準備をしているだろう。

　しかし、それでも、こんな城壁もないような町の住人にすぎない彼らが、〈水棲緑鬼サフアギン〉相手にどこまで抵抗できるかといえば、蹂じゆう躙りんされるまでの時間稼ぎにしかならないというのがその解答だ。

　目の前の波打ち際では、新人たちのグループ３つが戦いを繰り返している。確かに、90レベルである直継の目から見れば、拙いところは多々あれど、それは勇戦と呼ぶに相応しい戦いだった。




　だがそれでも、中レベルの悲しさ。彼らの防御陣は時にほつれ、破られそうになる。

　それは仕方のないことだ。直継たちとでは、技の威力も射程も違いすぎる。直継たちが当然のように所持している、高レベルのマジック・アイテムを所持していないことも大きい。

〈エルダー・テイル〉には「アイテムロック」と呼ばれるシステムがある。ほとんどの高位マジック・アイテムは、装備するために「常ロ備ツ化ク」が必要であり、常備化した〈冒険者〉以外は使用することができなくなる。

　アイテムが調整されて自分専用になるといえば、イメージに合うだろうか。常備化されたアイテムは他人には装備できないために、盗難・転売されにくくなるし、死亡した場合も失われることがない。また、秘められた能力を解放することもある。

　直継たち90レベルに達した〈冒険者〉は、通常のギルドのプレイヤーであっても数個の高位マジック・アイテムを所持している。シロエのようなハードな冒険を行なうベテランプレイヤーは、数十個の高位アイテムに、伝説的なアイテムさえ所持しているのが普通だ。

　これらのマジック・アイテムは、ただ単純に高性能の武器や防具であるだけではなく、独自の特殊な能力を備えることもあり、中には、所持者の「特技」の性能を書き換えるものすらある。

　直継でいえば、彼の使う魔剣「ケイオス・シュリーカー」がそれにあたる。この武器はモンスターを逆上させる効果がある特技〈タウンティング・シャウト〉の射程を10メートルから15メートルに書き換える。こうなると〈タウンティング・シャウト〉という特技そのものの使い勝手すら変わってくる。

　このように強力な高位マジック・アイテムの援護を受けられない、中級レベルの〈冒険者〉の戦闘が、彼ら高レベル〈冒険者〉のそれと異なった様相を見せるのは当然のことだった。そして「常備化」がある以上、強力なアイテムを貸し出すこともできない。




　はらはらした直継が腰を浮かしかけるのを、にゃん太が後ろから制止する。

「今は休息がわれわれの仕事ですにゃ」

　にゃん太は珍しく、有無をいわせぬ口調で告げた。

　直継をはじめ、にゃん太、小竜、レザリックの仲間たちはＭＰが枯渇している。戦闘中のＭＰ回復は、なんらかの特殊な効果を受けない限り、雀の涙ほどもない。今戦いに戻っても、ＭＰがないためにあっという間に戦線が崩壊するのがオチだ。

　山中で〈緑小鬼ゴブリン〉と戦闘していたときは、闇の中に潜んで定期的に休息をとることもできた。今回の戦いは、ペースを自分たちで配分することもできずに、〈水棲緑鬼サフアギン〉が攻めよせてくるのに対応するヘビーローテーションだ。

　もちろんそれでも直継たちは、新人〈冒険者〉よりは遙かに長い間戦線を支え続けることができる。だが、それにしたところで限界はある。90レベルの猛も者さである直継たちのＭＰでも、１時間を超える戦闘には耐えきれない。

　ましてや今回、直継たちは６人ではなく４人でパーティーを組んでいる。それぞれが普段の１・５倍ずつ動くことによってコンビネーションを成立させている状況である。

「直継さん。どうぞ」

「すまんな」

　レザリックから渡されたポーションを飲む。青い水薬はＭＰを回復する飲み薬だが、効果はごくわずかだ。〈エルダー・テイル〉では、ＨＰを回復する手法は豊富に存在するが、ＭＰを回復する方法はそれに比べて遙かに少なく、また回復量もわずかである。このポーションもけっして安価なアイテムではないが、効果は限定的である。

　直継は焦りながらも、目の前で戦うトウヤを見つめている。

　白砂を蹴立てて〈水棲緑鬼サフアギン〉の敵意を集めるために刃を振るう少年は、何度も何度も突進を繰り返す。




　トウヤは強くなった。

　まだまだ技も戦い方も粗く、「巧くなった」とはいえないが、強くはなっている。むしろ、小器用な「巧さ」など当分は不必要だ。

　戦士に必要な資質のひとつに意気がある。意気揚々とか、意気軒昂という言葉で用いられる「意気」である。なにかことを為すときの積極的な心持ち、気構えだ。

　トウヤの戦いには、「意気」がある。それは前線を支える戦士としてかけがえのない資質だ。仲間を守るためには、時には素手でガラス扉をたたき割るような、我が身の流血を恐れない蛮勇が必要なのだと、直継は思う。

（トウヤは、まだまだ伸びるな……）

　視線を転じれば、そこで戦っているのは五十鈴という少女と、ルンデルハウスと呼ばれていた〈妖術師ソーサラー〉である。五い十す鈴ずは確か〈吟遊詩人バード〉だ。

　彼女はトウヤと違って「巧さ」をもっている。彼女の位置取り、繰り出す攻撃、それらはすべて絶妙な距離感とリズム感を示していた。素人目には彼女の巧さはわからない。よほどの戦闘通でも、目立たない〈冒険者〉だと見過ごしてしまうだろう。

　しかし、彼女の確実なフォローが仲間たち全員の攻撃、防御、移動、回復といった戦闘の諸要素を、一段階上の次元に引き上げている。

　そして特筆すべきは、〈妖術師ソーサラー〉の青年とのコンビネーションだろう。まるで青年がなにを望んでいるのかすべて察しているような援護のタイミングと位置どりであった。防御力の低い〈妖術師ソーサラー〉の青年が敵の攻撃に直接晒されないように、しかし〈水棲緑鬼サフアギン〉たちを一網打尽にできるように青年の視界を確保して動いているのだ。

　そのフォローを受けている〈妖術師ソーサラー〉の青年はといえば、まさに気迫の塊だった。もとより〈妖術師ソーサラー〉の攻撃力は高い。同レベル帯で比べれば、〈暗殺者アサシン〉と並び12職中最強といえる。

　しかし、あの青年の攻撃は職業の性能に頼ったものというよりも、想いと感情のありったけをひとつひとつの魔法に込めるかのような捨て身の気迫が感じられた。彼の執念が乗り移ったかのように、溶岩の弾丸が跳ね躍り、氷の槍は〈水棲緑鬼サフアギン〉どもを串刺しにしてゆく。

　にゃん太に懐いていたセララという少女。

　彼女も化けはじめている。ススキノの街ではじめて見かけたときから、その詠唱速度や果断さは見えていたが、今はさらに軽やかな動きをみせている。回復にしか考えが至らなかった以前と違い、自然の精霊を呼び出し縦横に駆け回らせ、あるいは攻撃補助呪文を使いパーティーを支援することを忘れない。

　彼女はよい回復職ヒーラーになるだろう。




　そしてミノリ。

　ミノリだけは、おそらくまったく別の視界をもって〈水棲緑鬼サフアギン〉と戦っている。直継はミノリの中に見える「予感」を感じただけで、鳥肌が立つのを感じる。

　ミノリの号令でパーティーは陣形を変えて、有機的にコンビネーションを再構築してゆく。

「ルディさん、出力を抑えてっ」

「了解、ミス・ミノリっ」

「セララさん。回復スイッチしますっ。攻撃に出てくださいっ」

「左端に〈アイシクル・リッパー〉っ！　撃ちますっ！」

　彼女がやっていることは、直継にはわかる。

　シロエとずっと長い間組んできたからだ。

　彼女はおそらく仲間全員のＭＰ消費を把握しようとしている。当然、それを可能にするためには、自分だけではなく、仲間のもつすべての「特技」を把握しなくてはならない。その消費ＭＰだけではなく、性能や用いられる状況を含めてだ。

　さらにいえば仲間同士の連携や敵との位置関係、遭遇順序や撃破順序も把握しなければならない。

　つまりそれは敵の撃破という「文」を戦闘という「文章」に仕立てるということ。そして戦闘という「文章」を戦術という「物語」に再構築しながら、それを「読む」ということに他ならない。

　もちろん戦闘はリアルタイムで展開されるハプニングの連続体だ。ここでいう「読む」とは戦闘を静止したテキストとして硬直化させることではなく、あり得る未来すべてを肯定しつつ、即興性の高い物語として「読む」ことである。

　ミノリがやろうとしているのは、まだ不器用ではあるが、シロエの全力管制戦闘フルコントロールエンカウントの模倣だ。あの小さな少女は、シロエの背中を追いかけている。




　──１％刻みで、先行30秒かな。

　シロエはかつて「それ」について、そう語っていた。

　おそらく30秒の未来を戦うという意味なのだろう。１％刻みは、仲間のＭＰ残量の把握だ。

　もちろん、周囲の環境把握は、高レベル戦闘においても基本である。直継にしたところで、それは理解している。前線で戦闘中、わざわざパーティーステータス画面を確認しなくても、仲間たちのＭＰ残量はなんとなく把握している。しかしそれは、満タン、まだ余裕がある、半分くらい、そろそろ危険、少ない、からっけつの６種類がいいところだ。中堅クラスの冒険者の多くは、「まだいける」と「そろそろ休憩」の２種類くらいでしか判断してないことが多いだろう。自分のＭＰならまだしも、自分とは違う職業をもつ仲間のＭＰの把握はそれほどまでに難しい。

〈エルダー・テイル〉はゲームだった。だから、極端な話をすればそこで起きうる要素は決まっている。十分に慣れればモンスターの動きも予測可能だ。

　そしてシロエの行なう全力管制戦闘フルコントロールエンカウントは、仲間のＭＰ残量把握にとどまるものではない。仲間の残りリソースのすべてを当然のように把握し、敵対存在の残りリソースを把握し、なおその高みに立ってすべてを自らの意図通りに進行させることを指す。

　異世界化してしまったこの〈エルダー・テイル〉において、戦闘の偶発性はゲームだった時代よりも遙かに高まっている。シロエにしたところで、まさか今でも30秒先を見通す力をもっていることはあり得ないだろう。だが、一方でシロエならあるいは、という期待もある。「１％刻みで、先行30秒」という台詞は、虚勢でも才能でもなく、シロエが研鑽の果てにつぶやいた言葉だからだ。

　直継が管制戦闘についてわかるのは、シロエとの長い付き合いの中でそんな話を聞いたからにすぎない。シロエが努力の末それを身につけたことはわかっても、前線で目の前の敵に集中する直継にとって、その「感覚」は異能に近い能力だ。目の前の敵を倒すという「文」は読めても、まだ「文章」へは接続できていない。




　だが目の前のミノリは、シロエの背中を追っているのだ。

（ミノリの目には何秒先が見えているのかな……。仲間の把握は何％刻みで見ている？　20％刻みか？　それともそのレベルでもう10％刻みの感覚を身につけてるのか……？）

　そろそろ戦場に戻り新人たちを順番に休憩させなければと直継が立ち上がった瞬間、鋭い破裂音が遠くチョウシの町の北広場から響く。あれは〈森ド呪ル遣イいド〉の特殊攻撃呪文、〈泣きキノコの絶叫シエリーカーエコー〉だ。

　直継は一拍反応が遅れる。

　なぜそのような叫び声が、ザントリーフ大河から離れた畑の方向で聞こえたのかわからなかったのだ。




　その直継に風のように迫ったのは、前線から戻ったミノリたち５人だった。

「俺たちがいくぜ、シショーっ！」

「よろしくお願いしますっ」

「はははっ！　任せておきたまえよ！　出陣だっ」

「あ、あのっ！　にゃん太さんも、がんばってっ！」

　いつの間にか海岸線から撤退してきた５人は、直継たちに後を任せるように北へと走り出す。夏の日差しの中を駆け出すその後ろ姿は、空へと一直線に飛び立つ渡り鳥のようだった。

　ミノリたちの抜けた穴を埋めなければならないと反応する小竜とレザリック、そして怪訝そうな直継にミノリは振りかえる。汗にまみれていたが、強い意志が少女の瞳を輝かせていた。

「セララさんに頼んでおいた警報代わりの精霊の反応ですっ。おそらく山間から、〈緑小鬼ゴブリン〉族の再侵入。〈緑小鬼ゴブリン〉相手ならば、私たちでも相手が務まります。──この戦いは、〈吟遊詩人バード〉さんがいて継続戦闘能力があるわたしたち向きですから。……ですから、海岸の方をお願いします、直継さんっ！」

「ミノリっ！」

　呼びかけた直継に、ミノリは大きく手をふる。

　そのまま駆けだした彼女たちは、チョウシの町の中に消えていった。




　　▼６




　先頭を駆けるのはルンデルハウスだった。

　朝から集中力の乗りまくっている彼は、呪文の威力も心なしか増しているように思える。

〈ラグランダの社〉の最深部で手に入れたアイテムは、高レベルの人に鑑定してもらったところによると〈魔術師の籠こ手て〉と呼ばれるマジック・アイテムだったのだ。25レベルのキャラクターがつけられる程度のマジック・アイテムであるから、世界サーバー全体から見ればありふれた品物なのだろうが、五十鈴たち５人がはじめて自分たちの力で手に入れた「魔法の品」である。

　ちょっと傷つき、鈍い銀色に輝く魔法陣を刻んだ一対の籠手を、五十鈴たちはまるで宝物を見るような瞳で眺めた。ひとつしかないこのアイテムをみんなで同時に装備するわけにはいかない。かといって、せっかく見つけた魔法の品を売却して、換金後に山分けするのは、なんだかとても寂しい気もしたのである。

　そこで五十鈴たちは話し合って、この武具をルンデルハウスに使用してもらうことにしたのだ。このアイテムは、魔法攻撃職専用のアイテムのようだったし、五十鈴たちの仲間に魔術師は彼ひとりだけだったからだ。

　ルンデルハウスは少しだけ遠慮したが、やはり興味はあったのだろう。重ねて勧められると嬉しそうに身につけた。

　五十鈴の前を駆けるルンデルハウスの両手に、その籠手がはまっている。

　ＭＰの最大値を増やす魔法のアイテムだ。その分量は最大ＭＰのわずか数％ほど。攻撃魔法一発分程度の量でしかないが、その数％の積み重ねが戦闘に大きな影響を与えることを、今や五十鈴たち全員が理解している。籠手の中央にはまった赤い水晶は、ルンデルハウスの用いる炎の魔力と彼の気迫を表したかのように輝いているのだ。

　五十鈴は永続式の援護歌を〈瞑想のノクターン〉と〈仔鹿のマーチ〉に変更する。前者はＭＰの回復効率を高め、後者は全員の移動速度を増強する支援用の特技だ。

「ありがとう、ミス・五十鈴」

「ルディはもうちょっと歩調をゆるめてっ」

　礼をいうルンデルハウスに、五十鈴は指摘する。元気がよいのはいいことだが、紙装甲の魔術師が隊列の先頭を走ってもよいことはひとつもない。




「むう。すまない」

　そういって速度を落とすルンデルハウスに、五十鈴は荷物から取り出した水筒を渡す。朝方に宿屋の娘さんにつめてもらった水だ。搾ったオレンジが混ぜてあって、ぬるくなってしまった今でも、多少爽やかに飲める。

「……その、平気？」

「なんでだい？　もちろんこの僕、ルンデルハウス＝コードは万事順調だ。この世の中には敵などいないという気分だ。あははははっ」

　ルンデルハウスは水筒を呷あおってから応える。やはり、基本的に育ちがよいのだろう。早足で歩きながら水分を摂るなどという不作法なことをしていても（その上高笑いをしても）、粗野な感じにならないのだ。

　大きくてちょっとたれ目な瞳とさらさらの金髪。その印象がゴールデン・レトリバーに似ているからなのだろうなぁ、と五十鈴は小さく笑う。

「仲良しですね」

　セララがくすくすとからかうが、五十鈴は肩をすくめて「まぁね！」と軽く応えた。五十鈴にとってルンデルハウスというのは、人なつっこい犬そのものなのだ。

　近所のお金持ちの家で飼われている血統書付きのハンサム犬。たまたま庭が接しているせいか、五十鈴の家にもしょっちゅう現れる、毛足の長くてふさふさしたゴールデン・レトリバー。

　血統書付きなので、もちろん輝くばかりにハンサムである。顔立ちにも品があるし、行動にも粗野なところがなく、礼儀正しい。しかし、ひとたび馴れてしまうと、これがおバカなのだ。ボール投げ遊びに真剣になってへばるまでかけずり回ったり、尻尾の付け根が痛くなるほど振ってみたりといった種類のおバカである。

　間抜けといっていいのやら、天然といっていいのやら。時に混じる自意識過剰の傲慢な台詞も、おバカが表面化しただけで、ちっとも腹なんか立たない。

　五十鈴とこのおバカわんこは、もう友達だ。差し出した指先をぺろっとなめられた瞬間、仲間になってしまった。だからセララの冷やかしにだって素直に頷ける。

「もういい？　ん」

　ルンデルハウスから水筒を受け取ってきゅっと拭ってからバッグに戻すのも、こんなに自然にできてしまうくらいだ。




「すまないな」

「くくくっ。ルディ兄ぃ、謝ってばっかりだなぁ」

「そんなことはないぞ、な？　ミス・五十鈴」

　からかう先頭のトウヤに、ルディは言い返すが、五十鈴は取り合わない。

「ルディは魔法使いだから、ちょっと偉そうなくらいがおバカでいいの」

　等と言い返し、ルンデルハウスに「なにをいうんだ！　バカとは何事だ、バカとは！　いうに事欠いてバカとはっ！」などと詰め寄られる。

　まったく不思議だった。

　そばかすありのひょろりとした、女子らしい美点に乏しい田舎女子高生の自分が、こんな絵本から抜け出てきたような王子様タイプのルンデルハウスを、近所に住んでるわんこ……が悪ければ、天然ぎみのお坊ちゃま中学生のようにあしらっているなんて。

　客観的に見れば大それたことでもあり、申し訳ないことなのだろうが、五十鈴はちっともそんなふうに思えない。ルンデルハウスとじゃれ合うようなやり取りをするのは、至って気楽であっけらかんとした楽しみだった。

　もう一言くらい虐めてやろうかと五十鈴が口を開き駆けたときだった。さほど離れていない場所から、２回目の〈泣きキノコの絶叫シエリーカーエコー〉が響く。

　五十鈴たちは顔を見合わせると、通りの角を曲がって歩速をあげた。

　チョウシの町の形状は独特だ。ザントリーフ大河にそった細長い町の中央に、太い通りが一本走っている。裏通りや、大通りと交差する十字路もあるが、それらはどれも補助的で短い。

　よって、大通りの角を曲がり北方に抜ければ、そこはすでに畑の広がる田園風景だ。この季節は低い畝うねのうえに茂った茄子やトマトなどが風に揺れ、あるいは春播きの小麦が青々とした姿を見せている。

　その畑を走る影は３つ、４つ。

　五十鈴はとっさに〈のろまなカタツムリのバラッド〉を詠唱する。急に足の力が抜けたように歩速を落とす〈緑小鬼ゴブリン〉たち。五十鈴の頼もしい仲間たちが敵に先制攻撃を加えるには、その僅かなチャンスだけで十分だった。




「ルディ兄ぃ、悪いっ！」

　トウヤは叫ぶと腰を深く落とし、身体を思い切りねじり込む。敵を引き寄せる「挑発」の構えではなく、より攻撃的な構えだ。

　こんなにも目標が分散していては、〈武士サムライ〉の挑発特技は効率が悪い。かけずり回り、敵を一カ所に集めるだけで一苦労になってしまう。

「任せたまえ、トウヤッ！　僕の美麗なる魔力の調べ、見せてあげようっ！　〈サーペント・ボルト〉ッ！」

　ルンデルハウスのスタッフから放たれた青紫の雷の束は、その呪文の名前が示すように何本もの帯のように畑のあちこちへほとばしってゆく。一般論でいえば悪手である「魔法使いによる先制攻撃」だ。

　畑の各所から駆け寄ってきた〈緑小鬼ゴブリン〉は８匹。予想よりも多い数だったが、列の最後尾に控えていたミノリは冷静にダメージ遮断呪文をかける。トウヤではなく、ルンデルハウスにだ。

　水色の鏡のようなバリアに包まれてスタッフを構えたルンデルハウスに、最初の１匹が襲いかかり、続いてもう１匹が斧を振りかぶり突進してきた。しかし、その攻撃のいずれもがミノリの施した「ダメージ遮断呪文」によって防がれる。




「ダメージ遮断呪文」は〈神祇官カンナギ〉固有の特殊な回復呪文の一形態で、あらかじめ付与したキャラクターを一定量のダメージから守り抜くことができる。

　代表的な呪文は〈禊みそぎの障壁〉だが、他にも何種類かあり、今回使ったものは〈護法の障壁〉と呼ばれる呪文だった。その特徴は、ダメージ吸収量の多さだ。〈禊ぎの障壁〉に比べて４倍以上のダメージを無効化できる強力な呪文だが、当然再使用規制時間リキャスト・タイムは長く、気安く使える技ではないそうだ。

（だけど……）

　五十鈴は矢継ぎ早に音符を叩きつけながら思う。

　ミノリの判断は正しい。その呪文のおかげで、今この瞬間のルンデルハウスは、トウヤにも勝る防御能力を手に入れているのだ。そして、トウヤの攻撃よりもはるかに射程の長いルンデルハウスの魔法攻撃に腹を立てた〈緑小鬼ゴブリン〉は、まんまと五十鈴たち冒険者の目の前に引きずり出されている。

〈緑小鬼ゴブリン〉が集まってきた瞬間、トウヤの〈旋風せんぷう飯い綱づな〉が決まった。多くの〈緑小鬼ゴブリン〉が、断ち切られたように麻痺する中、あとはルンデルハウスとトウヤ、そして五十鈴の３人が各個撃破でモンスターたちを屠ほふってゆく。

　度重なる戦いの中で、五十鈴たち５人は、基本どおりのものだけではなく、変則的な連携も身につけつつあった。変則はやはり変則であり、常用できる戦術ではないが、特定のシチュエーションでは大きな効果を発揮することもある。問題解決の引き出しが増えたともいえるだろう。

　それもこれも。

「なぁ、ミス・五十鈴！　見てくれたかね、僕の華麗なる魔法を！」

　このバカな青年に振り回されてのことなのだ。

　五十鈴は微笑んでルンデルハウスの頭を叩いてやった。

　先ほどの魔法はすごかった。あれだけの射程距離があるにもかかわらず正確に命中させたのは、魔法の性能もさることながらルンデルハウスの修練のたまものだろう。

　みんな強くなっている。だから五十鈴だって負けるわけにはいかないのだ。




　　▼７




　混戦が続いた。

　もはや太陽は西の空に沈みつつある。

　町を背負って戦い続けるのは、視界の中で自分たち５人のみ。ミノリたちは孤独な防衛軍であった。〈緑小鬼ゴブリン〉たちはミノリたちの夜間打撃により大きなダメージを受け、チョウシ方面に派遣した中規模部隊の戦力をほとんど失っていると思われる。少なくとも指揮系統はバラバラに寸断されているはずだ。

　その影響はこの散発的な襲撃にも現れていた。

〈緑小鬼ゴブリン〉たちは組織的な行動をとっているわけではなく、〈水棲緑鬼サフアギン〉の襲撃に浮き足立ったチョウシの町を、ノーリスクで蹂躙し略奪したいだけなのだ。

　いやらしい蛮声をあげて、どこからともなく襲いかかってくる矮わい軀くの小鬼を、ミノリたちは丘陵地帯の田園に続く農道を中心に待ち伏せては撃破していった。

　セララが使う〈森ド呪ル遣イいド〉の設置型魔法〈泣きキノコの絶叫シエリーカーエコー〉が役に立っている。この呪文を警報代わりに多数設置して、ミノリたちは手数の少なさをカバーしているのだ。

「わりぃ、ミノリ。飲み物あるか？」

　うめくトウヤにミノリは３本目の水筒を渡す。それくらいのことは予想して準備してある。路傍の木の根元に座り込んでいるトウヤに、即時回復呪文インスタントヒールを唱えてゆく。

　戦闘が終了しているために復元力が発揮されているのだろう。鎧の傷は、重度の損傷でない限りどんどん直ってゆく。それはトウヤの怪我も一緒だ。しかし、水をかぶったかのようなトウヤの汗は引かない。長時間にわたる激しい戦いで、身体が熱をもってしまっているのだろう。そのせいか、呼吸はなかなか静まらなかった。

　ミノリはその様子が心配だったが、言葉にしてはなにもいわなかった。

　なにをいおうと、今トウヤに数日のゆったりした休暇を用意できるわけではない。それに、トウヤもそのようなことは望まないだろう。ミノリが望んだのと同様に、この防衛作戦はトウヤの願いでもある。




　ミノリにできるのは、よく絞った手ハン巾カチを手渡すことくらいだ。

「サンキュな」

　トウヤの言葉に頷いてミノリも自分の体が熱くなっていることに気がつく。仲間を見れば、一行のほとんども呼吸を整えながら、少しでも精神力を回復させようとしているようだ。

　ミノリの役割は戦域哨戒フイールドモニターである。今回の戦いからはさらに一歩踏み込んで、全員の情報監視者オペレーターも引き受けている。ＭＰを監視するというセララの負担をミノリが引き受けたことで、セララは回復も支援も反応速度がずいぶん上がった。

　代わりにミノリは、周辺と味方の体調、つまり戦闘情報に気を配る役割を一手に引き受けることとなった。一見すると、戦闘からは離れて見えるが、なかなかに負担の大きな役割でもあるのだ。

（まだ甘いけど……）

　ミノリは全員のＭＰ残量回復速度の違いも頭に入れつつ、回復度をチェックする。戦闘中、ミノリは仲間のＭＰ動向を５％単位で把握している。その情報と戦闘の推移から、消耗予測を行い、５秒先10秒先の未来を組み立てながら戦闘を「読む」。まだその精度は信用できるわけではないが、この予測能力がＭＰの無駄な消耗を避ける役に立っているのは確かだ。

　通常のダンジョン攻略とは違う、拠点防衛という気の抜けない連続戦闘の中で、ミノリの戦闘管理能力は磨かれ続けていた。

　シロエとくらべればおままごとみたいなものだと、ミノリは自身の管制を見なしていたが、もしその言葉を直継が聞けば絶句しただろう。

　５％刻みといえば、他者の魔法行使の回数を、例えば「中規模の回復魔法をあと２回は撃てるはず」などといった具体的なレベルで予測していることを表す。それは、30レベルそこそこの〈冒険者〉が他者に対して発揮する洞察力の範囲を、はるかに超越しているのだ。ミノリ自身も含めてこの一行は、まだそれに気づいていなかったが、ミノリはその才能を密かに育はぐくみはじめていた。




「みんな、さっきの戦闘中に、マリエールさんから連絡が入ったの」

　気を取り直したミノリは報告する。

　戦闘管制を行なっていたからこそ、自分を予備戦力としてミノリは待機することが多い。連射したい呪文を控えて我慢しながら、周辺状況のモニターに努めているのだ。

　そのおかげで念話に気がつくこともできた。

「マリエールさんがいうには、アキバの街の特別部隊が船でこっちに向かっているんだって。夕方には到着するはずだっていってた」

「夕方といえば、もうそろそろ夕方だが──」

「そうだね」

「んぅ、ちょっと遅れているのかな」

　ミノリは首を捻る。夏の空はまだ明るいが、時間的にはそろそろ午後も遅い。夕方といっても問題のない時間だ。

「話では、船でやってきて上陸するんだっていってました。海そ岸つ線ちに戦力増強がされれば、畑このつ方ちにも交代要員がくるから……。あと長くても３時間くらい耐えれば」

　五十鈴とセララの顔がぱっと明るくなる。ルンデルハウスとトウヤの表情はそれでも油断はしないと己を引き締めているようだが、どこか肩の荷が下りたようなリラックスしたものになったのは確かだ。

　半日ほどの戦闘で、30体近くの〈緑小鬼ゴブリン〉を倒した。

　総数は多くはないが、ストレスのたまる戦闘だ。広範囲のどこから攻めてくるかわからない〈緑小鬼ゴブリン〉たちを相手に〈泣きキノコの絶叫シエリーカーエコー〉だけを頼りにモグラ叩きをしているようなもので、気が休まる暇はない。

　センサーとしての〈泣きキノコの絶叫シエリーカーエコー〉は便利だが完全なわけではない。むしろその網の隙間からいつ町の方へと漏れてしまうのか、気になって仕方がないほどだった。現に、〈緑小鬼ゴブリン〉のうち何匹かは町の方へ抜けてしまい、ミノリたちが慌てて討伐に戻るというケースもあった。

　町の周囲を巡回しながら戦っているのは、万が一防御線を突破された場合、チョウシ中心部へ防衛のため戻る距離を考えてのことであり、その意味では防衛ラインを押し上げることもできない。

　幸いなのは〈緑小鬼ゴブリン〉たちの指揮統制が失われていることで、もし優秀な指揮官がいるのであれば、畑が燃やされるなどの攪乱戦術が使われていたことだろう。ミノリたちはそれを危懼していたが、ここまでのところはなんとかしのいできたのだ。

「そうだよね。船がくれば、こっちにも人が回ってくるよね」

　セララはこくりと頷く。

　現在の苦しさの根源は、二正面作戦による兵力の分散であることは明白だ。〈緑小鬼ゴブリン〉も〈水棲緑鬼サフアギン〉も、大型魔獣を投入してこない現在、単体ではそれほどの強敵ではない。




「もうすこしだ、みんなでがんばろうぜっ」

　トウヤはその声を切っ掛けに、勢いをつけて立ち上がる。

　午後の風は、まだフライパンで炒ったように熱いが、もう少し凌げば援軍がくるという情報は、みんなの表情に生気を取り戻させるに十分だった。

　巡回を再開してから15分が経った頃だった。

　このまま何事もなく時間がすぎれば、というミノリたちの願いは、やはり裏切られることになった。

　巨大な破砕音はミノリたちの後方、町の大通りから聞こえたのだ。そんな深くまで侵入を許したのかときびすを返したミノリたちが遭遇したのは〈魔狂狼ダイアウルフ〉２体をつれた、暴力の気配を振りまく〈緑小鬼ゴブリン〉の小隊だった。




　　▼８




　戦いは圧倒的に不利な展開を見せた。

「させるかっ!!」

　再びトウヤが突撃ラツシユをかけて、五十鈴に襲いかかるダイアウルフを牽制する。しかし、その突撃は必然的に、トウヤが抑えていた〈鉄軀緑鬼ホブゴブリン〉に行動の自由を与える結果となった。

　度重なる戦いで、メンバーの再使用規制時間リキヤスト・タイムの長い大技はほとんど種切れになっている。〈吟遊詩人バード〉である五十鈴の存在でＭＰには余力があるものの、それだけでは状況打破の決定力に欠けているのだ。

　ホブゴブリンは両手にもった大振りのハンマーを、まるで野球のバットのように振り切って、無防備になったトウヤの脇腹にたたき込む。

（っ！　足りないっ）

　そしてその攻撃は、野球ではけっして聞くことができないような破砕音を立てて〈禊ぎの結界〉に激突する。分厚いガラスをまとめて砕いたような異音は、ライトブルーに発光する個人用結界の耐久度を磨り減らしてゆく。

「ダメージ遮断呪文」はあらかじめ付与しておくことにより、一定量のダメージを無効化する特殊な回復呪文の形態だ。吸収量以下であればダメージを完全に無化できる究極の防御呪文ではあるが、その吸収量を超えれば持続時間に関係なくはがれおちてしまう。

　ガラスのように砕け散る結界の輝きを目にしたミノリは、ダメージを殺し切れていないことを直感的に確信する。

「〈四方拝〉っ!!」

　ミノリはとっさに緊急用の「ダメージ遮断呪文」を投射する。この呪文は緊急用というカテゴリをもつだけあり、ＭＰコストがほとんどかからない上に詠唱が早く、ミノリの周囲の仲間全員に〈禊ぎの結界〉とほぼ同強度の防御をもたらすきわめて有効な呪文だ。

　しかし、すべてがそう都合よくすむはずがない。

（……これで、この手は使えなくなった）

　ミノリは血の気の失せた顔で唇を嚙む。

　緊急用呪文は、その名の通り急場しのぎなのだ。再使用規制時間リキヤスト・タイムは長く、あと24時間は、同じ手を使うことができない。

「止まって！　止まってぇっ!!」

　セララが〈友なる柳ウイロー・スピリツツ〉を発動させた。その呪文に誘われるように、付近の大きな倉庫の壁を張っていた蔓がダイアウルフに絡みつく。ダイアウルフはいらだったように雄お叫たけびを上げると、大地に爪を立てて、なんとか拘束から抜け出ようともがきはじめた。

　セララがこの呪文を使うのは、もう３度目だ。ダイアウルフほどの巨軀と力をもってすれば、植物の縛いましめなど引きちぎることもできる。ではこの制止が無駄かといえば、そんなことはない。セララがこの呪文でダイアウルフのうち少なくとも１体を、僅かな時間とはいえ食い止めていてくれるから、トウヤたちが他の敵に集中することもできるのだ。

　しかし、それは一方で、セララがダイアウルフに付きっきりになった分、彼女の担当領域、回復呪文をミノリがフォローしなければならないということでもある。




「させないってっ！　いってんだろうがっ！」

　トウヤは構えた刀を思い切り振り回した。

　技も何もない、力任せの一撃だったが、〈緑小鬼ゴブリン〉の１体をはじき飛ばして、その進行方向上にいるホブゴブリンをも巻き込む。

　ホブゴブリンはその優れた体格を生かして、〈緑小鬼ゴブリン〉を押しのけると、再度トウヤに向かって挑みかかった。

〈鉄軀緑鬼ホブゴブリン〉とは〈緑小鬼ゴブリン〉の亜種である。しかし、亜種とはいえ、その能力は元の〈緑小鬼ゴブリン〉よりも高い。もともと集団で群れて住む〈緑小鬼ゴブリン〉族だが、その生活はお世辞にも規律正しいとはいえなかった。今回はたまたま「王」が戴冠し、略奪軍などを編成しているが、その内実は部族社会で、他者の財産を略奪し暴力をふるう混沌とした亜人間種族なのだ。

　同じ亜人間の一種である、南方に住む〈醜オ豚ー鬼ク〉は邪悪なりに軍事的集団や国家建設を好むのに比べ、より混沌とした属性を強くもっているのが〈緑小鬼ゴブリン〉という種族である。

　ホブゴブリンは〈緑小鬼ゴブリン〉の性質を引き継ぎつつも、他者を従える欲望の強い亜種族だ。〈緑小鬼ゴブリン〉よりも知能が高いことも多く、人間から奪った武具を使いこなす。

　このホブゴブリンも、どこかの騎士から奪ってきたのか、板金鎧の部品を不格好に身につけ、金属製のスレッジハンマーを操るなかなかの強敵だ。レベルにして30に届くだろうか？　正直にいえば、その１体だけですら今のミノリたちの手に余る可能性が高い。

　そのホブゴブリンが２頭のダイアウルフと、４体の〈緑小鬼ゴブリン〉を従えているのだ。今ミノリたちがなんとか対抗し得ているのは、この町の大通りの地理を知っているために、包囲攻撃を受けない位置取りで後列を守りながら戦っているという状況と、最近の特訓でメンバー同士の連携が練られている結果に過ぎなかった。ミノリたちは、明らかに自分たちの限界以上の戦いに巻き込まれていた。

「トウヤ、スイッチ！　狼とボスを抑えてっ！」

　しかし、実力以上の気迫は長くは続かない。勝負の趨勢すうせいは危うい均衡の上で揺れている。そうであれば、せっかく使用した緊急用呪文の恩恵を最大限生かす賭けに出るべきなのだ。

　ミノリは決意して、前線に飛び出した。

〈四方拝〉は〈禊ぎの結界〉クラスのダメージ遮断を、パーティー全員に展開してくれる。その残り時間は32秒。その32秒間にかぎれば回復職ヒーラーであるミノリでも〈緑小鬼ゴブリン〉の攻撃を凌ぐことができるはず。

　決意して飛び出したが足が震えて力が抜けそうだ。土埃の舞う夏の街路が、まるでクッションでできたようにふわふわと感じられる。しかし、そんな非現実感を振り払うように、ミノリは女の子らしくない姿勢で、一番近い〈緑小鬼ゴブリン〉に前蹴りを飛ばした。

「わかった、いくぞっ！　ミス・五十鈴っ!!」

「了解、ルディっ！」

　目が覚めたかのように後列から援護の叫びが上がる。ルンデルハウスの詠唱の最初の一節を聞いただけで、ミノリは自分の意図が正確に伝わっていることを知る。

　狂ったように笑い声を上げて襲いかかってくる〈緑小鬼ゴブリン〉の攻撃を、防御姿勢のミノリは受け止める。自分自身のダメージ遮断呪文を頼りに、急所を狙ってくる攻撃だけをかわして、後は皮鎧の堅い部分に任せるのだ。回避する訳ではなく、自分から攻撃に飛び込み、武器が振り切られる前に身体で止める。

（怖いっ。怖いっ。怖いっ──でもっ!!）

　頭がおかしくなったような行動をとる姉の姿を尻目に、トウヤはまったく同じことを格上の敵であるホブゴブリンとダイアウルフ相手に実行していた。

　幾らダメージ遮断が為されているとはいえ、戦闘がはじまってもう長い。身体のあちこちに乾いた血をこびりつかせた双子は、片や〈緑小鬼ゴブリン〉の肉切り庖丁めいたナイフを受け止め、片や凶猛な魔狼の牙に身をさらし、ふたりがかりで前線を構築してゆく。

　双子が稼いだ時間は高らかな詠唱に費やされる。

　それはルンデルハウスが操る中でもっとも強力な範囲攻撃呪文だった。詠唱は長いが、当たれば相当なダメージを与えずにはおかない氷結の呪文である。それに続いて高い響きを残すのは、五十鈴の支援特技。

〈フリジット・ウィンドゥ〉と叫ぶルンデルハウスの声を、正確に１オクターブ高い五十鈴の歌声が装飾して、輪唱となった呪文は、すべての〈緑小鬼ゴブリン〉を凍てつく彫像へと変化させる。

　ミノリは、突如冷気に支配された前線から後退しながら、仲間のステータスを確認する。状況はどうなのか。新たなダメージ遮断呪文を上の空で詠唱しながらも、ミノリの顔色は優れない。

　ルンデルハウスの強力な攻撃呪文で、雑ざ魚こである〈緑小鬼ゴブリン〉たちは一掃した。しかし、その時間を稼ぐためにミノリは前線に出て、そこで失われた時間の間にトウヤはダメージを受け続けている。

　ミノリは新たに〈禊ぎの結界〉をトウヤに唱えるが、ダメージ遮断呪文では「失われたＨＰ」は回復しない。それは特殊な回復呪文を操る〈神祇官カンナギ〉の宿命的な弱点でもある。ダメージを受けないようにコントロールする〈神祇官カンナギ〉は、ダメージそのものを回復する、いわゆる通常の回復呪文は不得手なのだ。

　ミノリ自身も先ほどの緊急呪文の代償にＭＰの半分を失っている。




　状況はよくはない。

　しかし〈緑小鬼ゴブリン〉たちの数を減らしたのは朗報だ。直接攻撃に加わることのできる人数は、敵の利点であった。その利点を潰した今、戦場はさらに一段階上の均衡に到達する。ミノリは自身の見劣りのする回復呪文と、ダメージ遮断呪文をトウヤに向かって投射しながら、ルンデルハウスと五十鈴に指示を出す。その指示によりふたりは、ダイアウルフに攻撃を集中させはじめた。

　──強い敵複数と遭遇した場合、さまざまな作戦が考えられる。こちらが奇襲するのならば、相手のもっとも強い個体を倒して士気をそぐのも有効だ。うまくすれば、取り巻きは逃亡してくれるからね。でもそうでない場合、互いに死力を尽くす戦闘では、相手の弱い個体から数を減らすのが勝敗の鍵を握る。相手の攻撃参加人数を減らすことにより、ダメージコントロールを確実にするべきだ。

　シロエの教えが蘇る。

　トウヤは出血し続けている。ミノリが誇りに思う大事な弟は、傷ついて苦痛に表情を歪めている。だが、だからこそ、ここは敵の数を減らすことに集中すべきなのだ。

　トウヤが自らの血とひきかえに前線を支える間、ルンデルハウスたちはダイアウルフにとどめを刺すべきで、それでこそ前線を支えるトウヤに報いることができる。

　シロエのアドバイスを忠実に守るミノリは、今、まさに戦闘を「読んで」いた。

　仲間のＨＰとＭＰを把握し、指示し、支え、高め合い──戦場の地勢を見きり、戦場の風そのものとなって、ミノリはすべてをかけて「生きて」いた。

　だが、ミノリの先読みもすべてを見通すことはできない。

　戦闘の経験だけは才能では埋め合わせることができない。

　均衡が崩れるには一瞬のアクシデントで事足りる。

　セララの拘束呪文を振り切り、２匹目のダイアウルフまでもがトウヤに襲いかかったのだ。２匹の魔獣と、強敵ホブゴブリン。その三者を相手に、ミノリの投射したバリアなど一瞬ではじけ飛ぶ。

　ミノリは一瞬で新たに飛び込んだ情報を咀嚼して計算をする。それはなかば無意識的な感覚だ。




　９秒。──そう、９秒後に、トウヤは死亡する。

　ミノリは狂おしく自らの魔法詠唱アイコンを凝視する。〈禊ぎの結界〉の再使用規制時間リキヤスト・タイムが解除される、あと８秒。しかし、先ほど見たように、もはやこのクラスのダメージ遮断呪文では、眼前の敵３体の攻撃を食い止めることはできないのだ。

「まだぁっ!!」

　セララの叫び声が響く。投射されるのは「脈動回復」。それは〈森ド呪ル遣イいド〉が使う特殊な固有回復特技。ダメージを継続的に回復する呪文により、トウヤのＨＰは徐々に上昇するはずなのだが、それが起きない。

　回復する速度よりも失われる速度の方が早いのだ。セララの脈動回復でさえ、死までの時間を長引かせる役にしか立たない。

　再計算。

　再計算。

　再計算。

　必死にか細い回復呪文を撚り合わせながら、ミノリは思考する。ミノリがもつあらゆる回復呪文、セララのもつあらゆる回復呪文を組み合わせても、トウヤが倒れるまでの時間を35秒より長くすることができない。

　緊急回復呪文も、大型の回復呪文も払ふつ底ていしている。再使用規制時間リキヤスト・タイムはミノリとセララがもつ回復呪文の半数以上を使用不可能にしているのだ。

（これじゃ……っ）

　口の中にいやな味が広がり、背筋を気持ちの悪い悪お寒かんが駆け抜けてゆく。

　トウヤは前衛の要かなめだ。トウヤが倒れるということは、自分たちが全滅する可能性が跳ね上がることを意味する。

　それだけではない。

　本能的な嫌悪感──ミノリが感じているのは死の匂いだ。

　呼吸がうまくできない。

　まるで空気が液体になったかのように肺に入ってゆかない。時間が粘りをもって重くなり、焦燥した無力感だけが引き延ばされたようにミノリを満たしてゆく。

　間に合わない。

　間に合わない。

　耳元で血流ががんがんと鳴る真夏の冷気に閉じ込められたミノリは、０・１秒ごとに減少してゆくトウヤのＨＰを見つめ続けるしかできない。




　弾かれたように時間が再加速した。

　ミノリの脇をすり抜けたルンデルハウスは、ダイアウルフに体当たりをして、その口中に両手をつき入れる。

「ルディ!?」

「任せておきたまえっ!!　ミス・五十鈴っ！　僕は。僕は冒険者だっ!!　こんな犬コロ風情にやられるわけが、あるかぁぁ!! !!」

　牛ほどの大きさもある巨大な狼。自分の上半身すら丸かじりしそうな牙の生えたあぎとの中に、ルンデルハウスはその腕を肩まで突っ込む。ダイアウルフは鋼でできたかのような足を踏ん張り、首ごとルンデルハウスを振り回し、力任せに建物の壁を破壊する。

「ルディっ!!」

　五十鈴の悲鳴のような叫びが響き、その手に握られた重量級の槍がダイアウルフに叩きつけられるが、剛毛に覆われた身体にはいかほどのダメージも与えられたようには見えない。

「落ち着きたまえ、ミス・五十鈴。紳士たるもの……、いつでも貴公子然とっ……」

　路上に引きずり倒されたルンデルハウス。悪魔的な炎の輝きを瞳に宿したダイアウルフは獣臭い息を吐きつけ、ルンデルハウスを吐き捨てようとするが、彼は泥と汗にまみれてぐしゃぐしゃになったままで、ダイアウルフの牙にしがみつき、その顔面から離れようとはしない。

　がちがちと牙が鳴り、辺りに濁った血臭が吹き出す度に、五十鈴は何度も何度も槍を叩きつけるが、ルンデルハウスはそれを押しとどめる。

「僕が離れたら、こい……つがまたトウヤ……に襲いかか……る。トウヤでも、３匹は……無理……」

　それはまさにそのとおりなのだ。

　ルンデルハウスがその身を犠牲にしているからこそ、トウヤは死の運命から逃れることができる。攻撃ダメージの圧力が減って、状況が好転の兆しを見せている。

「だって、ルディがっ！」

「五十鈴っ！　僕たちは、攻撃職アタツカーだっ!!」

　ルンデルハウスはそのまま自らの腕をくれてやるとばかりに、さらに狼の口に押し込む。狼は犬族だ。その身体の構造上、口の中に深くくわえ込まれたものを一度吐き出さない限り、別の対象に攻撃を加えることは難しい。

「だけどっ」

「敵を倒せっ!!」

　叫ぶルンデルハウスは、それ以上の言葉が惜しいとばかりに詠唱を開始する。もはやその腕はズタボロになり、ただ肩に繫がれた肉塊でしかない。それでもそれをダイアウルフの口に無理矢理押し込みながら、炎のエネルギーを集中させる。ルンデルハウスが高らかに叫ぶマグマ呪文は、投射されるまえからダイアウルフの内臓を焼く。

　投射などするまでもない。

　ルンデルハウスの呪文は、まさに魔狼の口中で生成されているのだ。

　魔狼は苦痛に耐えかね、ルンデルハウスをなんとか引きはがそうとするが、彼はまるで取り憑かれたかのようにしがみつき、けっしてダイアウルフを解放しようとはしない。

　いや、すでにノコギリのように生えた牙の列に、ルンデルハウスのまとうローブの繊維は絡まり、肘まである魔法の籠手の部品はくわえ込まれ、彼自身にも引き抜くことは難しい。

「舐めるなっ。ぼくはっ!!」

掠かすれた声が、暮れはじめた夕焼けの路上に響く。

「僕はルンデルハウス＝コードっ!!　冒険者だっ!!」




　　▼９




　辺りには焼け焦げた臭いが満ちていた。

　ルンデルハウスが暴走させた「魔術師の籠手」の魔力は、彼の思惑通り、ダイアウルフの内臓を焼き尽くし、その余勢を駆ってホブゴブリンの右半身も消し炭へと変えたのだ。

　戦いは五十鈴たちの勝利で終わった。

　だが、その勝利の立役者であり、能天気で偉そうな笑い声を上げるはずのルンデルハウスは、五十鈴の目の前で、泥にまみれて横たわっている。

「〈ネイチャー・リバイブ〉っ!!」

　セララの蘇生呪文は効果がない。

　それも当たり前なのだ。横たわったその顔色はもう青白いほどで、血に染まりきっている。薄汚れていても王子様のような瞼は滑らかで、まるで眠りに陥った貴族の子弟のようだったが……。

　彼は〈大地人〉なのだった。

「……ごめんなさい」

　五十鈴の手のひらに、ぼたぼたと熱いものがおちる。

「なんで蘇生できないんだ？　おい、ミノリ、もっかい！」

　事情がわかっていないトウヤはそう叫ぶ。ミノリはその言葉に頷いて〈魂呼びの祈り〉を詠唱するが、やはり、ルンデルハウスの意識は戻らない。

　それは当たり前なのだ。

「ごめん……。トウヤ。ルディは……だいち……じん……の……」

　五十鈴はのろのろといった。

　まるで認めてしまったら、手を離してしまうようで、喉に絡んだ言葉は出ていこうとしなかった。視界の隅でミノリがぎゅっと拳を握り、セララが「そんな……」と呟くのを感じたが、五十鈴はそんなことはどうでもよいとしか思えなかった。

「──ルディは、〈大地人〉なの。……一緒にパーティーを組んで、一緒に冒険をして、一緒にご飯食べてたけど。……ルディは〈大地人〉で……。だから……じゃえば……」




　──らなくて。




　五十鈴の胸は苦しみで潰れそうになる。

　こんなことを、想像していなかった訳じゃない。

　だから戦うのに反対しようとしたし、反対しきれないなら、けっしてルンデルハウスに無理をさせないように、援護しようと思っていた。

　でも、止められなかった。

　あの最初の時にルンデルハウスを止めておけば。

「ラグランダの杜もり」で気がついたときに、キッパリと断っておけば。ううん、そうしなくても、みんなに正直に話しておきさえすれば、こんな結果にはならずにすんだかもしれないのに。

　ルンデルハウスの夢を叶えるために、五十鈴はその噓に協力してしまった。

　ルンデルハウスがあまりにも子どもみたいな表情で「冒険者になる」だなんていうから。

〈冒険者〉と〈大地人〉は違う。

　そもそもまったく違う存在なのだ。

「なる」だなんて、そんなことできるはずがないのに。

　そうだ。ルンデルハウスは悩んで傷ついていたではないか。いくら戦ってもなかなか経験値が貯まらないとぼやいていた。五十鈴たちの半分の半分さえも成長できずに、なかなかレベルが上がらないことに苛立ち、それであんなにも修行を焦っていた。

　ルンデルハウスが天幕でごろごろしている姿など、五十鈴は見たことがない。わずかでも暇を見つけては、厳しい修行や瞑想をしていた。本人は貴公子としての当然の義務だとか、男子の本懐だとかいっていたけれど、そこに焦慮と苛立ちが含まれていないはずがなかったのに。

　五十鈴はわかっていて見過ごしたのだ。

（ごめんなさい。ごめんなさい……ルディ……）

　あまりにもルンデルハウスが幼くて、無邪気に望むから。五十鈴も夢を見たのだ。〈大地人〉が〈冒険者〉になれるなんて夢を。

「ルディ兄は……〈大地人〉なの……か？」

　トウヤの声に五十鈴は頷く。頷けば頰を伝う涙が顎からぽたりぽたりと垂れるのだが、そんなのはどうでもよかった。これは五十鈴に与えられた罰なのだ。

　あんなに優しかったルンデルハウスを。

　ただの田舎ものでひょろりとした自分を、女の子あつかいしてくれたルンデルハウスを。

　そばかすが気になっているちっとも垢抜けない自分に、いつでも「ミス」と呼びかけてくれたルンデルハウスを。

　最後までちゃんと止めもせずに、足を引っ張ってばかりだった自分、そのくせ、おバカだとか犬っぽいだとか好き勝手に扱っていた自分。

　話しかけてもらえて嬉しかった。

　褒めてもらえて嬉しかった。

　女の子あつかいしてくれて嬉しかった。

　言葉が狂ったようにあふれてこぼれ出せないまま喉につまり、小さなうめき声と共に涙を押し上げる。

　温かくてやさしい、くすぐったくなるような思い出のひとつひとつが、ルンデルハウスを死地に追いやった自分の罪なのだ。




「あ……っ」

　セララが呟くような声を漏らした。そして即時回復呪文インスタント・ヒールをかけて、その胸に耳を当て、表情を曇らせて、また回復を繰り返す。

「え、まさか……」

　五十鈴はあり得ない希望を見いだして、セララに詰め寄る。

「わかりません。脈拍はもう止まりかけているのに、ヒールをかけるとわずかに反応がある気がして……。でも、ごめんなさい。蘇生が効かないのじゃ……」

　五十鈴はせっかく取り戻した希望が粉々になるのを感じる。だが、その言葉を強く受け継いだ少女がひとりいた。

「まだです」

「え？」




「……助けてください。お願いです。シロエさんの力が必要ですっ」


































　　▼１




『……助けてください。シロエさんの力が必要ですっ』

　苦しみを押し殺しすぎて、ただ悲しいくらいに透き通った声にシロエは変事を直感した。




　ミノリは冗談でそんな声を出す娘ではない。

　真面目で、優しくて、意地っぱりで、意志の強い娘なのだ。

　ミノリが自分を目指していることに、シロエは気がついている。

　シロエが戦場でやることのすべて、それこそ何気ない癖から歩き方まで覚え込もうとしているミノリだからこそ、シロエのほうも自分の知っている程度の知識はなんでも教えてやりたかった。

　そしてその教えにミノリはいつだって１００点以上の努力で返してくれた。

　いったいミノリが元の地球でどんな人生を送ってきたのか、シロエは知らない。尋ねたこともない。中学生が弟とふたりっきりで異郷に飛ばされた気持ちなど、測るモノサシはシロエにない。

　しかし、ミノリのまっすぐさはこの異郷にあっていささかも減じたようには見えない。

　それはシロエがついに持ち得なかった徳だ。シロエには自分が逃げて回っていた自覚がある。自分で自分の居場所を作るということからだ。

　他人と関わることを恐れないひたむきな少女。

　自分を慕ってくれているらしいミノリだが、自分こそミノリの確かさに救われているんだけどな、とシロエは考えていた。

　そんなミノリがシロエを積極的に頼ってきてきてくれたことは記憶にない。シロエを信頼してくれ、おそらく気を許してくれ、学んでくれようとはしたけれど、無防備に助けを求めてきたことは、ないように思うのだ。

　それは彼女なりのプライドのありようなのだろう。シロエはそこまで含めて、ミノリという少女を評価していた。

　そのミノリがまるで今にも零こぼれそうになる涙を必死にこらえているような声で念話をかけてきたということに、他の誰でもなく自分を頼ったことに、シロエの心は揺さぶられる。

　天幕の入り口から覗く外の景色は、もはや紫色に近づきつつある夕暮れだ。

『犠牲者が出ました。ルンデルハウスさんです。彼は……』

　ミノリの話す念話の声の後ろで、乱れた呼吸音と叫ぶ声が聞こえる。

　念話機能は、できの悪い携帯電話のようなものだ。

　受信側は音声再生が鼓膜付近なので周囲に音が漏れる心配はないが、話す側は口頭で喋る必要もあるし、周囲の音も拾ってしまう。

　どうやらミノリはまだ戦場か、その近くにいるらしい。周囲が騒がしい感じだし、女性の声が聞こえる。

『彼は』

『ルディは……〈大地人〉です』

　突然声が割り込んでくる。

　その声は、ミノリがいっていた〈吟遊詩人バード〉の少女、五い十す鈴ずだろうとシロエは当たりをつける。他人の念話にここまではっきりと声を通すとは、今彼女はミノリの唇に自分のそれをふれあわさんばかりにして喋っているはずだ。

　シロエはその一言ですべてを了解した。

　机を蹴飛ばすように立ち上がると、すぐ近くに置いてあるマジック・バッグひとつを背負って、天幕の外へ飛び出す。吹き鳴らす笛は２度、〈鷲獅子グリフオン〉が到着する時間も惜しんで、馬術庭園中央広場へと向かう。

「状況報告を、ミノリ」

　大きな３歩で広場に入り、手近な念話担当者をつかまえると、カラシンを呼べと怒鳴る。

『チョウシの町防衛中に熾し烈れつな戦闘が発生。戦闘には勝利したものの、その過程でルンデルハウスさんが致命傷を負いました。蘇生呪文は失敗、ただし、体温も脈拍もあります……。でも、意識が戻りません』

　──蘇生呪文は失敗。

　天を横切ってきた巨大な翼にシロエは半ば以上無意識のまま飛び乗る。自分の後ろにぴったり影のようについてきたアカツキが、するりと腕の中に収まったことにもほとんど気がつかず、腹帯をしめた魔獣に軽く合図を送った。

　よく訓練された大型の乗騎はその小さな合図だけを頼りに暗くなりはじめた夜の空へと飛び上がる。

『脈拍は弱っていっている……と思います』

「もう一度蘇生呪文っ」

『２回やりましたっ。目を覚ましません……』

　蘇生呪文は、死んだ仲間を蘇らせる呪文だ。

　こういうと奇跡的な呪文だが、難易度はそこまで高くはない。レベルでいえば、20を超えた回復職は全員覚える。実をいえば蘇生呪文にも等級のようなものがあり、低レベルのそれでは、蘇生は成功するものの、経験点が失われるのだ。

　ミノリが２回それを試したあとにシロエに念話を入れたのはそれが原因だろう。

（いや、それ以上に……）

〈大地人〉は〈冒険者〉ではない。死亡した場合、その死は絶対的なもので、大神殿で復活することはないとされている。念話の向こうでは押し殺したようなすすり泣きの声と、話しかける声が背景音として聞こえる。

「場所とそこにいるメンバーを列挙」

『わたし、トウヤ。五十鈴さん。セララさん。そして蘇生しないルンデルハウスさん。場所はチョウシの町の中央付近、大十字路』

「安全確保は」

『周囲に敵影なし。ただし、護岸地域でおそらく戦闘は継続中。ここにも〈緑小鬼ゴブリン〉がいつ攻めてくるか……』

　──終わっている。

〈大地人〉が戦闘で受けたダメージの結果、その命を落とそうとしているのだ。もはや、状況としては終了しているといってよい。たしかにリ＝ガンの話によれば、魂こん魄ぱくの分離が為されていないわずかの間ならば、〈大地人〉にも蘇生呪文に効果が望めるといっていたが、その蘇生呪文が効かないとなると、もはや状況は「落らく魄はく」に達しているといえた。

『シロエ兄ぃ、ルディのやつを助けてくれよっ』

　いきなり耳元に強い声が聞こえた。

『ルディ兄はねっ。バカだけど、間抜けだけど、強くて格好いいんだよ。ルディ兄は俺たちを助けようとしたんだよっ』

『ルディを連れてきたのはわたしなの。ううん、わたしじゃないんだけど、ルディがきたがったのを止めなかったのっ。シロ……エさんっ。なにかできるならっ』

　念話の向こうでは、涙混じりの声が響いている。




　──必要です。




　ミノリの言葉が耳に響く。

　その言葉がシロエの意識をどんどん冷却していく。

　イメージは冬の夜の霜が落ちそうなアスファルト。そのアスファルトに横たわり、体温が失われてゆく自分。不吉ではあるが、この上なく清澄な、それがシロエの開放のイメージ。

　制限を解かれた思考が暴走をはじめる。すべての経路を探索すべくバラバラになったイメージが可能性の組マみト合リわクせスを検証する。

（ミノリが頼るなら、助けなくてはならない）

　それは意志ではなく、もはや前提だ。

　前提を充たすためにシロエは高速思考を続ける。

「セララに指示。蘇生呪文を詠唱」

『はいっ』

　間髪いれずにミノリからの返答が返る。

　なぜ、とも、それは効果がなかった、とも反はん駁ぱくはない。ミノリは完全にシロエを信頼している。〝シロエならばなんとかしてくれる〟と信じて念話通信を入れてきたのだ。

　それはもちろん都合のよい思い込みだろう。

　シロエにだってできないことはある。いや、むしろ、できないことの方が圧倒的に多い。この訳のわからない理不尽な異世界において、なにもできない、といってもよいくらいだ。

　だがそれは些細なことだ。できないことは、できないのだ。できなかった〝後に〟それは考えればよい。今大事なのは、ミノリが〝シロエならできる〟と信じたことで、そうであればシロエの出す答えはひとつ。

　自分ならばできる、と信じてみることだった。

　信じる気持ちがシロエの中から組み合わせを再構築する。不可能だと切り捨ててきた可ノ能イ性ズに新しい角度から光を当てる。

『脈拍が強くなった気がします……。けど、意識は戻りません』

「１５０秒待機。トウヤは周辺警戒。五十鈴さんはＭＰ回復歌を。１５０秒後に今度はミノリが蘇生呪文」

『はいっ』

　シロエはリ＝ガンの話を思い出す。

　ルンデルハウスは死亡した。

〈大地人〉であっても〈冒険者〉であっても、死は、死だ。

　この異世界における死とは肉体活動の停止からはじまる。まず最初に身体が動かなくなり、身体と精神は切り離される。

　精神の側は暗闇にとらわれた状態となるはずだ。

　この現象は魂こんと魄はくの間のやりとりが遮断されるために発生するのだという。

　やはて魄の拡散がはじまる。

　魄は肉体の根源的なエネルギー、「気」だ。この過程を落魄と呼ぶ。このエネルギーは頑強で高レベルの肉体をもつ存在ほど大きくなる。つまり、落魄に時間がかかるようになる。

　ルンデルハウスは肉体的には脆ぜい弱じやくな魔法攻撃職で、しかもまだ中堅レベルにも達していないという。落魄の進行は早いだろう。

　おそらく……。おそらくだが、蘇生呪文が遅かったのだ。

　回復職の用いる〈蘇生魔術〉とは、落魄中の肉体に向かって、魄の補充を行ない、魂と再結合する魔術である。

　周辺の大気に拡散してしまった魄を集め、足りない「気」については、術者自らの「気」を分け与えて肉体を復元する。

　体温がある、脈拍があるということは、肉体再生については一定の効果があったと考えられる。意識が戻らないのは、魂との再結合がうまくいっていないのだ。

　その状況であるならば、おそらく。

　魂の拡散──散さん魂こんがはじまってしまっていたのだろう。魂は精神的なエネルギーにして精神の乗り物だ。肉体を失った魂は霧散をはじめる。そして魂を失った精神は、同一性を保てずに失われる。

　まだ低レベルだったルンデルハウスは落魄の最中に、散魂までもがはじまってしまったに違いない。

〈冒険者〉であれば大神殿に転送され、自動的に肉体が修復され、魂は修復された肉体に接続される。肉体が再生されるために散魂は発生しない。つまり、肉体的な死が訪れたとしても、精神の死は訪れない。新しい肉体による復活──不死だ。

『１５０秒経過。蘇生呪文を投射します』

「１５０秒後にもう一度セララの蘇生呪文。今そっちに向かっている。そのまま交互詠唱で８分保たせて」

　ミノリの報告が聞こえる。ミノリたち20レベル前後の蘇生呪文はかなり原始的だ。詠唱に時間がかかり無防備なために、戦闘中の使用は実質的に不可能だし、再使用規制時間リキヤスト・タイムは３００秒にも及ぶ。

　しかしルンデルハウスの近くには、まだ駆け出しとはいえ、セララとミノリというふたりの回復術者がいる。

　３００秒の再使用規制時間リキヤスト・タイムは、蘇生呪文の交互使用により１５０秒まで短縮される。ＭＰ消費の激しい蘇生呪文をどこまで連続使用できるかは、今のシロエにはわからないが、それに関しては現場に任せるしかない。




　散魂の直接の引き金は、落魄の進行だ。帰るべき肉体が喪われることが、精神的エネルギーの拡散を招く。もうはじまってしまっている散魂をどこまで止めることができるかは、ミノリたちの蘇生呪文にかかっている。

　あとは──。

「アカツキ、僕を支えて」

　シロエの言葉で、腕の中に収まっていたアカツキは身体をひねって、シロエのほうに向き直る。先ほどからなにひとつ声を立てなかった同乗者は、〈鷲獅子グリフオン〉の背中という恐怖を催すような環境でもぞもぞと向きを変えると、肌を裂くような夜の風の中でシロエにぎゅっと抱きついてきた。




　シロエは軽く目を閉じると、〈バッグ〉の中に入れてあるアイテムをイメージして手を差し入れる。必要なアイテムがなにかはわからない。そもそも成功するかどうかもわからないのだ。

　しかし、それでもシロエはこれから行なう〝魔法〟にふさわしいアイテムを探しだした。

　シロエが時間をかけて調合したインク。

　それは世界に１瓶しかない魂の欠片だった。




　　▼２




　夕暮れの中、女騎士に付き添われたレイネシアは戦場へと到着した。

　渓谷のこの近辺はクラスティ率いる打撃部隊の勢力圏内であり、安全は確保されているとの連絡を受けている。

「う……」

「大丈夫ですか？」

　書類を抱えた女騎士は、さして同情するような態度も見せずに、それでも声をかけてくる。

　この世界において、戦場の空気というのは体験者が非常に限られている。亜人間や〈大地人〉の死は素早く訪れ、放置されていれば、その死体は半日と保たず霧散するためだ。どのような合戦のあとも、死体が消えれば武具の散乱する荒地となる。

　しかし、この戦場はたった今作られたばかり。

　血臭も生々しく、レイネシアには刺激が強い。幸い夏の風が緑の間を吹き抜けてくるために、想像していたよりはまだましだが、それでも視線を足下に向けることはできなかった。

　女騎士は歩を進める。

　この先にいるクラスティと合流し、報告および作戦の詳細を確認するのだと、レイネシアは聞いている。

　女騎士──高たか山やま三み佐さと名乗る女性は、自分を戦域哨戒フイールドモニター班であると、レイネシアには告げていた。

　戦闘、特に大規レ模イ戦闘ドや視界の悪い場所における戦闘では、その先陣で戦いながら、全体状況を把握することはきわめて難しい。

　そこで、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉では、実際に戦う大レ規イ模ド戦フ闘オ部ー隊スとは別に、小隊から中隊規模の戦域哨戒フイールドモニター班を置く。戦域哨戒フイールドモニター班は遠距離から、戦場全体を光学機器や魔法などにより監視して、戦闘情報を前線司令官に逐次報告するのが主な任務だ。

　高山三佐は〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉においては高位の士官であるとレイネシアは考えていた。これは、高山三佐に対する周囲の態度からである。

　あらかじめ、あまり木立の中をかき分けないでもすむようなルート確認をしておいたおかげで、渓谷の底へ降りるのは思ったよりも時間がかからなかった。護衛の騎士につきそわれ、レイネシアは渓流が流れる幅の広い石河原までたどり着く。

　この場所は、高台から見ていた戦場の上流に当たるらしく、〈緑小鬼ゴブリン〉の死骸や戦闘の形跡はない。サラサラと涼やかな流れの音は、夏の暑気を追い払うようだ。




　周囲には思い思いの格好でくつろぐ、〈冒険者〉の面々が休憩をとっていた。上半身裸になって水を浴びる者や、武器の手入れをする者などさまざまだ。

　ここは戦場のまっただ中ではあるが、今現在は付近に敵部隊の展開はないということで、交代制の斥候部隊以外は休憩を取っているとのことだった。

　レイネシアは姫として、もちろん騎士団の閲えつ兵ぺい経験はある。

　しかし、それらは多くの場合バルコニーからであったり、しつらえられた台の上から挨拶を述べる形であったりした。時に訓練場へ行き、歩きながら騎士へ声をかけることもあったが、そのとき、マイハマの騎士は槍を揃えて整列をしたものだ。

　だから、このように砕けた、貴族的な常識でいえば礼を失した騎士の間を歩き回った経験はない。

　もちろんレイネシアは〈大地人〉でありマイハマの娘である。たとえアキバの街が〈自由都市同盟イースタル〉に所属したとしても、直接の主従関係はない以上、彼ら〈冒険者〉はレイネシアに敬意を払う義務はない。レイネシアとしても、そんなところで気分を害するつもりもないし、彼らは異文化をもつ〈冒険者〉だと段々に納得してきてもいる。

　レイネシアは彼らの無作法を予想していたし、驚くつもりも咎めるつもりもなかった。

　むしろ驚いたのは、彼らがレイネシアを無視しなかったことにだ。

　彼女たちが通りかかると〈冒険者〉は大きな声で挨拶をしてくるのだった。

「安心してくれよ、姫さんよ。こんな戦はすぐ片付けてやっからさぁ」

「北欧系マジ天使だな、ほんと」

「たかが〈緑小鬼ゴブリン〉どもなんて、俺たち先遣隊だけで十分だ」

「やべー。リアル姫みちゃったよ。写メねぇぇぇぇぇっ!?」

「姫さん、こんな所にきて大丈夫なのかぁ？　ああ、高山女史と一緒なのかぁ。くわばらくわばら」

「ははは！　姫さん、うちの御大将はこのさきだよ」

「うっわー、うっわー！」

「流れ矢なんかにあたらねえよに気をつけてくれよなっ」

　話に聞く傭よう兵へいとはこのようなものだろうかと思うほど、荒っぽい言葉なのだが、レイネシアは不思議と悪い気持ちはしなかった。〈冒険者〉がレイネシアのことを侮って軽口を叩いているわけではなく、彼らにとってはこんな口調が普通で、親しみを込めて話しかけてくれたことがわかるせいだろうか。




　レイネシアは引きこもりである。

　基本的に、他人と会話をしたりコミュニケーションをとるのが苦手だ。

　今までその種のイベントに対しては、厳しい教育で身につけた「完璧なる令嬢」というマスクで対応をしてきたのだが、どうやらそれは〈冒険者〉相手にはうまく機能しないらしいということは、すでに学びつつある。

〈冒険者〉は貴族の文化とは馴染みがないし、こちらが黙って困った顔をしたり小さく頷いたり悲しそうに眉を曇らせただけで勝手に誤解をして動いてくれるわけではない。

　そこでレイネシアとしては珍しく真剣に考えた結果、コーウェン家の令嬢としてけっして恥にならぬように、しかし、最大限〈冒険者〉の簡素な礼儀作法にあわせた、レイネシア独自の新しいやり方を生み出すに至った。

　すなわち、右手を胸の辺りの高さまで上げて、微笑みながら小さくふるのである。

　なにかをアドバイスしてくれたり、話しかけてくれた冒険者には、きちんと話の内容を吟味してから、「ありがとうございます」とシンプルに述べる。〈冒険者〉とはいずれにせよ、あの『妖怪心のぞきクラステイ』の眷けん属ぞくなのだ。取り繕ったりごまかしたりしてもぼろが出る。それに多少、淑女らしからぬ面を見せても貴族でない彼らは気にしないだろう──というのがレイネシアの出した結論だった。

　レイネシアが今まで厳しくしつけられてきた社交界の基準でいうと、レイネシアの今の態度は町娘寸前の無礼な挨拶ということになるのだが、相手は〈冒険者〉であるし、ここは戦場なのだから、と内心で祖父に言い訳するレイネシアだった。




　しかしレイネシアは己のなかの常識を踏み越えるためにびくびくしていたために、まったく気が付かなかったが、彼女の可愛らしい仕草や素直な微笑みは、打撃部隊の〈冒険者〉たちに非常に好感をもって迎え入れられたようであった。

　今回の混成打撃部隊は、クラスティの指揮下に入るに当たって、その指揮が行き届くように〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の部隊を中心に編成してある。だが、それだけでは、〈円卓会議〉における〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉およびクラスティの発言力が強くなりすぎることや、〈円卓会議〉の結束を示すような編成であるべきだという理由で、約半数は〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉以外からのベテランプレイヤーを組み込んだ混成軍だ。

　メンバーには〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉や〈ホネスティ〉所属のものも含まれているために、マントや記章はバラバラである。だから、貴族的な感覚でギルドを「家門」と捉えていたレイネシアにとって、それはずいぶんと不思議な騎士団に見えた。

　貴族社会における「家門」とその関係はなかなかに複雑である。血縁関係や利益が交錯しているために一口ではいえないが、一般的にいって有力な家門同士の関係は敵てき愾がい心しんに満ちている。〈自由都市同盟イースタル〉が未だに統一されないのも、そういった背景があるのだ。

　しかし、この戦場では、そのような対立は見うけられない。

　もちろんマントの色や記章から見る限り家門ごとの小集団に分かれてくつろいでいるようだが、混成部隊で軽食を取るものもいるし、他人に自分の武具を預けて調子を見てもらうものもいる。足早に歩き回るのは輜し重ちよう隊たいだろうか？

　レイネシアは感じていた違和感のもうひとつの正体に気がついた。

　これだけの騎士が揃っているにもかかわらず、従僕や従士を見かけないのである。高山三佐から「より抜きの精鋭部隊」という説明を受けていたし、そういった部隊であれば、弱きものは足手まといなのかもしれないとは思うが、これだけの人数の騎士がいて従僕がひとりもいないとはどういうことだろう？

（〈冒険者〉の方々は、身分制度からも自由なようですけど……）

　自由であることはわかるのだが、それが現実として行動に出てくると、そのひとつひとつが予想外で面食らってしまうレイネシアだった。




「ああ。わかった。引き続きたのむ」

　石河原の先、渓流が曲がりくねって淵になった広場で汗を流していたのはクラスティだった。クラスティは鎧の上半身だけを脱いで、汗を拭っている。

　その最中にさえ、〈冒険者〉特有の遠隔通信魔法で連絡を取っているのか呟き続けていたが、高山三佐とレイネシアの一行を見ると、ちらりと振り返った。

　クラスティは焦りもせずに、固く絞った布で引き締まった身体を拭いている。そんなクラスティの鷹おう揚ようとも冷静ともいえる落ち着きに慣れているのか、高山三佐は近寄るとレポートを片手に口早に報告をはじめた。

　クラスティは背を向けたまま、それに耳を傾けている。

（けっこうすごい身体してるんですね……）

　宮廷で上品な服を着ているときはそこまで感じなかったのだが、こうして裸の背中を見ていると、それは圧倒的な膂りよ力りよくを感じさせる肉体だった。筋肉のみっしりついた背中はある種の野生動物じみた美をもっていて、レイネシアは我知らずそれを見つめてしまう。

（……。っ！　なにを見ているんですかわたしは）

　頭を振ってへこむレイネシア。

　クラスティといると、調子を狂わされることばかりだ。

　穏やかなマイハマの自室がなつかしい。レイネシアは本当に引きこもりで、食っちゃ寝の植物的で怠惰な生活が好みなのだ。最大の趣味は日向ぼっこであり、早々に老婆になれたら隠居生活を満喫できる、と楽しみにしているほどだ。

　そんなレイネシアの主義主張からすれば、ここ最近の自分は、変節した、堕落したとそしられても仕方がないと思う。

「了解しました。では、次の地点からは周辺監視体制を増やす方向性で」

　高山三佐の報告が終わる頃には、クラスティも着替えをすませていた。鎧は相変わらずだが、肌衣は替えたらしい。落ち着きをはらった表情は〈エターナルアイスの古宮廷〉で見せていたものと変わりなく、いっそ腹立たしいくらいだ。




「どうですか戦場は」

　近づいてきたクラスティは尋ねかける。

　身長差があるので、下から見上げるような姿勢になってしまうレイネシアは、不愉快で釈然としない気分になってしまう。戦っている最中の無邪気で楽しそうな顔と、それとはうらはらの消え入りそうな儚はかなさは、今のクラスティからは感じられない。

　あれは幻だったのだろうかと思いたくなるほどの、取り澄まして、礼儀正しい、『妖怪心のぞき』が目の前にいるばかりだ。

「怖かったのですか？」

　自分の物思いに囚われて返答が遅れたレイネシアに、クラスティは揶や揄ゆするような言葉をかける。

「そんなことはありません。クラスティ様が守ってくれると思っていましたから」

　クラスティが宮廷風の仮面をかぶるのならば、こちらにもその覚悟はある。そもそも、貴族的な言い回しでいうならば、自分の方が圧倒的に経験キヤリアがあるのだと、レイネシアは言外にそうにおわせてやった。

「──ずいぶんと人気が出ているようですよ」

　レイネシアがくるっと振りかえると、遠巻きにクラスティとレイネシアを見つめていた〈冒険者〉の群れが、ぴたっと静止する。レイネシアとしても、非常に居心地が悪い事態なので、手を小さくふって微笑んでみると、多くの〈冒険者〉が笑顔になって、任務に戻っていくようだ。

「それはどうでもよいことだと思います、クラスティ様」

　話を逸らされた苛立ちを込めて、クラスティに向き直るレイネシア。だいたいクラスティがこんな態度ばかりをとるから、レイネシアの方も宮廷風がよいのか〈冒険者〉風の作法に合わせればよいのか困っているというのに。

「だいたい──」

　レイネシアがもう一言いってやろうと踏み出しかけたとき、渓谷全体に遠吠えが響き渡った。その声は東側の尾根より響き渡り、遠くからだとはっきりわかるにもかかわらず、レイネシアの胸中に冷たい風を吹き込んだ。

「いまのは……」

「〈魔狂狼ダイアウルフ〉です。相当に巨大なものでしょうが。この声の響きからすると、ヒュージ種ですね」

「……ゴブリン王、ですか？」

「ゴブリン王はこの戦場にはいませんよ。あれは〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉からは出てこないでしょう。これは、〈緑小鬼の将軍ゴブリン・ジエネラル〉の近この衛え部隊です」

「近衛部隊……」

　レイネシアは我知らず、両手を胸の前で堅く握り合わせてしまう。クラスティたちの勇敢な戦いぶりは昨晩見たし、その実力を信じてもいる。しかしレイネシア自身は戦いのことなどなにひとつわからないし、だから怖い。ましてやクラスティは、戦いの中に溶けていってしまいそうな危うさを感じる。

　自重を求めればいいのか、それとも励ませばいいのかわからない。

　なにをいえばいいのかと迷っているレイネシアたちへ、再び魔狼の猛々しい遠吠えがふりそそぐ。その声を聞いたクラスティは唇を歪めると、レイネシアの思いになど気が付きもせずに、酷薄な笑みを浮かべながら呟いた。

「巣の掃除は後回しにして、とりあえずはザントリーフのゴミどもを血祭りに上げるとしようじゃないですか」




　　▼３




　チョウシの町の長い中央通りは〈鷲獅子グリフオン〉にとって絶好の滑走路だった。翼を微動だにさせず揚力を利用して滑り込む魔獣の背の上で、シロエはアカツキの頭にそっとふれると「周辺の人払いをたのむ。プレイヤーもモンスターも、寄せ付けちゃだめだ」と囁いた。

　アカツキは一言も返さずにこくりと頷く。

　疾走する馬よりもなお速い対地速度を気にもかけずに〈鷲獅子グリフオン〉から飛び降りたふたりは、その場で行動を別にする。アカツキは、ほとんど重力を感じさせないような動きで前方に疾走、燕のような動きで石造りの建物の屋根の向こうへと消えていった。

　シロエはそれを確認すると、手をふるトウヤに向かって駆け寄る。

　集まっているのはミノリたち４人、その表情には焦りの色が濃い。先ほどの念話によれば、〈オキュペテー〉は到着したものの、〈水棲緑鬼サフアギン〉の抵抗にあって上陸は完了できていないようだ。直なお継つぐたちはミノリたちと入れ替わるように〈緑小鬼ゴブリン〉の相手をしている。

（ま、その方が好都合だ）

　これからやろうとしている〝魔法〟が成功するかどうかはわからない。理論的な裏付けはあるし、シロエとしてもこれまで実験を繰り返してはきていたが、やはり賭けになる。成功をするにしたところで、そのあとのことを考えると目撃者は少ないほうがよい。

　商店か酒場なのだろうか？　

　中央通りに大きく開いた軒先の日陰に、ひとりの青年が横たわっている。離れようとしない涙に濡れた少女が五十鈴だろう。そばかすがチャーミングな少女だった。

　その周囲にはシロエの見知った顔が並んでいる。苦痛を堪えるような表情のトウヤ、心配そうなセララ、そして使命感を秘めたミノリだ。

　シロエは心を落ち着ける。

　周囲の気温はまだ高かったが、逆に頭の中は静まりかえって冬の夜空のようだ。

「ミノリ、ぼくをパーティーに誘って」

「はい」

　ミノリは無駄なことを尋ねずに頷く。アカツキもミノリも、こういうときには質問しないでくれるのが有り難い。ルンデルハウスと思われる青年を確認する。確かに品の良い貴公子然とした容貌だ。体温と脈拍はあるが、やはり意識はない。パーティーメニューでは「死亡」のステータスが明滅していた。




「五十鈴さんだっけ？　そのまま〈瞑想のノクターン〉を詠唱続行。今から新しい魔法を使う。このことは他言無用だ」

　シロエはあえてきつい口調で新人プレイヤーに話しかけた。

「納得できないなら諦めるか、ここから去って」

　シロエの言葉に、そこに集まった面々は誰ひとりひるむことなく首を振る。

「じゃぁ、はじめるよ」

　シロエはアイコンから魔術特技を選択する。使用するのは〈マナ・チャネリング〉。〈付与術師エンチヤンター〉特有の、いわゆる「なにに使うのかよくわからない」呪文である。

　その効果は「パーティー全員のＭＰをすべて吸収し、平均して返す」というもの。

（そう……魂は精神の乗り物。その乗り物は魔力。であれば……）

　詠唱が響くに従って、パーティー全員からＭＰが吸収されて、シロエに集まってくる。シロエはこの中では飛び抜けて高レベルだ。

　そのシロエが詠唱した〈マナ・チャネリング〉の吸引力は、30レベルにも達していないミノリたちにとってはとてつもない重圧だろう。

　ミノリもトウヤも、セララさえも、顔色がどんどん青ざめてゆく。ＭＰがどんどん抜けていくのだ。立ちくらみにも似た喪失感に耐えるミノリたちの中で、五十鈴だけが唯一、蒼白な顔をしながらも、ルンデルハウスの手をしっかり握ったまま、哀切な古謡を口ずさみ続ける。




　シロエは目を半眼に伏せたまま魔術の効果を体感する。

「パーティーの仲間」から回収したＭＰのほとんどすべてが、シロエに現在握られている。幽かな気配でしかないが、シロエはシロエの中に他人の精神の残り香を感じているのだ。トウヤの一本気な、もしくはミノリの生真面目な魔力の気配。それらが、今やシロエの管理する魔術野に展開されている。

　その中にはセララのもの、五十鈴のもの、そして他ならぬルンデルハウス自身のＭＰも含まれているはずだ。

　微妙に味わいの違うＭＰは、根源的な「精神のエネルギー」として混交され、シロエの導きに従って、魔術的回路を形成し、「仲間」へと接続される。

　シロエはそれらのＭＰを等分して「再配布」する。

（ぐっ）

　シロエは急激なＭＰの流出により貧血のような感覚に満たされる。

　彼のＭＰはこのパーティーの誰よりも大きい。もとより魔術師系でもある〈付与術師エンチヤンター〉は全職中、最大量を争うようなＭＰ量を誇っている。その上シロエは90レベルだ。30レベルそこそこの〈冒険者〉とパーティーを組んで「再配分」を行なうというのは、もはやシロエを用いて、仲間のＭＰを一挙に回復するのと、同じ意味をもっていた。

「ミノリは蘇生、セララは連続ヒールっ」

　ここまでは前座だ。シロエは指示を続ける。時間は短い。おそらくチャンスはただの一度、ただの一言だろう。




　ルンデルハウスは〈大地人〉である。

〈冒険者〉ではないので、死亡したら復活はしない。

　そしてルンデルハウスは死亡した。

　ゆえにルンデルハウスは復活しない。




　これは絶対だ。覆すことはできない。

　だが、しかし〈付与術師エンチヤンター〉のマナ再配分呪文により、全員のＭＰは回復……言葉を換えれば、精神と魂は活発化している。

　そして意識が戻らないとは、魂と魄の間の回路が不通になるために発生する現象だ。植物人間であるといってもよい。そうであれば、その接続を無理矢理再開させるまでだ。

　シロエはふたつめの手段をバッグから取り出す。

「ここから先は時間との勝負」

　シロエは自分の言葉の響きがまだ空中にある内に〈黄よ泉み返がえりの冥めい香こう〉を使用する。

　それは死んだ仲間や生物をゾンビとして蘇らせ、戦闘に用いる特殊なモンスターとしてかりそめの命を与える薬品である。その能力は蘇生ではなく、復活。しかしその効果は短く、３分後には確実な「死亡」が訪れる。〈冒険者〉にとっては問答無用の大神殿送還がそれだ。




　しかし、この状況では魄のエネルギーを拡散させるしかないルンデルハウスにとっては、別の可能性をもつアイテムでもある。

　いずれにせよ、肉体は滅びるし、肉体に寄りついている精神や魂も、滅びるのだ。

〈黄泉返りの冥香〉は、活性化したルンデルハウスの魂を、肉体に強引に接続する策だ。３分後の確実な死亡と引き替えに、３分間だけ……ルンデルハウスをこの世界に引き戻す。

　制限時間付きの……偽りの復活。それがわかったのだろう。

　大粒の涙をこぼす五十鈴の手が、ルンデルハウスの手をぎゅっと握りしめる。

「あ……」

　うっすらと、まるで夢を見るように瞳を開くルンデルハウス。

　五十鈴はその手を握ると、涙をぽろぽろとこぼす。ルンデルハウスに意識があるのかどうかはわからない。目を開けたのも、ただの肉体的な条件反射であるかもしれないのだ。

「ルディ……？」

「ミス・五十鈴……。ああ、みんな。そうか……。僕は、どうやら……死んじゃったらしいね」

　死亡した後でも、魂と魄の間の接続が切れるだけで、意識は残っている。〈冒険者〉にとっては、ゲーム画面がモノクロになって仲間の戦いの場面を見せられているところだ。〈大地人〉の場合はどうなのかはわからないが、ルンデルハウスは現在の状況を把握しているようだった。




　ルンデルハウスは小さく笑うと、まだ力の戻っていない声で、周囲に言葉をかける。

「みんな、いやだなぁ。……そんな顔をするなよ。戦いの結果、命を落とすなんて当然だろう？」

「──とう、ぜん」

　トウヤの言葉に、シロエは胸がズキリと痛むのを感じる。

　そう、ゲームにおいては冗談でもありえない、あまりにも重い「死」は──〈大地人〉にとっての「当然」なのだ。

「それでも僕は冒険者になりたかったんだ。ミス・五十鈴を責めるのはやめておくれよ？　頼み込んだのは僕なんだからさ」

「いえ、わたしだって気が付いていましたっ。気が付いていて、放置していたんですっ」

　ミノリが叫ぶように声を漏らす。その言葉で全員が悟った。今まで冷静に行動してきたミノリも、内面ではずいぶんと動揺していたことに、だ。

「はははっ。うん、ミス・ミノリ。ありがとう。……気にすることはない」

「いいや、気にするね」

　シロエは言葉を挟む。

　時間がないのだ。

　シロエは今自分が手を染めようとしていることがどれだけ恐ろしいことなのかに思いを馳せた。これは、もしかしたら大きな過ちかもしれない。世界の法を脅おびやかすような行為だともいえるだろう。

　たとえ成功したとしても、この一事の余波がこの世界にどんな影響を及ぼすかわからない。また、この「提案」が「世界」からどう受け取られるかだって、予想のしようがないのだ。

　しかし、悟ったような別れの言葉を口にする眼前の青年は、〝冒険者〟と名乗った。

　それはプレイヤーの異名ではない。この世界を旅し、まだ誰も見たことのない朝焼けを見つける、シロエの仲間の名だ。

　その名を名乗る以上、〈彼女〉から託された一族の末まつ裔えいでもある。

「いいや、気にするね。ルンデルハウス＝コード。この程度で諦めるやつが〝冒険者〟を名乗ってもらっては困る。それじゃ全然足りない。……こんな場末の路地裏で果てるためになにを学んだんだ。ダンジョンの中で見つけたのは、戦略や戦術じゃなく、生き抜く覚悟とそのためにはどんなことでも工夫するという不屈の精神じゃないのか？」

「シロエ兄ぃ」

「全然まったく覚悟が足りないぞ、ルンデルハウスっ」

「どうすればいいっていうんだっ！　キミはっ!!」

　ルンデルハウスの瞳の中には悔しさとやりきれなさが一杯にあふれていた。口先では仕方ないといいながらも、彼の心は納得しきれずに、潤み、流れはじめる。

　だからこそシロエは『魔法』の使用を決意する。
















「いいか、聞けっ」

〈鷲獅子グリフオン〉の背で書き上げた、字の乱れる書類をとりだして、シロエはルンデルハウスに突きつける。

「それは……」

「契約書、ですか？」

　シロエがバックから取り出したのは確かに契約書だった。シロエが用いる最高の素材から作り出した〈妖精王の紙〉に〈刻竜瞳のインク〉で記した、この世界にたったひとつしかない手製のアイテムだ。

「契約──〈記録の地平線ログ・ホライズン〉代表シロエは、ルンデルハウス＝コードと以下の契約を締結する。ひとつ。シロエはルンデルハウス＝コードを、この書面にサインが行なわれた日付時刻をもって、ギルド〈記録の地平線ログ・ホライズン〉へと迎え入れる。ひとつ。ルンデルハウス＝コードはギルド〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーとして、その地位と任務に相応しい態度をもってその任務に従事する。ひとつ、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉はルンデルハウスの任務遂行に必要なバックアップを、両者協議のもとできうる限り供与する。──これには〈冒険者〉の身分が含まれる。ひとつ、この契約は両者の合意と互いの尊敬によって結ばれるものであり、契約中、互いが得たものは、契約がたとえ失効したとしても保持される。以上、本契約成立の証として、本書を２通作成し、両者は記名のうえ、それぞれ１通を保管する」

　息をのむ音が聞こえる。

「〈冒険者〉──？」

「それは、シロエさん。それはっ」




〈エルダー・テイル〉のゲームには搭載されていない魔法の開発。

　シロエがその可能性に気がついたのは、かなり以前にさかのぼる。

　──つまり〈料理人〉が料理作成メニューを使わないで、普通の手順で料理をする。そうすれば素材の味を生かした料理になるのですにゃ。

　ススキノへの旅の帰り道、にゃん太はシロエにそういった。

　そしてそれは事実であることが証明された。

　だが、これはなにも〈料理人〉に留まる現象ではない。〈円卓会議〉において、シロエは周囲をそう説得したのだ。

　相応しい作成スキルの持ち主が、相応しい個人の能力を用いて、ゲームのアイテム作成メニューに頼らずになにかを作り出せば、この異世界には存在しないなにかを産み出せる。

　にゃん太の発見が真に意味するのは、「それ」であったはずだ。

　その発見から２ヶ月。シロエはシロエの思い描くものを研究し、実験し続けていた。〈円卓会議〉設立騒動の時の「隠し球」として用意された案ではあるが、その後の研究によりさらに情報は蓄積され、進化している。

　そしてリ＝ガンの語った〈魂魄理論スピリツト・セオリー〉によりインスピレーションが与えられたシロエの研究は、ここにひとつの果実を実らせようとしていた。

　ルンデルハウスは〈大地人〉だ。

　そして３分後には確実に、死ぬ。

〈大地人〉は復活できない。

　ゆえにルンデルハウスは消滅する。

　──ならば。

　答えは明白だ。「３分間の間に、ルンデルハウスを〈冒険者〉にする」。




　より簡単な契約書やさまざまな種類の書面であれば、〈筆写師〉が作り出せることは、実験で判明している。「クエスト依頼書」や「借用書」などの、魔法的な効果や拘束力をもったアイテムさえ、〈筆写師〉の十分なレベルと魔法的な素材を用いれば作り出すことができるのだ。

　しかし、そういった特殊な契約書の中でも、今回のものは最大級だ。

〈大地人〉をギルドに加入させ、その身分に〈冒険者〉を与えるという契約は、シロエから見ても詐欺同然の手口である。だが、だからこそ、その要求をかなえるために、90レベルの〈筆写師〉技能と、〈エルダー・テイル〉時代に集めた最高級の魔法素材を惜しげもなく消費したインクを用いたのだ。

　シロエはルンデルハウスの鼻先に、契約書をつきだした。

「僕のサインは入れてある。あとはキミだけだ」

「──け……ん……しゃ」

「君が望むなら」

　掠れたような呟きを漏らす、泥にまみれた〈妖術師ソーサラー〉の青年にシロエは声を掛ける。

「これはリスクのある契約だ。キミはこの契約によってなんらかの変質を受け、今までとはまったく違った存在になってしまうだろう。〈冒ぼ険く者ら〉はこの世界ではまだ新顔で、今後どのような騒動に巻き込まれるかもわからない。おそらく君が思っているほどの栄誉は〈冒険者ぼくたち〉にはない」

「僕がなりたいのは……」

　ステータスに「死亡」のフラグを明滅させたまま、見るみるうちに失われてゆくＨＰを一瞥もせずにルンデルハウスは言葉を返す。

「〝冒険者〟だ。困ってる人を助けられれば、細かいことは気にしない。……僕は、栄誉がほしいわけじゃない。……ひとりのっ……〝冒険者〟だ」

　差しだしたペンを震える手で摑んだルンデルハウスは、そのペンを取り落としてしまう。〈黄泉返りの冥香〉の効力は切れかけている。おそらく今のルンデルハウスは、魂と魄の接続が未だに不十分なのだ。

「ルディ……。大丈夫」

　その手を五十鈴が支える。

「ルディと一緒に、わたしも書くから」

　後ろから抱きかかえるようにルンデルハウスを支えた五十鈴が、それを手伝うトウヤが、回復呪文を詠唱し続けるミノリとセララが、ルンデルハウスの署名を見守る。

　震える指先は仲間の励ましで温められ、魔法のインクはルンデルハウスの名前をかたどった。燃え上がった署名の輝きは黄金色の光となり、シロエの技はこの異世界に承認されて新しいルールとなる。




「一度死ぬんだ。ルンデルハウス。……君は大神殿で復活する」

　どこかでなにか大きな歯車が動いた手応えを感じながら、シロエは語りかける。拡散する魄が粒子状に舞い上がり、アキバの街へと転送される夢幻のような光景の中で、シロエ以外のプレイヤーは、だれもが呆然とした表情でそれを見つめていた。




　のちに〝東の外げ記き〟という新しいふたつ名をシロエが得る、その原因となる魔法の開発だった。




　　▼４




　戦いは再び闇の中で行なわれていた。

　ザントリーフ中央丘陵、その中心部。

　前回と同様、戦いはとある渓谷で行なわれている。前回との違いは、その舞台となる渓谷の広さと、衝突の規模だろうか。なぜ渓谷が戦いの舞台に選ばれるのかと高山三佐に問えば、「大部隊が集まるにはそれなりに開けた場所が必要ですし、木々が生えた山中では、部隊配置はともかく本陣はおけませんからね」という答えが返ってきた。

　そう考えれば、レイネシアにも納得ができる。

　亜人間とはいえ〈緑小鬼ゴブリン〉も最低限の知能はある。軍事行動をすれば、自ずと一定のセオリーに従わざるを得ないのは、理の当然だろう。

　そして、戦いの部隊が渓谷ともなれば、当然その渓谷を見下ろす尾根はいくつも存在する。

　今回高山三佐ら観測班が選び出したのも、そんな尾根のひとつだった。前回とは違い、今日は観測用のテーブルなどが最小限しか用意されていない。移動の必要性が読めないせいでもあるし、レイネシアが固辞したせいでもある。どこかほっとしたような高山三佐の態度から、レイネシアとしては前回はやはり気を遣われていたのだろうな、と推測した。

　だが、それらすべては些末なことである。

　レイネシアの興味は、もう谷底で行なわれている一戦に集中していた。それは高山三佐らも一緒だったろう。

〈魔狂狼ダイアウルフ〉を無数に従えた部隊は、高山三佐の解説によれば〈緑小鬼ゴブリン〉の調教師テイマーであるらしい。野蛮な〈緑小鬼ゴブリン〉族は人間のような複雑な社会はもっていないが、原始的な職能分担や、階級は存在する。

〈緑小鬼ゴブリン〉のほとんどは軽戦士、もしくは投げ槍兵だが、一部の〈緑小鬼ゴブリン〉は特殊な職能をもつことがあるとのことだった。その代表格が調教師テイマーと祈禱師シヤーマンだ。〈緑小鬼の調教師ゴブリン・テイマー〉は〈フクロウ熊〉や〈翼鷲馬ヒポグリフ〉、〈魔狂狼ダイアウルフ〉等を飼育していることもある。

　眼下の渓谷に展開している部隊は、ここから見ただけで数百の〈魔狂狼ダイアウルフ〉を引き連れている。その様子はまるで意志をもった闇の大地が蠢く様にも似て、悪夢の光景だった。

「どうやら、あれは特殊飼育された一種の変異種のようですね」

　高山三佐は冷静に言葉を続ける。

「以前の大規レ模イ戦闘ドで交戦した経験があります。アンデッドの障気を浴びせて飼育した、毒の牙をもつダイアウルフです。これだけの数を集中運用するとなると、ゴブリン王配下についた部族に調教師を抱える一族があったということですが。……興味深いですね。〈エルダー・テイル〉にこんな詳細な裏設定があったとは」




「だ、大丈夫でしょうか……」

「心配するだけバカらしいですよ」

　高山三佐はあくまで突き放した態度だが、レイネシアはそこまで楽観はできない。渓谷に広がった〈緑小鬼ゴブリン〉の部隊はやはり数百を超えるように見え、その中心には〈緑小鬼の将軍ゴブリン・ジエネラル〉がいるはずだ。異国風の天幕や、巨大な車輪をつけた移動要塞がそれなのだろう。

　レイネシアだって、あんな妖怪騎士の心配をしているわけではないが、それにしたって彼の部下も騎士なのだ。この戦で死に……はしないのだろうが、大怪我を負ったり、非常な苦しみを受けるなら、それは心苦しいことだ。




　しかし、そんなレイネシアの心遣いとは関係なく、戦端はあっさりと切って降ろされた。

「四角い……。綺麗」

「方陣というんですよ。陣形です」

　高山三佐は手が空いたのか、レイネシアの隣に近寄ってきた。

　クラスティたち打撃大隊が組む、正方形に近い隊列を指し示して続ける。

「大規レ模イ戦闘ドの陣形では比較的ポピュラーですね。レイドの部隊編成は４の倍数を基本にしていますから、指揮面でも方陣は組みやすいのです。正方形には４つの辺がありますからね。方陣というのは、大まかには防御の陣形です。戦士職を中心とした近接攻撃可能な人材で前面を構成し、その後ろから遠距離攻撃職が主に魔法攻撃を行ないます。密集隊形ですから、敵に強力な範囲攻撃の使い手がいるときは下策ですが、獣の群れのような敵を相手にするときは、鉄壁の守備力を見せるでしょうね」

「それじゃぁ……」

　レイネシアの想像は当たっていた。

　強力な前線はダイアウルフの攻撃を易々とはじき返し、後列からは次々と弓矢や魔法が打ち出されるのだ。暗視用の軟膏でレイネシアの視界は夜闇のなかでも確保されているが、それさえも必要ないほどの火柱が戦場のあちこちで上がりはじめる。




「そろそろ動きますよ」

　高山三佐は戦場をまっすぐに指さす。

　その指先に導かれるように動き出したのは、方陣全体だった。台形のように多少その形を崩しながらも、四角い領域は、確実に相手の兵力を削りながら前進を開始する。

　防御的な陣形と高山三佐はいっていたが、それはまったく当てにならない評価だった。

　レイネシアははじめて見る大規模戦闘であったし、城の騎士による防衛戦も直接目にしたことはないので比べてみることもできないが、眼前の光景は到底「防御」という言葉にふさわしいものではなかった。

　あえていえば、四角い穴だ。

　クラスティ率いる大規模部隊レイド・アーミーは〈緑小鬼ゴブリン〉の大軍に開けられた漆黒の穴のようなもので、そこに触れるものは〈緑小鬼ゴブリン〉であろうとダイアウルフだろうと、なんの遅滞もなく「処理」されてしまう。狂気さえも感じさせるほどの潔癖さで、敵軍をなかったことにしてしまうのだ。

「さて、よく見ていてください」

　その時、方陣の中央部分から、巨大なかがり火のように、燃えさかる炎の鳥が４羽飛び立った。輝くオレンジと深紅の炎をまき散らす巨鳥は、明らかに召喚生物だ。しかし、レイネシアはそんな召喚生物を知らない。召喚生物というのは、レイネシアの知る限り握り拳から仔犬くらいの大きさのものであり、あのような猛々しい気品をもった生き物は見たことがなかったのだ。

「86レベルで契約できる〈不死鳥フエニツクス〉ですね。炎の属性をもつ上位精霊であり、召喚術師の中でもそこそこ難度の高いクエストをクリアした資格者が契約できる優美な聖獣です。……どうしたんですか？」

　どうしたもこうしたもあるだろうか？

　あのイキモノは、あろうことか燃えているではないか。

（な、なっ。なんて存在を喚ぶんですか、〈冒険者〉の方々はっ。反則もいいところではないですかっ!?）

　レイネシアはこの期ごに及んでやっとわかってきたのである。

　クラスティの態度はけっして虚勢ではなく、あれが自然体なのだ。

　高山三佐が「心配するだけバカらしい」といったのも当然だ。

　確かに戦場ではなにが起きるかわからない。しかし、そのなにが起きるかわからない戦場に「好きこのんで」立つ男も、世界にはいるのだった。その種の男は余人には到達し得ない、圧倒的な経験量でもって戦場を支配する。

　率いられるのは、同じく圧倒的な研鑽を積んだ〈冒険者〉だ。騎士の常識など持ち出すべきではなかった。レイネシアは心底思い知る。

〈冒険者〉は自分の埒らち外がいの存在だと。




　爆音とともに砕け散るのは、〈緑小鬼の将軍ゴブリン・ジエネラル〉の巨大武装車だった。粉々になった戦車からは重武装の近衛兵や、巨大な体軀をもった厳いかめしい〈緑小鬼ゴブリン〉が飛び出してくるが、それに対してクラスティの軍はさらに迫る。

　レイネシアの耳は聞こえないはずの声を捉える。

　──それでは食い散らかしてやるとしましょう。

　落ち着きをはらった、しかし唇に蜜を乗せたような愉悦を伴って囁かれるその声は、確かにクラスティのものだ。

　念話能力のないレイネシアが、この距離を隔ててクラスティの言葉を捉えることなどできるはずもない。しかし彼女は確かにその声を聞いたのだ。

　振り下ろしたクラスティの巨大な両刃斧が敵を指し示すと、方陣から伸びる漆黒の槍のように、攻撃部隊が飛び出した。双剣を構えた戦士の一団が、〈緑小鬼ゴブリン〉の群れをまるで薄布のように易々と切り裂いてゆく。

〈緑小鬼の将軍ゴブリン・ジエネラル〉が装飾過多な槍を振り回して怒鳴り立てているようだが、それも、月を隠すように立ちはだかったクラスティの影が彼を飲み込むまでのことだった。




「メインディッシュはお終いです。……あとは参謀本部の包囲網におまかせするとしましょう」

　ぱたんと軽い音を立ててレポートを閉じた高山三佐の声は、わかりきった報告をするかのように冷静だった。
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　合流は夜明け前となった。

〈水棲緑鬼サフアギン〉の抵抗は予想以上に強く、〈オキュペテー〉からの上陸は時間がかかってしまったのだ。〈オキュペテー〉は実験艦としてさまざまな機能をもたせてはあるが、やはり基本的には輸送船である。

　軍用の強襲揚陸艇ではない。

　水中活動を自由に行なうモンスターが相手では、制圧能力に不安が残り、大胆な作戦が執りづらかったのも事実だ。

　しかし夜半になると、直継とにゃん太が召喚した〈鷲獅子グリフオン〉による少人数の空中移動により、チョウシの町側にも戦力が補充されはじめる。両岸に〈召サ喚モ術ナ師ー〉が揃えば、一定範囲から〈水棲緑鬼サフアギン〉を駆逐するのは時間の問題だった。

「やぁ、シロ坊がきてくれるとは思わなかったっ」

　大きく笑うのはマリエールだ。

　いつの間に現れたのか、日が沈むのと同時に町中から歩いてきたシロエは限られた人員を再配置して、町の北側の畑にも防御ラインを構築しはじめた。




　シロエは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉主宰である。

　つまり〈円卓会議〉に名を連ねる11ギルドリーダーのひとりだ。だが、その肩書きに比して、知名度は相当に低い。

　もちろん、〈円卓会議〉成立の顚末やその内情は、別に秘密でもなんでもない。それゆえ、事情通の〈冒険者〉の間でシロエの名前は売れている。しかしその顔は、クラスティやアイザックのような大手ギルドのギルドリーダーや、広い交友範囲をもつマリエールに比べて知られていなかった。

　確かに話してみれば情に厚くて好青年だけど、はじめのうちはちょぉっと取っつきがたかったかなぁ……などとマリエールなどは思う。

（いい子なんやけどなっ！　顔がな！　目付きがな！　怖いからっ）

　マリエールはひとりそう結論して首をこくこくと振るが、「マリエールにかかっては大抵の〈冒険者〉はいい子ですもんね」とヘンリエッタにはいわれてしまうだろう。




　そんなわけで、その風貌が広く知られているわけではない（そしてマリエールからはいい子呼ばわりされる）シロエだが、彼が到着した衝撃はけっして小さくはなかった。

　いくら勇名でおとるとはいえ、シロエは今回の遠征軍の参謀なのだ。本部から直々の援軍となれば、当然のように士気は上がる。

　シロエは突然町中に現れたが、それはほぼ時を同じくして現れた〈オキュペテー〉部隊を率いてやってきたような印象を疲れ切った防衛部隊に与えたのだった。

　マリエールもその効果を最大限利用した。

　声を振り絞って防衛部隊を鼓舞したのだ。

〈水棲緑鬼サフアギン〉の物量作戦に疲弊していた防衛部隊は、援軍到着の報とマリエールの声援でいっきに戦意を取り戻した。〈オキュペテー〉から召喚された精霊や召喚動物が超遠距離支援を行なう中を、新人プレイヤーに至るまでが三面六臂の活躍で〈水棲緑鬼サフアギン〉を駆逐してゆく。

　水辺に倒れた〈水棲緑鬼サフアギン〉の死体は、干潮の波にさらわれ、あるいは一定時間が経って霧散してゆくが、激しい戦闘はその中で夜半まで続いたのだった。




　戦闘がなんとか〈冒険者〉の勝利で終わった夜半。

　へとへとに疲れた、夏季合宿参加の〈冒険者〉たちは、ザントリーフ大河と浜辺の中間にある港付近で、思い思いの格好で潰れていた。

　町の防衛や見張りは、まだ体力に余裕がある新着部隊に交代してもらっている。この広場に集まっているのは、〈緑小鬼ゴブリン〉からの防衛戦、〈水棲緑鬼サフアギン〉からの防衛戦をフルタイムで戦い抜いた夏季合宿のメンバーだけだ。

　本来であれば、もうちょっと示しがつくような態度をとるべきなのかもしれないな、なんて考えながら、そのマリエールさえもマントを広げて突っ伏していた。

（はぁぁ……。なんとかなったぁ……）

　大規模戦闘や攻防戦など一度の経験もない〈三日月同盟〉である。マリエールも、こんなにも複雑な戦線の指揮を執った覚えはない。

　まったくのド素人といってもよいところなのだ。今回の防御作戦が成功したのだとすれば、それはひとえに新人冒険者たちのモチベーションの高さと、直継をはじめとするベテランプレイヤーたちのサポートあったればこそだと、マリエールは考える。

「大丈夫かぁ、マリエさん？」

　思いもかけず近いところから声が降ってくる。

　それは今思いをはせていた当の本人、直継だった。

「ひょわっ!?」

　跳ね起きるマリエールの隣に、直継は腰を下ろす。いつの間にか着替えたのか、直継が今着けているのは、夏用の涼しげなチュニックシャツにゆったりとしたズボンだ。

「なんて声出すんだよ、マリエさん」

「うっわ、ずるくない？　直継やん。なんで着替えてるん!?」

「いや、だって……。鎧重いしよぉ。今晩は当直代わったんだし、いいじゃねぇか祭り」

　直継はマリエールの追求に視線を泳がせる。

　周囲を見渡してみれば、精根尽き果てていた仲間たちも、みなゾンビのようにのろのろした動きながらも身を起こして、なんとか着替えくらいはしようとしているようだ。

「ううう、うちもっ？」

「大丈夫なのか？」

「いや、あんまし大丈夫やないけど」

　マリエールはこめかみをおさえる。度重なる魔法の使用で、頭の奥が痺れたように重い。

〈施療神官クレリツク〉は回復呪文のエキスパートだ。固有の回復呪文以外にも、多種多様な形態の魔法を操り、防御能力と回復性能だけならば回復職中でも頭ひとつ抜けたバリエーションを誇る。

　今回の集団戦闘にあたり、マリエールはあえてパーティーを組まずに、単騎のリーダーとして戦闘地域を駆け回った。外部から回復呪文をかけて回る、いわゆる「辻ヒール」という作戦をとったのだ。

　その作戦はあながち間違っていたとは思わないが、想像以上にハードワークだった。１日でＭＰが10回以上空っぽになるなんて、マリエールにとってははじめての経験で、その結果が絞めつけるような頭痛だ。

「もうちょっと休憩してれば？」

「ううう～」

　正直にいえば、マリエールとしてもあまり動きたい気分ではない。

「お風呂満杯だろうし」

「お風呂あるんか？」

　風呂といえば、アキバの街にでさえ最近登場した先端施設だった。その最先端の施設がチョウシの町にあることに、マリエールはびっくりしたのである。

「そりゃあるよ。アキバの街に風呂がなかったのは、〈冒険者〉が作れる家具にお風呂がなかっただけでさ。正確にいえば、お風呂はあったけど、形だけのモデリングでお湯を作ったり溜めたりする機能がなかったっていう理由だけだろう？　〈エルダー・テイル〉の頃は俺たちお風呂に入る必要なんてなかったんだから。でも〈大地人〉は最初から風呂に入りたがるし、そのための施設もってるよ」

「そ、そうだったんかぁ!?」

　マリエールは頭を抱えてそのまま突っ伏す。

　それならばアキバの街でも、住んでいるわずかな〈大地人〉の家にいけばお風呂があったのではなかろうか？

　ギルドのキッチンで、夜中にこっそりお湯を沸かして、小さなタライで汗を流していたらヘンリエッタに見つかって、凄まじい騒ぎになりかけたことをマリエールは思い出す。あの時のヘンリエッタは怖かった。思い出すだけで表情がどんよりとしてしまうほどだ。

「でも、満杯なんだって。宿屋と町長の家の風呂には、俺たちが押しかけてるから。ちなみに宿屋の風呂は男子専用で、町長の家は女子だぜ」

「うへぇ。わかった。……うち、もうちょい涼んでいく」

「へいへい」

　あぐらを搔いて座り込んだ直継。

　草の上にマントを広げてへたり込んだマリエール。

　ふたりの上から、月の光が白々と降り積もる。

　頰を撫でる涼やかな風にマリエールは視線だけを直継に向ける。

　直継は、その白い月を見あげながら、手にもった大きな南国風の葉を、団扇うちわのように使ってマリエールを扇いでいるのだった。

（あ……）

　戦いの余熱で火照って騒いでいた血液が、やっと少しだけ落ち着きを取り戻したようにマリエールは感じる。なにもいわずに、ただ近くにいてくれる、このひょうきんな青年のおかげで、ざわめいていた気持ちが穏やかになっていく。

「なー。直継やん」

「なんだー」

　のんびりした直継の声が、戦いが終わったという実感をマリエールに届けてくれた。戦った。生き残った。そして、この町を、守りぬくことができた。戦闘の最中、敵の攻撃でアキバの大神殿に転送されてしまった〈冒険者〉はいるけれど、それもわずかな人数だ。

「うちら、よくやったよね？」

「もちろんだぜっ。俺たちは、この町を守りきったんだ」

　今の自分は、普段にもまして笑み崩れているだろうとマリエールは自覚する。きっと甘すぎて見ていられないような笑顔だろう。でも、それも気にならない。

　この月明かりの下で、今だけは頰を撫でる直継の心遣いに浸っていたかった。
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　どこからか遠い鐘の音が聞こえた。

　辺りは爽やかな香りとキラキラとした粒子状の光輝に満たされている。

　ルンデルハウスは、凝った彫刻の施されている大理石の寝台から上半身を起こした。

（ここは……）

　窓から見える外の風景は夜空だ。時間は夜らしい。

　しかしこの石造りの部屋のあちらこちらに置かれた観葉植物からは、不思議な輝きを放つ鱗粉のようなものが舞い上がり、部屋の中を明るく照らし出している。

（そうか、ここが……大神殿か）

　ルンデルハウスは納得する。噂には聞いていたが、中に入るのはもちろんはじめてだ。そもそも〈大地人〉は〈冒険者〉とは違って、大神殿での礼拝をおこなったりはしない。聖堂で祈禱を行なうことはあってもだ。

　大神殿は〈冒険者〉にまつわる特殊な施設のひとつであり、宗教施設というよりは魔法遺跡のようなものだ。ルンデルハウスも〈大地人〉の例に漏れず、このような施設を利用したことはない。

（とりあえず……。よし、動きそうだ）

　そのまま寝台に腰をかけて、身体を慎重に動かしてみた。

　右手、左手、両足、肩──。どこにも問題はないようだ。骨の芯に疲労が残ったように感じるが、それはおそらく転移復活の後遺症なのだろう。

　大神殿による復活は経験値を減少させると聞いたことがある。ルンデルハウスはステータス画面を開いて、その情報量にびっくりする。

〈冒険者〉用のステータス画面の詳細度は想像を超えていて、さまざまな能力値の修正値や装備による細かいボーナスまですべて表示されているし、ＭＰやＨＰのバーも０・１％刻みの詳細なものだ。

　そんな情報に目を奪われかけながらも、経験値の欄をみてみると、やはり相当に減っているようだ。仕方がない。転移復活だけではなく、それに先だって何度も蘇生魔法をうけたのだ。この経験値ロスは当然の代価だろう。

　死ななかったのだ。

　ルンデルハウスはそれだけで胸がいっぱいになる。

　別に〈冒険者〉の身分や立場に憧れていたわけではないが、その生き様には憧れていた。腐敗した貴族の３男坊として生を受けたルンデルハウスには、〈冒険者〉の自由さと民を救うその正義が、胸を突かれるほどに眩しかったのだ。

　ふと、視線を引かれて、ルンデルハウスはステータス画面のタブをめくる。そこで発見したのは〈冒険者〉という文字だった。




　名前：ルンデルハウス＝コード

　メイン職業：妖術師

　サブ職業：〈冒険者〉




　ルンデルハウスはしばしその文字を呆然と見つめる。

（そうか。ボクは確かにサブ職業をもってはいなかった。あの契約によって、新しいサブ職業に就いた。それが〈冒険者〉だとすれば……）

　あわててサブ職業の能力を確認するルンデルハウス。そこには確かに見慣れない、だが噂で聞き知ってはいる〈冒険者〉の能力が並んでいる。「神殿に帰還しての復活能力」、「念話能力」、「経験値取得補正」、「銀行貸金庫」、「詳細ステータス」。そのほかルンデルハウスが内容も知らないようなさまざまな特典が、ここでは能力として記載されていた。

（これは、盛りだくさんだなぁ。……これだけの力があれば）

　失われた時は戻らない。ルンデルハウスの過去は変わらない。けれど、これから先、無力を悔いながら明けない夜を過ごすことはなくなるのかもしれない。

　そしてなにより、正体を隠すことなくアキバの街で暮らすことができるのだ。今では誰よりも親しく感じる、今回の合宿で深い友情を結んだ仲間たちと。ルンデルハウスはもう一度故郷を作り出すことができるかもしれない。自分が自分でいることのできる居場所を、だ。

　ルンデルハウスは思い出す。

　堕落しきっていた貴族たちを併へい吞どんしていったひとりの〈冒険者〉を。

　ああなれればよいとも思い、ああはなりたくはないとも呪った相手だった。もう一度が許されるのならば、自分は冒険者になる。そして自分が願った奇跡の価値を計るのだと、ルンデルハウスは誓う。

　この小さな玄室は、その再出発の地点なのだ。生真面目な顔をした眼鏡の青年もまた〈冒険者〉だという。ルンデルハウスの友人であるミノリとトウヤが尊敬する、彼らのギルドのマスターだ。

（あのシロエという青年ならば、僕の知らない景色を知っているんだろうか……）

　ルンデルハウスが蘇生の感慨に浸っていると、遠くから高い足音が近づいてきた。




「ルディっ」

　祭壇の間の石扉が砕けんばかりに開けられて、五十鈴が入って来る。五十鈴は、怒ったような、困ったような複雑な表情で、戸口からルンデルハウスをにらみつける。

「やぁ、ミス・五十鈴。……えーっと、どうしたのかな？」

「ど、どうしたのか……じゃ……」

　五十鈴はつかつかと近づいてくると、思いっきり胸を反らした。

　低い寝台に腰かけたルンデルハウスよりその頭部は高いために、その体勢では見上げても、表情がわかりづらい。水っぽくすすり上げるような音がしたが、五十鈴の声は確実に怒っているようだった。

「あんな無理をして死んだらどうするつもりだったの。ルディのバカっ」

「バカとは失敬な。時には命を懸けてでも貫くべき義があるのだミス・五十鈴っ。〈冒険者〉の自由な魂をくびきに繫ぐことができないように、僕の戦いを止めることは、誰にもできないっ」

「わたしが〝待て〟っていったら、ちゃんと待つのっ!!」

「そんな理不尽な」

「待つのっ!!」

　五十鈴の声は高圧的で、さすがのルンデルハウスもかちんとしてしまう。

　だがしかし、なぜここに五十鈴がいるのかと考えたときに、彼は気がついた。

　五十鈴は、ルンデルハウスが〈大地人〉であることを察したただひとりの仲間だ。後から考えてみれば、ミノリも察してはいたようだが、ルンデルハウス自らに尋ね、追及し、そしてルンデルハウスの「冒険者になりたい」という願いに協力してくれたのは、五十鈴だけである。

　そして彼女が今、ここにいるということは、転移復活した彼を追いかけてアキバの街に〈帰還呪文〉を用いてまで追いかけてきてくれたということだ。

「すまん、その……。心配をかけたような気がする」

　その台詞をルンデルハウスがいった瞬間、涙が出るほど痛い一撃が、座ったままの彼の頭部に炸裂した。

　なんで殴られたのかはわからないが、ルンデルハウスも貴族の血を引き、この歳になるまで過ごしてきた。こういう状況の女性にはとことん下手に出て謝り倒すしかないことなどは重々わかっている。

「ごめん、悪かった。ミス・五十鈴」「す、すまない。もうあんなことはしないから」「とにかく理由を聞かせてくれないかっ」

　ひとつの言葉を喋る度に、２回から３回の打撃が加えられる。ルディの頭部は叩かれすぎて熱を発し、もはや意識がもうろうとするほどだった。

「わかった。ミス・五十鈴のいうことはちゃんと聞くっ」

「本当？」

「本当だ。神に誓う」

「ルディの子ども時代のことも話すんだからね」

「なんでそんな……。っ!?　わ、わかった。話す」

「あんな無茶をしてたら命がいくつあっても足りないよ？」

「反省する」

「じゃぁ、お手をしなさい」

（え……？）




　ルンデルハウスはその言葉に、五十鈴を見上げる。

　ふてくされたような怒ったような、そばかすの可愛らしい五十鈴の表情の中で、瞳だけがはにかんでそっと手を差しだしていた。

（そんな顔されたらかなわないじゃないか）

　ルンデルハウスは、応えるように自分の手をそっと重ねる。

　当然この世界にはない、異界の仕草だ。ルンデルハウスにしてみれば、騎士が淑女をエスコートする仕草を男女逆転したようにしか思えないし、それはそれでひどく気恥ずかしいものであった。

　後日、その仕草は、犬が主人に忠愛を示す作法なのだと五十鈴に聞いて激怒したが、その時は首筋にかぶりつかれて怒りを発揮するような状況でもなかったりする。

　どうやらルンデルハウスは、このそばかすの少女には逆らえない運命を背負っているようだった。




　　▼７




　アキバの街を挙げたはじめての遠征軍は、後に東の討伐軍と呼ばれ成功裏のうちに帰還した。これは同時期に行なわれた西ヤマトの『スザクモンの鬼祭り』事変が、西の討伐軍と呼ばれたことにも関係する。

　正確にいえば、遠征軍はゴブリン王を倒してはいない。その略奪軍をザントリーフ半島に封じ込め、殲せん滅めつしただけである。作戦全体は、クラスティら浸透打撃大隊が〈緑小鬼の将軍ゴブリン・ジエネラル〉を倒してから、約１週間で終了した。

　シロエやクラスティたちは、その間〈緑小鬼ゴブリン〉たちの本拠地、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉からの増援があるかと警戒を続けていたが、それはついに現れなかった。

　念のために監視を続けている〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉には、おそらく数千の軍が潜伏しているとみられている。これは〈緑小鬼ゴブリン〉略奪軍の５分の１程度の数であり、数だけに注目すれば大きな脅威ではない。

　しかし、兵力を数だけで語るのは、元の世界での戦力対比的な考え方だ。個人の戦闘能力が、それこそ一歩兵クラスから戦車相当まで、上下に広い分布をもつこの異世界において、人数や兵数というのは、戦力の絶対的な評価にはなり得ない。そのことは、今回のアキバ遠征軍が証明に成功してしまったともいえる。

〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉には未だゴブリン王が健在で、大型魔獣も数多く存在していると予想されている。今回の略奪軍には参加していなかった〈緑小鬼の祈禱師ゴブリン・シヤーマン〉も待ち構えているだろう。

　戦力数以上の脅威が、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉には残されていると見るべきだ。

　もっとも、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉を放置したのは、攻略が難しそうだという理由ではない。多少強敵が残っていようと、〈冒険者〉の実力をもってすれば討伐は時間の問題であると、〈円卓会議〉は考えていた。

　ゴブリン王の討伐を先送りにした理由のひとつは、〈自由都市同盟イースタル〉との条約締結を先にすませるべきであろうという判断が働いたことがあげられる。

　また、〈円卓会議〉の一部には別の思惑もあった。

〈円卓会議〉で報奨金を設定して、ヤマト東北地方の村落巡回および、はぐれ〈緑小鬼ゴブリン〉の討伐クエストを大量に発布したのである。

〈緑小鬼ゴブリン〉というモンスターは、今回のような軍勢規模ならばともかく、小隊レベルの数では、さほど強敵ではない。作戦を練っていたとはいえ、30レベルそこそこのミノリたちが互角に戦えたのがよい証拠だろう。

　そのため、これら討伐クエストは高レベルの〈冒険者〉よりも、駆け出しの、もしくは中堅レベルの〈冒険者〉に対する依頼であり、彼らには非常に喜ばれ、多くの〈冒険者〉はアキバの街を飛び出したのだ。彼らはヤマト東北部の森林や山野を駆け巡ることになり、〈大地人〉に〈冒険者〉の復活を印象づけた。

　こうして城塞外部の少数兵力を削ることにより、〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉はますます防備を固めることとなる。もし仮にゴブリン王だけを先んじて倒してしまったとすれば、〈緑小鬼ゴブリン〉族は統制を失ってしまうだろう。

　統治者を失った〈緑小鬼ゴブリン〉族は拡散し、突発的な騒ぎを起こすかもしれないというのが、シロエが〈円卓会議〉を説得した要旨である。つまり、この封じ込めは来るべき〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉攻略戦のための布石であった。

　シロエ本人としては状況がそのようになったから利用したまで、ということになるのだが、周囲からは黒い黒い、といわれて憮然とした気持ちを味わっている。軍略のことで白も黒もあるものか、というのがシロエの言い分なのだが、その自己評価は見落としている点が多々あった。

　シロエ本人は知らなかったが、アキバの街の一般的冒険者から、シロエは今回のレイネシア姫従軍の主犯格だとみなされている。つまり、何も知らぬ深窓の美姫を言葉巧みに丸め込み、戦場へと送り出した謀略の男という評価だ。レイネシアが汚れのない美貌で同情の入り交じった好意を集めるにつれ、シロエの人格評価は下降していく構造になっていた。

　そんなことも知らずに「最近風当たりが厳しいかな？」と気にするシロエに、「シロエ様の黒さはまだまだこんなところで留まるものではありませんわ！」とヘンリエッタは激励していたりする。シロエ自身、それはそれでまた微妙な気分になったりもしたものだった。




　こうして稼ぎ出された猶予期間に、〈円卓会議〉は〈自由都市同盟イースタル〉との間に基本条約、相互通行通商条約、平和条約と３種の条約を締結した。

　ザントリーフでの包囲戦から１ヶ月。

　今、マイハマでは条約締結を祝う祭典が開かれていた。

　マイハマの都、その煌きらびやかで美しい街並みには、ヤマト北東部から多くの貴族たちが集まっている。領主会議は一旦閉会し、それぞれの領地に戻っていた貴族たちは、とんぼ返りのようにマイハマの都へと集ったのだ。もちろん、領主会議とは違い参加は義務ではないため、２、３の欠けた顔もあったが、多くの貴族領主や商人たちが列席していた。

　アキバの街は今現在、未み曾ぞ有うの経済発展の時期にある。

　条約締結を祝う大祝宴は、〈冒険者〉の知己を得る数少ない機会なのだ。領主たちにとっては自分たちの領地の特産品を売り込んだり、優先的な契約を結ぶための大きなチャンスだり、他の領主たちに負けてなるものかという彼らのモチベーションは、お祭の熱気と相まって熾烈な交渉合戦を巻き起こしている。




　しかし、それは一方でアキバの街に存在するさまざまなギルドにとっても同じこと。生産系ギルド、商業系ギルドにかかわらず、護衛や輸送を考えれば戦闘系ギルドでさえ、さまざまなビジネスチャンスを獲得するために、この祝宴を楽しみにしていたのだ。

　とにかくありとあらゆる物資が不足して、目が回りそうになっているのが現在のヤマトの姿である。

　マイハマの城下町では、すべての宿屋が満室となり、多くの民家が臨時の民宿となっている。そちらでの商談は、中小の商業ギルドや護衛を引き受ける小規模のギルドがメインである。この機会にひと稼ぎしてやろうとアキバの街から、ありったけの食材や剣や鎧、とにかく売り払えるものすべてをもって駆けつけてきた行商人を合わせて、マイハマの人口は倍にふくれあがったようであった。

　王宮では貴賓室や客室だけではなく、騎士宮までも開放して来賓を迎え入れている有様だ。そちらでは領主たちが大手ギルドとなんとか専属的な契約を締結しようと交渉に四苦八苦している。

　もちろん〈エルダー・テイル〉のプレイヤーの多くは、地球でいえば老ろう獪がいというにはほど遠い年齢でしかなく、交渉においては貴族たちにアドバンテージがあった。しかし一方貴族たちは〈大地人〉であり、〈冒険者〉の要望や機微などを把握できてはいないため、混乱をきたすこともしばしばである。

　お互い不慣れな相手と交渉していることはわかっているために、「今回はこの程度でまず成功だろう」と早めの妥協をすることになり、結果、多くの交渉はよい雰囲気の中で終わったのだった。

　それはまさに１００年に１度という規模のお祭であった。

　ふくれあがった人口を相手にするあらゆる食堂や物売り、飲食店の〈大地人〉たちは顔を真っ赤にして働き、冒険者たちも寝る間を惜しんでアイテムを作成し、あるいは販売にいそしんだ。誰も彼もがこのお祝いで多少の儲けを得ることができ、今日の儲けに乾杯しようとちょっとしたご馳走やらいつもよりよい服やらを求めるために、消費も需要もうなぎ登りであった。

　宮廷の方では臨時雇いも含めた使用人が忙しく飛び回り、あらゆる準備を完璧に遂行しようとする家令の指示に従っていたが、このような騒ぎの中では当然のことながら、完璧な接待などというものはあり得ず、生真面目な担当者は卒倒しそうになっていた。

　しかし、その意味では〈冒険者〉はなにかとあつかいやすい人種であったことも事実である。大半の〈冒険者〉は自分のことは自分でやるという信条の持ち主であったし、食事の際に給仕をしてもらうという単純なことにさえ、居心地の悪さを覚える遠慮深い性格のものが多かった。

　もし〈冒険者〉のすべてが、食事も着替えも入浴も、最低３人の従僕か侍女がいなければ行なえないなど、貴族のようなことをいいだしたならば、〈自由都市同盟〉随一の規模を誇るマイハマ宮廷もお手上げだっただろう。

　だが〈冒険者〉は貴族からしてみればびっくりするくらいに質素で、華美な生活様式とは無縁のようであった。それをみた聡い貴族ほど、少なくとも交渉の間は、自身の生活様式を簡素にしようと合わせる。結果、贅沢好きで我が儘な貴族たちも、今この祭の間だけは比較的聞き分けがよくなり、マイハマの宮殿につとめる従者や女官たちは、ほっと胸をなで下ろすのであった。




　そして今まさに、王族から街の人々、出稼ぎや職人、農民に至るまでを巻き込んだ条約締結の祭典は、最高潮を迎えようとしている。

　マイハマの中心、「灰姫城キヤツスル・シンデレラ」の大広間では、楽団の奏かなでる厳おごそかな調べに乗って大舞踏会が開かれようとしているのだ。

　この大広間は〈エターナルアイスの古宮廷〉のそれよりも広く、無数の蠟燭の煌めきや召喚術の明かりに照らされていた。貴族や街の主立った商人たち、さらには〈冒険者〉を招待して開かれた舞踏会には、２００名を超える参加者が集っている。

　期待に震える参加者に、主催者であるコーウェン公爵セルジアッドが開幕を告げると、音楽は一段と音を高く澄ませて踊り手たちを迎え入れた。

〈冒険者〉がいるという普段ではないようなシチュエーションに、若手の騎士も姫君たちも萎縮をしていたが、その中で進み出た最初のペアはクラスティとレイネシアだった。

〈緑小鬼ゴブリン〉の脅威から〈自由都市同盟〉を救ったアキバの街の若き英雄クラスティと、〈自由都市同盟〉を代表する都市マイハマのコーウェン公爵家の孫娘の組み合わせは、その名前だけでも十分に人々の好奇心を捉える。その上今回の遠征は、レイネシア姫が単身アキバの街に乗り込んで懇願し、彼女の真心に打たれた〈冒険者〉たちが義俠心から力を貸したという英えい雄ゆう譚たんのような逸話に彩られているのだ。

　クラスティはあの〈緑小鬼ゴブリン〉族の将軍と１対１の決闘を行ない破ったと噂されるほどの騎士であったが、その評判に反して物静かで理知的な風貌をした青年であった。眼鏡をかけた横顔は冷静で取り乱したところがひとつもない。背丈だけはその職業に相応しくずいぶん高かったが、巨漢の騎士という言葉にある鈍重なイメージはまったく見られなかった。礼服を洗練した着こなしで纏まとうクラスティは、まさに貴公子といった様子である。

　一方、レイネシアはといえば、これは〈自由都市同盟イースタル〉でももっとも美しいといわれる少女姫である。今日の彼女は比較的おとなしめのドレスを着ていた。繻しゆ子すの布地は淡いブルーからすみれ色のグラデーションで、そこには銀糸を使った細かい刺繡が施されている。

　肩をすっかり覆う膨らんだシルエットは保守的だが、胸元と背中は殿方の視線を十分釘付けにするだけのカットを見せて、彼女の白鳥のようなほっそりとした首筋の優美さを際だたせていた。




　フロアの中央に進み出たふたりに、周囲からはため息とも賞賛ともとれる呟きが漏れる。それは確かに非常に見栄えのする、絵のような光景だった。

「主君はいかないのか？」

　その広間を見下ろす暗い２階席でひとり、黒薔薇茶で喉を湿らせていたシロエは隣に視線をやった。

　そこには、ヘンリエッタに着せられたのだろう、〈エターナルアイスの古宮廷〉で見た、あの可憐な衣装に身を包んだアカツキがいる。

　真珠色のドレスは前回と同じものだったが、今日はその上に透けるような青紫色のショールを合わせていた。淡い色合いの重なり合うドレスに、アカツキの絹糸のような黒髪はこの上なく映えている。

「僕は今回はパス。今日の主役はクラスティさんだよ。僕がいっても、なかなか場がもたないし……。疲れるしね」

　シロエがそういうと、アカツキは無言で近づいてきて、シロエの隣に座る。

　この露台バルコニーには、小さなテーブルと幾つかの椅子があり、人の気配は薄い。本来は、高位の貴族が休憩などに使うものであろうが、今日は冒険者も参加する祭のような舞踏会であるから、宮廷の使用人もこちらにまで手が回らないのだろう。

　高い位置から見下ろすと、広間の様子がよくわかる。

　揃いの衣装を着けて演奏に集中する楽団。片隅に陣取って、じっくりと楽しむ構えを見せる豪商や老貴族たち。どこかおっかなびっくりに見える〈冒険者〉。悠々たる態度で、騎士や商人と会話を繰り広げる度胸のある〈大地人〉。

　実にさまざまな人間模様が繰り広げられる中、広間中央に辿り着いたクラスティとレイネシアは、咲き乱れる花のようなあでやかさでステップを開始する。

「……」

　熱心に見つめているアカツキがシロエを振り返って、ふたりの視線が絡む。アカツキはなにかをいおうと口を開くかに見えたが、諦めたかのようにまた唇を引き結んだ。その表情が途方にくれているように見えてシロエはとても優しい気持ちになる。

「なんで笑うのだ。主君」

「笑ってないよ」

「いいや、笑った」

　そんなことはないと続けるシロエに、アカツキはしつこく食い下がる。が、ふと語気を和らげて謝罪するのだった。

「わたしはあまり役に立たなかった。戦闘以外では、主君の足を引っ張ってばかりいるように思う」

「そんなことはないよ、アカツキ」

　シロエはアカツキの言葉にびっくりしてしまう。領主会議に呼び出されてから１ヶ月に及ぶ今回の事件の間、アカツキはずっとシロエに付き従い、陰になり日向になり、情報収集と護衛の任務を引き受けてくれていた。たったふたりで、あのリ＝ガンの書斎まで出向き、この世界の謎の一端にもふれることができたのではないか。

　そう告げるが、アカツキはやはり浮かない表情だ。

（感謝してる気持ちって、なかなか伝わらないんだな）

　シロエは自分の居場所を作ろうとして、それを守ろうとしただけなのに、この無口な少女は、そのシロエの願いをずっと支えてくれた。今さらそれに気がついたシロエは、ほとんど考えもなしに腰を浮かせる。




「踊ろうか？」

「え？」

　シロエは立ち上がり、びっくりした表情で椅子から見上げてくる小柄な少女に片手を差し出す。折しも、階下の大広間からは盛大な拍手と２曲目の前奏が聞こえはじめた。

　輝きに照らされた広間の明かりが、この薄暗い２階席を足下から照らしている。

「主君。わたしはその……踊りとかは」

「練習してたでしょ？」

　シロエはそのアカツキの手を引いて、立ち上がらせる。

　あの古宮廷の夜の中庭で、足捌きの訓練をしていたアカツキが思い出される。あの複雑で、武道らしからぬ足運びは、シロエがヘンリエッタに教えられたダンスのステップそのものだった。

　本当は同年配のくせに少女じみた無口な仲間は、あの涼しげな夜の空気の中で、密かにダンスの練習をしていたのだ。何度も何度も。身体に染みこむほどに繰り返した動きは、妥協を知らないアカツキの性格そのままであった。

　そのことを知っているのは、この世界でもシロエだけである。

「主君。……笑うな」

「こっちだって素人なんだ。笑ったりしないよ」

　薄暗く狭い２階席のバルコニーで、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のふたりは、流れてきた円ワ舞ル曲ツに合わせてたどたどしいステップを踏みはじめる。

　それはお互いに遠慮をしながらの、拙つたないダンスだった。




　　▼８




　その同じ円舞曲を、おびただしい輝きに包まれて踊るふたりはレイネシアとクラスティである。

　レイネシアから見れば、クラスティは巨大な虎だ。

　目の前に巨大な壁のようにそびえるクラスティは、アキバの遠征軍を率いた将軍という肩書きのイメージを裏切るような、端正で華麗なステップを踏みエスコートしてくれている。

　宮廷の評判は優しげな美青年ということに落ち着いたようだが（レイネシアはこれを侍女からの噂で仕入れたのだ）、あの戦場での姿を知っているレイネシアとしては「あなたたちの目は墨で書いたばってん印です」といいたい。

（虎です。この人は妖怪虎人間なんですっ）

　騎士にしてはスマートな方ですよね……などというコメントもあるが、それは背丈があるために遠目に見れば比較的細く見える、ということにすぎない。こうして側近くで腰の後ろなどを支えられてみれば、腕の太さから胸板の厚さまで、まるで自分とは別の人間──というか生物に感じられて仕方がない。

「どうしました？　姫」

「なんでもありませんわ。クラスティ様」

　周囲にいる貴族や冒険者たちからは笑顔に見える表情を取り繕いながらも、レイネシアは不機嫌な声で囁き返す。

　クラスティの声も潜められているし、管弦楽とざわめきで満たされたこの大広間において、ふたりの囁きは周囲に漏れることはないだろう。

　唇の動きからふたりがなにか囁き合いながら踊っていることに気がつく人間はいるかもしれないが、その表情からもシチュエーションからも、友好的な内容だと判断されるはずである。

　恋のロうマわンさス話に飢えている宮廷侍女にかかれば、こうしたふたりの会話は、あっという間に架空の睦言へと早変わりしてしまうことを、レイネシアは理解している。事実そのような話は、彼女の耳にも飛び込んできているのだ。

「──腹立たしいです」

「どうしました？」

　一番腹立たしいのは、そういった噂をまったく否定しないクラスティの態度であった。それは否定されれば否定されたで、その余裕ぶった態度を苛立たしく感じるのかもしれないが、かといって余裕を見せつけられるのも我慢ができない。

「なんでもありません」

「ごきげんを損ねてしまいましたね」

　そんな台詞に、そうさせたのは貴方です、と内心で呟いたレイネシアだが、次の瞬間には「まぁ、確かにそうさせたのはわたしですけどね」などと返されて言葉を失う。

（まったく。頭の中の考えに返事されるなんてっ！　そもそも悪いだなんて思っていない口調ではないですかっ）

　レイネシアは将来を考えて嘆息する。

　彼女の祖父は今回の件にたいしていたって冷淡だったのだ。〈自由都市同盟イースタル〉と〈円卓会議〉が条約を結んだのは、互いに平等な関係性をもってしてのことである。これについて、両者は貸し借りの関係にはない。

　一方、〈緑小鬼ゴブリン〉に蹂躙されかけた東ヤマトの窮地に、〈冒険者〉に援助を求めたのはレイネシア個人である。この行動において〈自由都市同盟イースタル〉は最大限の感謝と敬意を感じるが、〈冒険者〉に対する借りだとは思わない。

　祖父はレイネシアにそうはっきりと告げた。

（ようするに、〈冒険者〉様たちへの借りは、わたしひとりで返せということですね……）

　今回の祭やそれに続く祭典では〈冒険者〉は賓客としてのあつかいを受けるが、戦費の支払いなどについては応じないという考えだ。レイネシアはそれはそれで、青ざめてしまう。

　アキバの街の演説ではああいったが、多少の資金提供や礼金くらいは〈自由都市同盟〉のほうでしてくれると思っていたのだ。これでは、今回の遠征で怪我をした〈冒険者〉への見舞いひとつできない。

　そんな憂鬱な事情を思い出しながらではあったが、長い訓練のたまものか、レイネシアの身体はなかば自動的に優美なステップを刻み続ける。

　右へ１歩。さらに右へ２歩。

　４分の１ターン。左へステップ。手を掲げてクラスティの指先にそっとふれる。

　よどみない流れのようなフルート。甘く切ないヴァイオリンにとろけたような陶酔を乗せ、クラスティとレイネシアは舞う。

「そんなにいやですか？」

「そうではありませんが……」

　そんな祖父とコーウェン家の妥協した案が、レイネシアの大使就任というラインであった。本来領主たちの貴族文化において、淑女というのは象徴的存在である。その美しさが政治に利用されることはあれど、本人に政治的な才能や実務能力が期待されることはあり得ない。

　だが、祖父によれば「レイネシアはその保護の囲みを自分から進んで乗り越えた」訳だから、以降そのような気遣いは無用である、とのことである。そこで言い渡されたのが、アキバの街に設けられる大使館責任者の地位である。今後レイネシアは、アキバに建てられた別邸と、マイハマの「灰姫城キヤツスル・シンデレラ」を往復しつつ暮らせ、ということらしい。

　──借りを作ったのはお前なのだから、お前が側近くにいて、〈冒険者〉の皆さんには折にふれて頭を下げ続けるのが礼儀というものだろう？

　祖父セルジアッド公は厳めしい顔でそういったが、その瞳は笑っていた。あのような表情は珍しいが、きっとレイネシアに対してよい気味だ、と思っているのだろう。

　そう考えると、いささか以上にへこんだ気持ちになった。

「３食昼寝付きですよ」

「へ？」

「３食昼寝付きです」

　クラスティは、嫌そうな、諦めたような口調で呟く。

「ですから、アキバの街の大使でしょう？　もちろんこれからアキバの街は発展しそうですし、領主たちも出張機関というか、交渉拠点をもちたいのでしょう。それに先駆けてマイハマがアキバに別邸を置くのはわかります。その効果は、それなりにあるでしょうね……しかしまぁ、わたしたちは〈冒険者〉ですから。貴族ほど貴族の貴族的日常に興味はありません。お茶会や夜会などもずいぶんと少ないでしょう。姫がやってくるのはそんな街ですから、３食昼寝付きの引きこもりライフ満喫だろうかと思いますよ」

　クラスティの突然の提示にレイネシアの胸は希望に満たされる。

　もしかしたら、これは歓迎すべき事態なのではなかろうか？

　考えてみれば親元を離れるというのは監視の目を逃れるということでもある。これならば長年の夢であった「風呂にも入らないで怠惰に３日過ごす」などという計画も実施できそうだ。

「まぁ、３日くらいなら許容範囲ですけどね」

　またもや心を読んだクラスティの発言に、レイネシアの頰は瞬時に真っ赤に染まる。このいけ好かない妖怪人間は本当に始末に負えない。腹立ち紛れに強く握りしめた手は、クラスティにとって小鳥が止まったほどのダメージもないのだろう。

　その様子は、何も知らない周囲の目には、伝説的な武名を誇る若い騎士が、美しい姫をエスコートし、ふたりの間にある淡い恋心が愁いに満ちた姫の頰を紅潮させているように見えたかもしれない。

　しかし、周囲の噂と、現実というものは、えてして一致しないものである。仮に、一致するとしてもそれは結果論で、細かいディテールなどは当事者以外にわかるものではないのだ。

「これでやっと自堕落な生活に戻れます。ね？　クラスティ様」

「さぁ、それはどうだか。姫はなかなかに自爆体質みたいですからね」

　噂になっているふたりは、囁き声で反目し合いながら、企みを巡らせながら、仇敵のように、あるいは共犯者のように、今はただ平和を寿ことほぐ舞踏会の音楽に乗って、優雅なステップで踊り続けるのだった。





〈ログ・ホライズン４　ゲームの終わり（下）　了〉





















































































































［あとがき］




　先月ぶりのこんにちはです。橙乃ままれです。

　今回は『ログ・ホライズン４　ゲームの終わり（下）』をお買いあげくださってありがとうございます。先月発売の『ログ・ホライズン３　ゲームの終わり（上）』の後編ということになります。先月やったいろんなことのオチはこの一冊で！　上巻同様、盛りだくさんで作られておりますよ。




　恒例によれば『ログホラ』あとがきは、ここから橙乃の妹話になってグダグダとだべるという趣旨なのですが（今明かされた！）今回はご報告っぽく。

　実をいうと、身内バレしてしまったのです。

『まおゆう』以降８ヶ月、本が出たことはスルーで生活してきたわけですが、ここにいたって親戚一同にバレてしまいました。

「ん、岩波あたりから出したのか？」とか伯父にいわれて七転八倒気味に。いや、ないです。そういう学術とか論文とかじゃないんです。もっとライトな読み物なのです。ライトっていっても照らすわけじゃなく正しいわけでもなく。いえ、飛びませんよ？　うちは兄妹で兄弟じゃないですし。

　なんというか、軽いです、軽いというより軽～いくらいのニュアンスです。バターというよりもマーガリンです。植物性の低カロリー。

　内容についてはそっとしておいていただきたい。いえ、けっして恥ずかしい内容ではないのですが──と防戦一方の橙乃であります。

　それというのも親族会議の席上で中学生の甥っ子から思わぬ直接指摘でスタートだからです。いわゆるツイッターばれですよ。あれだけ地元情報をしゃべっていたので当然ですが。聖フランシスコ幼稚園のＯＢとして、無口になる教育を施そうかとも想いましたが、ありがたい読者様でもあるので板挟みになる橙乃。

　そんな橙乃に襲いかかる親族一同による公開質問会。

「どんな本書いてるの？」

「それは書店で売ってるものなの？」

「騙されてるんじゃないだろうなぁ」

「ご近所に配ったほうがいいかしら」

「アイス買ってきて」

　ひきこもりになんという虐待。

　別に悪いことをしていたわけじゃないのに、なんでこんなに畏かしこまって親族の説教を聞いているかともうしますと、それは秘密にしてたからであります。でもべつに、内緒にしてたわけじゃなくて……き、き、聞かれなかったからいわなかっただけなんだからねっ!?　などと意味もなくツンデレってみたりして混乱しまくりでした。




　びっくりしたのは橙乃（妹）です。

　なんと、妹はぺろりと「わたし知ってたよ」というのです。

　なんでですか、妹。そんならこっちにいえよ、妹。

　どうやら話を聞いてみると、献本の宅配便で気がついたみたいなのです。てっきり気がついてないとばかり思ってたんだけどなぁ。

　さて、そんな橙乃（妹）さんですが。

「童貞の主人公がおっぱいの大きな女の人といちゃいちゃする話だよ」などという援護射撃を頂戴して本当にありがとうございました。おかげで親族会議は公開質問から公開処刑にミラクル大改装です。匠たくみのリフォームに橙乃感かん涙るい。

　個人的には叔父の「もしかしてお前まだ……」という台詞が忘れられませんが、橙乃は魔法使いだと思われているのか。しまいにゃ泣くぞ。

　橙乃（妹）のサプライズアタックで瀕死です。

　ですから親族会議が終わったあとの帰り道でもふたりで言い合いであります。

　バカ兄はバカ兄で靴の趣味が悪いとかひきこもりとか冷蔵庫買い換えろとかさんざんいわれました。

　橙乃（妹）なんて紅しょうが大好きっ子で「兄！　兄！　これすごくおいしい！」と紅しょうがを食べはじめ、そのまま１袋食べてたくせに（御お徒かち町まち二に木きの菓子で購入した業務用パック）。ついこの間まで「大人気おとなげない」を「人気が低くて、めちゃくちゃぼっちなこと」だとおもってたくせに。トイレの中でドラえもんの歌うたうくせに。

　でも、もうどうせバレちゃったので『ログホラ』もってくか？　と聞いてみたら、ものすごくバカにした顔で「買ってもってるからいらない」といったので許すことにします。

　ほんと腹のたつ妹ですけどね。




　さて、橙乃家の親族会議は横に置いておいて『ログホラ４』です。

　本巻ではザントリーフ半島を襲うゴブリン＆サファギンとの攻防を書いています。前巻でがんばっていたミノリ＆トウヤwith新人パーティー一行は引き続き活躍！　舞踏会でキレイどころとダンスなんかしちゃってたシロエさんも活躍しますよ。

「おもうにまかせぬ」ばかりのこの世の中ですけれど、だからこそ自分で決心したことくらいは、それが正しいと信じるならばおもいっきりやっちゃってよいのではないかというのがこの巻です。おもいっきりやった結果そのものは、やはり報われないこともあるでしょうけれど、でもだからこそ「おもいっきりやる」という決意と行動そのものは自らの自由で、つまり「おもうに任せて」よいのじゃないか。初心者たちも、アキバの面々も「おもいっきり」です。

　自分もおもいっきりがんばらないとイカンよなぁ、なんて思いながらの４巻でした。

　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで２０１１年７～８月に公募させていただきました。bad_bladeさん、ebius1さん、ginnoougiさん、gontan_さん、hige_mgさん、hpsukeさん、iron007dd22さん、kuroyagi6さん、makotoTRPGさん、nekoanagiさん、roki_aさん、sawame_jaさん、sin_217さん、tepan00さん、vaisoさんのものを採用させていただきました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。『ログホラ』は皆様の応援でできております。

　書籍版で『ログホラ』を気に入ってくださった方は、サイトへもどうぞ！　http://www.mamare.netへ。『ログホラ』を含む最新情報を取り扱っております。コミカライズ情報もこっちです。そろそろ大きな発表もありますよ！

　最後になりましたが。今回もプロデュースしていただいた桝田省治様、気合い入りまくりの表紙クラ＆姫を描いていただいたハラカズヒロ様、引き続きモンスターをデザインしてくださった橋本モチチ様、デザインしていただいた椿屋事務所様（細かいオシゴトたくさん！）、編集部の小さなＦ田様っ！　お手間をかけてごめんさい！　そしていつもあほな文章に突っ込んでくださる大迫様！　ありがとうございました！

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝悔しいけれど本家の煮物だけは一級品〟橙乃ままれ





















ログ・ホライズン ４




ゲームの終わり【下】
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